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　それはある秋の、ある学校で交かわされた会話。

「下校時刻、とっくに過ぎてるぞ」

「いいの。家に帰っても寂さびしいだけだから」

「ごめん。この間、家族の人が亡なくなったんだっけ」

「そう。だからいいの」

「でも、もう遅おそいぞ。星も出てるし」

「星の名前はよくわからないわ」

「俺も詳くわしくないけど。秋の空で知っているのは、ペルセウス座くらい」

「どこにあるの？」

「人間の形に見える星座。鉄てつ塔とうの、少し上の空」

「ペルセウスって、どんな人？」

「確か、化けもの退治をした人」

「そうなんだ」

「この街は星がよく見えるな」

「何もないから。建物は低いし、終電は早いし」

「生まれた時から、ずっと虹にじ原はら市民？」

「小学校まで、別のところに住んでいた。ここよりもっと田舎いなかの方。両親が死んで、虹原にいる叔母おばさんに引き取られた。叔母さんも、この間死んでしまった」

「おしまい？」

「おしまい。そっちは？」

「中学校まで、別のところに住んでいた。ここよりもっと都会の方。両親が離り婚こんすることになって、父親と虹原に引っ越こした。父親も、もう長くないって」

「全然知らなかったわ」

「全然話してないから」

「この高校に入った理由は？」

「普ふ通つうに見えたから。そっちは？」

「同じ」

「将来の夢は？」

「特にない。そっちは？」

「同じってことにしておく」

「鉄塔の上に見える、人の形をした星座が、ペルセウス座ね。覚えておく」

「時間が経たてば、鉄塔の上から移動するけど」

「ああ、そうか」

「季節が変わったら、そのうち見えなくなるし」

「寂しいわね」

「そうでもないよ。なあ」

「なに？」

「帰ろう、一いつ緒しよに」

　それが数年前、彼と彼女の交わした会話。

　そして現在。

　彼女がいる場所からは、星は見えない。




「出た出た」

「人だ人だ」

「不審者だ」

「変質者だ」

　騒さわがしい声と喧やかましい足音が、耳の横を通り過ぎてゆく。自分がいつの間にか眠ねむっていたことに気がつき、一いち条じよう京きよう介すけは薄うすく目を開いた。

　視界に入ってきた空には、広く続くいわし雲。淡あわく光る太陽は、やや西に傾かたむいているものの、夕方というにはまだ早い角度だ。現在の時刻は、恐おそらく午後二時過ぎ。眠っていたのは一時間程度だろう。京介は寝ね転ころがっていた土手から上半身を起こし、欠伸あくびをすると共に首を回した。奇き妙みような音が鳴った。

　風が強く吹ふいた。京介が着ている、高校指定のワイシャツに張りついた草の切れはしが、土手の下方へと吹き飛ばされてゆく。風は斜しや面めんに茂しげったすすきの穂ほ先さきを揺ゆらし、虹原川の水面を柔やわらかく震ふるわせた後、対岸へと去って行った。

　河原にはランドセルを背負った小学生の集団がいて、学がく帽ぼうを飛ばされたの何だのと、大騒ぎをしている。先ほどの声と足音の発信源は、彼ららしい。京介はもう一度、土手の上に寝転がった。

　ここ数日の天気予報は、台風の発生を頻ひん繁ぱんに告げていた。今吹いている風も、先日現れた十何号だかの影えい響きようだろう。しかしこの秋に発生した台風は、日本列島に上陸することはあっても、どれもが虹原市だけを避さけて通過して行った。まるでこの関東の外れにある小さな街を、忌いみ嫌きらうかのように。

　平和だなと呟つぶやいて、京介は目を閉じた。もう少し眠っていたかった。高校へは、日が暮れる前に戻もどればいいだろうと思った。

「彼岸花が咲さいていたよ」

　頭の上で、そんな声がした。誰だれの声だかわからなかったが、聞き覚えがある気がしたので、京介は目を開く。

　土手の上に黒い人ひと影かげが立っていた。黒い人影というのは比ひ喩ゆ的な意味ではなく、その男の肌はだは、どこもかしこも見事に真っ黒だった。シャツもズボンも、もとの色がわからないほどに薄うす汚よごれており、黒に近い。男が片手に持っている一輪の赤い花が、奇妙なアクセントを作っていた。

　出た。人だ。不審者、変質者。小学生が口にしていた言葉を思い出し、京介は上半身を起こした。得てして子供というものは、言葉を選ばない。言葉の選べない大人も、少なくはない。選ぶのが面めん倒どうな京介自身は、あまり言葉を発しないようにしている。

　だが、不審者に見えないこともない相手は知人だったので、京介は声をかけた。

「勝かつ田たさん、日本に帰って来ていたのか」

　相手は白い歯をずらりと見せて、笑った。花を振ふり、軽い足取りで土手を降りてくる。

「彼岸の頃ころに咲くから、彼岸花。日本の花はわかりやすくていい」

　茎くきの途と中ちゆうから折ってきたらしいその花は、一いち途ずなまでに赤一色で、曲線を描えがく花弁の先は、一途なまでに天を指していた。秋になると土手や道みち端ばたで見かける花だが、京介は名前まで意識して覚えていなかった。

　勝田はどこからか段ボールのような茶色いものを引きずってくると、京介の隣となりにそれを敷しき、腰こしを下ろした。

「久しぶりだな、坊ぼうや」

「ああ」

「彼岸花に似た花を、プップクポーと呼ぶ国があるよ」

「へえ」

「その国の言葉で、死に損ぞこないという意味さ」

「ふうん」

　勝田は赤道直下の小さな国の教会で、ミソタラシ教という京介にはよくわからない宗教の神官をしている。勝田の国こく籍せきは、一応日本。とはいっても、日本にいるのは一年を通してごくわずかな期間だそうだ。何のポリシーがあるのかは知らないが、常に今のような服装をしているせいで、差別が絶えないという。京介は数年前、この神官と知り合った。最後に会ったのは、今年の四月だ。

　それから今日までのおよそ半年間、勝田は遠い国で遠い空に向かい、様々な祈いのりを捧ささげていたのだろう。京介の半年間は、高校生活や光こう流りゆう脈みやく矯きよう正せい術者の職務も含ふくめ、それなりに色々なことがあった。

　京介は少しだけ思い返し、足下に転がっていた黄色い学帽を、小学生に向かって投げてやった。

「九月二十一日、水曜日、午後二時十四分──」

　ポケットから時計を取り出し、勝田が文字盤ばんを覗のぞき込んだ。時刻の他ほかに日付も表示するタイプの文字盤には、小さなダイヤモンドが十二個光っていた。高級時計に京介は興味がないが、その輝かがやきは、減げん俸ぽう中の矯正術者にとって、意味もなくため息が出るものではあった。

「午後二時なら、普ふ通つう科か高校の学生は、勉強の時間だと記き憶おくしているが」

　勝田は時計をポケットに戻すと、代わりにマッチと煙草たばこの箱を引っ張り出した。

「また授業をサボっているのかい」

「授業は一昨日おとといから、なくなった」

「それはまずい」

　マッチを擦こすって煙草に火を点つけ、勝田が言った。

「学ぶべき者が学ぶことをやめると、ミソタラシ神の天てん罰ばつが下る。右の鼻の穴から、十色の鼻毛が伸のびる」

「文化祭が近いんだ。それまで授業を潰つぶして、一日中準備にあてるようになっただけ」

「それなら天罰の対象外だ。じゃあ坊やは、準備をサボっているのかい」

「正確には違ちがうんだけど、まあ似たようなものかもしれない」

　京介は対岸を見やり、欠伸をした。対岸の土手の上でサラリーマン風の男が、京介と同じように寝転がっているのが見えた。

　三日後に開かい催さいが迫せまった文化祭のため、京介の通う県立虹原高校は、現在慌あわただしい空気に包まれている。どのクラスの生徒も、放課後遅おそくまで学校に残ったり、あるいは泊とまり込んだりして、出し物の準備に励はげんでいるようだ。

　京介の属する一年六組も、教室をお化け屋や敷しきに改造するため、生徒たちが動き回っている。準備は夏休み前から始まっていたようだが、学校行事に関心の薄い京介は、何も知らないままに二学期を迎むかえていた。

　団体行動が苦手という性格を慮おもんぱかってくれているのか、それとも単に京介の存在を無視してくれているだけなのか、文化祭実行委員もクラスメートも、準備を手伝えとはこれまで一言も言ってこなかった。厚意はありがたく受け取ることにし、今日の午前中まで、京介は教室から運び出されたロッカーと一緒に、ベランダの隅すみで居眠りをしていた。本当は屋上で寝たかったのだが、別の生徒が作業に使用していて入れなかったのだ。

　正午を迎えた頃、お化け屋敷用に用意しておいたベニヤ板の数が、大おお幅はばに足りないことが発覚した。新たに購こう入にゆうする予算は、もうないらしい。文化祭実行委員はクラスの全員へ、何でもいいから板を拾ってくるよう、指令を出した。実行委員の殺気立った集中力は素す晴ばらしいもので、ベランダにいた京介もあっという間に叩たたき起こされ、教室から追い出されてしまった。

　その後、何となく道を歩いていたら、虹原川まで辿たどり着いた。野草もゴミも何でも落ちているこの土手なら、板切れくらい見つかりそうだと思った。思ったが、探している途中で眠ってしまい、今に至る。やはりこれもサボりだろうと自覚をしつつも、京介はもう一度欠伸をした。

　二本目の煙草に火を点けた勝田は、使うなら使えというように、マッチ箱を差し出してきた。京介は煙草を持っていないので、首を横に振った。

　黒い目ま蓋ぶたを引き上げて、勝田が目を見開いた。

「煙草をやめたのかい」

「やめたわけじゃないけど、色々あって」

「その色々を、当ててみせようか」

　日に焼けた手を京介の頭上へかざし、勝田が言う。唇くちびるの端はしに煙草をひっかけた勝田は、目を閉じて愉ゆ快かいそうな笑えみを浮うかべていた。

「極度の金欠だな」

　一分ほど黙だまり続けていた勝田が、そう言った。いつの間にか、河原から小学生の姿は消えていた。赤い蜻蛉とんぼが一匹ぴき、風と競きそうようにして飛び去ってゆく。

「坊やは極度の金欠なんだな」

「繰くり返さないでもいい」

「梅雨つゆの頃に入院をしたな。そこで医術の使い手から、煙けむりを絶たれた」

　膝ひざに落ちた煙草の灰を払はらおうともせず、勝田は楽しそうに言い続ける。

「退院した後、今度は上の存在から罰ばつを受け、金を絶たれた。それで極度の金欠になったんだな。当たっているかな？」

　京介は返事の代わりに、大きなため息をついた。本当は勝田はずっと日本にいて、自分のことをどこかから見ていたんじゃないかと訝いぶかってしまうほどの、大正解だった。

　全すべての光流脈使いを統すべる組織「本ほん家け」から、この夏に受けた処しよ罰ばつは減俸十割。減俸期間があけるのは十月だ。その後も、親へ納める生活費やら、術具修理のローンやらが待っていて、当分は煙草代を節約しないとならない状じよう況きようが続く。

「そう気落ちした顔を、するものじゃない」

　目を開けた勝田が、歯を見せて微笑ほほえんだ。

「本当に必要なものは、必ず手元にやってくるもんさ」

「そうかな」

「そうさ。金も力も夢も寿じゆ命みようも、全て。手放したら、その時になくなるだけの話さ」

　突とつ風ぷうが煙草の煙を、天に向かって巻き上げる。勝田は長く息を吐はき、呟つぶやいた。

「今年の秋は、風が強いようだ」

「毎年こんなものだろう」

「毎年、毎日、違う風が吹ふくもんさ」

「ふうん」

「今年の風は、強くて寂さびしい。何か奇き妙みようなことが起きなければいいが」

　平へい凡ぼんな秋晴れの空を見上げ、奇妙な容姿の勝田がそう呟く。頰ほおを撫なでる風に京介は特に感かん慨がいもなく、適当な相あい槌づちを打った。

「冬が終わるまでは、またいつもの公園に住んでいるよ」

　煙草をフィルターの際きわまで吸い終えると、勝田は言った。

「気が向いたら、遊びにおいで」

「気が向いたら」

「それから、行事には楽しんで参加するべきさ」

「気が向かない」

　黒い顔に苦く笑しようを浮かべ、神官は立ち上がる。

「坊ぼうやがまだ此し岸がんにいて、安心したよ」

　勝田は土手を上がると、向かい風の中を市街地の方へゆっくりと歩いて行った。京介はしばらくその黒い背中を眺ながめていたが、勝田は一度も振ふり返らなかった。京介は土手に背中を戻もどした。

　勝田の去った後には、赤い花と段ボールが残っていた。再び強い風が吹き、彼岸花の方はどこかへ飛ばされてしまう。

　頭を上げた京介は、ふと眉まゆを寄せた。

　段ボールだと思い込んでいたものは、よく見ると一枚の板だった。




　県立虹原高校文化祭実行委員会の掟おきて。実行委員会準備室の隅には、そんな名前の冊子が転がっている。

　コピー紙をホチキスで留めただけの、委員会手製の冊子ではあるが、厚さは数センチ。ページ数は百を超こえる。

　奥付を見ると、初めて発行されたのは今より三十二年前ということがわかる。第一回目の文化祭が開かれた年だ。第二回以降からは、新しい掟ができた時や、内容に変へん更こうが生じた時に、冊子は作り替かえられていた。

　しかし仰ぎよう々ぎようしく「掟」と言いつつも、内容はごく単純な、次のようなものばかりだった。

　文化祭は毎年九月下げ旬じゆん頃ごろに行なうこと。

　外部からの来場者を大いに歓かん迎げいすること。この機会に、地域の人々や他校の生徒との交流を深めること。

　ただし、あまり喧けん嘩かはしないこと。警察との交流もあまり深めないこと。

　美少女の多い虹原聖女学園高等部・中等部の生徒には、事前に招待券をばらまくこと。直接同校の文化祭（毎年九月上じよう旬じゆん開かい催さい）に赴おもむくと、効果的とのこと。

　予算は、どの団体にも平等に配分すること。その際、実行委員は賄わい賂ろなどを受け取らないこと。泣き落としや脅おどしには負けないこと。

　文化祭終しゆう了りよう以降も、実行委員はしばらくの間、気を緩ゆるめないこと。特に食品販はん売ばいなどで大きな売り上げが生じた団体には、監かん視しをつけること。飲酒を伴ともなう打ち上げが行なわれた場合などは、風紀委員会に協力をあおぎ、入念に指導すること。

　なお、今年度からこの項こう目もくの「風紀委員会に協力をあおぎ」という箇か所しよが、削さく除じよされることとなった。掟改定会議で、「うちの学校の場合、風紀委員がからむと余計に面めん倒どうくさくなる」という意見が、満場一いつ致ちで採用されたからだった。

　様々な掟が並ぶ中、数年前より追加された項目がひとつある。小さな文字で書かれているため、ほとんどの委員は見落としてしまう。それはこんな掟だった。

　実行委員代表は、文化祭の前にお祓はらいをすること。




「先せん輩ぱい、本当に俺でいいんですかね」

　日にち没ぼつ直前の弱々しい日光に照らされた二年生の男子生徒が、気弱に眉を下げた。

　虹原高校の校庭の中央には、彼の他ほかに、数名の文化祭実行委員が集まっている。誰だれもが風と気温に震ふるえ、衣ころも替がえ前の夏服に舌打ちをしていた。

「いいよ。だってあんた、お寺の子供なんだろう」

　三年女子で、実行委員長の佐さ久く間まが威い勢せいよく答えた。佐久間の無造作に束ねた髪かみや、意志の強そうな顔が、夕日を受けて染まっている。

「まあ、確かに、うちは寺ですけど」

　実行委員によって呼び出された二年生は、校舎の陰かげに沈しずんでゆく夕日に向かって、深く首を捻ひねる。

「でも、そんな理由で俺がお祓いをやってもいいのかなあ。だって、僧そう侶りよの修行をしてるわけじゃないし、それに俺、三男だから寺は多分継つがないし。マラソン選手になりたいんですけど」

「そんなことは聞いていないよ」

　地面を蹴けり、佐久間が声を大きくする。二年生も肩かたを震わせたが、背後にいた実行委員も全身を震わせた。

「マラソン選手になりたければ、好きなだけなればいいさ。どこへなりとも走っていけばいいよ。なんだったら今から、校庭のトラックを回ってもらってもいいんだよ。永遠に」

「すみません。今だけは、僧侶を目指します」

「わかればいいよ。わかったら、さっさとやっておくれ。日が暮れちまうよ」

　二年生の肩を押し、佐久間は命じる。二年生は胸の前で両手を合わせかけたが、十数秒間首を盛んに傾かしげた後、不安そうに言った。

「お経きよう、知らないんですけど」

「適当でいいって」

「じゃあ、適当に始めます」

　二年生は手を合わせ、その場で回転しながら、曖あい昧まいな口調で不可解な言葉を叫さけび始めた。やたらとナ行の多い発音だった。

　佐久間が黙だまって手を合わす。代表で各学年から二名ずつ集められた実行委員も、それに倣ならった。

「先輩……」

　佐久間の隣となりにいた一年女子の委員が、小声で尋たずねた。

「本当にあれでいいんですかねえ」

「いいんじゃない」

　手を合わせたまま、佐久間が頷うなずく。

「坊さんの血を引いた奴やつが何かをやったってだけで、それなりのお祓いになるんじゃないかね」

「でもどうせやるなら、本物のお坊さんを呼んで本格的にやった方が、よさそうですけどねえ」

「馬ば鹿かだね。本職を呼んだらいくらかかると思ってるんだい。委員会の予算はぎりぎりなんだよ」

「ところで先輩……」

　別の委員が、やはり小声で口を挟はさんだ。

「このお祓いって、何のためのお祓いなんですか」

「家を建てる前とか、映画を撮さつ影えいする前とか、お祓いみたいなことをするだろう。ああいうのと同じだよ」

「じゃあ、うちの学校に何か変なものが出るとか、そういうわけじゃないんですね」

「当たり前だよ。何が出るっていうんだい、うちみたいなのんきな学校に……」

　不意に言葉を切り、佐久間が校庭の隅すみへ目をやった。

「今、そこに何かいなかったかい？」

「さあ……気のせいじゃないですか」

　校庭の中央では、まだ二年生が回転し続けていた。文化祭に向けて屋外用の巨きよ大だい迷路を製作していた陸上部員が、拍はく手しゆをした。




　つい先日までは、日が沈んでもしばらくの間は、空に宵よいの明るさが滞とどこおっていた。夏の夕刻とはそんなものだった。

　今、きっぱりと夜色に染まりきった空を眺ながめ、京介は大きな欠伸あくびをする。土手で寝ね過ぎてしまい、起きた時には日は完全に暮れていた。下がり始めた気温に、自分が放ったくしゃみで目が覚めたほどだ。

　虹原川から高校に戻もどってきた京介は、校門の前で足を止めた。片手に畳たたみほどの大きさのある板を引きずったまま、門の周辺にぼんやりと視線をやる。昼に高校を出た時には何もなかったが、随ずい分ぶんと派手な装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　高さ五メートルはある、真っ赤な入場門。原色だらけの色文字が躍おどるパネル。蛍けい光こう色のはりぼて。はりぼての人形が手にした看板には、ショッキングピンクの文字で「しびれろ虹にじ高こう祭さい」と記されている。今年の文化祭のスローガンであるらしい。京介の脳のう味み噌そは校門一帯を数秒眺めただけで、溢あふれる色しき彩さいに拒きよ絶ぜつ反応を示し、早くもしびれを起こし始めていた。

　門の周囲にはまだ生徒が何人もいて、賑にぎやかに作業を続けていた。京介にはもう充じゆう分ぶんすぎるほど派手に見えたが、製作者としてはまだもの足りないらしい。二日間開かい催さいされる文化祭には、外部の人間も自由に入場できる。作業中の生徒は「門が命だ」と、何かの哲てつ学がくのように口にしていた。

「あのさ……」

　茫ぼう然ぜんとしている京介の横に、いつの間にか男子生徒が立っていた。生徒は京介が持っている板を指さし、曖昧な笑えみを浮うかべた。

「それ、よかったら、譲ゆずってくれないかな」

　まばたきをした京介に、相手は弁解するような早口で答えた。

「いや、あの、そっちも必要だから持ってるってのは、もちろんわかってるんだけど。俺の場合、ちょっと急に必要になって、できたら、今すぐほしいんだけど……できたらだけど、もちろん」

　歯切れの悪い口調で言いながらも、生徒の視線は門の先ばかりを気にしていた。やけに急いでいるように京介には思えた。

　こいつも、誰かから材料を集めて来いと命じられたのだろうか。どこも一いつ緒しよなんだなと思いつつ、京介が黙って板を差し出すと、生徒は目を丸めて尋ねてきた。

「え、いいのか？」

「いい」

「え、でも、本当に平気なのか？」

「いい。誰もおれに、期待なんかしてないから」

「そうなのか。ありがとう、助かるよ」

　早口に礼を言うと、生徒は板を抱かかえて、ものすごいスピードで走って行ってしまった。そのせいで建てつけの悪い入場門が揺ゆれ、作業中の生徒が怒ど鳴なった。

　周辺にいる誰もが、全員活動的に動き回っている。ついさっきまでのんびりと居い眠ねむりをしていた京介は、全身で疎そ外がい感を感じた。

　昇しよう降こう口ぐちも廊ろう下かも、どこかのクラスが持ち出した備品が散らばり、五歩と直進できない状じよう況きようだった。京介が一年六組の教室に戻ると、時計は六時三十分を示していたが、まだほとんどの生徒が残っていた。

　教室の入り口には文化祭実行委員の生徒が腕うで組ぐみをして立っており、一分間に六十回くらい「板が足りない」と呟つぶやいていた。実行委員は手ぶらで帰ってきた京介を一いち瞥べつすると、「一条は、まあ仕方ないよなあ」とため息をついていた。事情を説明するのは面めん倒どうだったので、京介は何も言わないことにした。

　女子の数名が、床ゆかに型紙や布を広げ、衣い装しようを作っていた。お化け屋や敷しきのお化け用に使うものらしい。

　衣装係の中には風紀委員の塩しお原ばら友とも子こもいて、器用な手つきで縫ぬい針や糸を操あやつっていた。素そ朴ぼくなお下げ髪がみに、制服のスカートはしっかり膝ひざ丈たけという塩原は、そんな作業がどこか似合っている。実際に腕もいいらしく、他ほかの生徒から賞賛を受けていた。

　クラス中の生徒の私物は、教室の奥にまとめて置かれていて、京介の学生鞄かばんや布に包んだ玲れい洗せん樹じゆの枝も、塩原の後方に転がっていた。もう帰ってもいいだろうかと考えながら、京介はぼんやりと荷物の山を眺めていた。

　塩原が不意に顔を上げた。塩原は京介と目が合うと、何故なぜか顔を紅潮させて頰ほおをひきつらせた。塩原の手の中で縫い針が折れ、その固い音に、周囲の生徒が短い悲鳴を上げた。

「どうかしたの、塩原さん」

「うわあ、針がまっぷたつ」

「どうしたら、こうなるの」

「……ひょっとして、衣装係にされたのが嫌いやだった？」

　一人の女子が泣きそうな顔で、塩原に言った。

「ごめんね。だって塩原さん、家庭科は得意だし、向いてるかなあと思っただけで……。ごめんね、許して」

「い、いえ、全然、何も、普ふ通つうなんです」

　赤い顔をしたまま、塩原は慌あわてた様子で両手を振ふった。

「私こそ、驚おどろかせてごめんなさい。続けます、衣装係、大好きです。張り切って続けますから」

　塩原は新しい縫い針を手に取ったが、その針もすぐに手の中で曲がった。女子生徒が今度は本当に泣き出した。京介はため息をついて、女子の集団に背を向けた。

　塩原は入学当初から、風紀委員の活動に命をかける変わった生徒だった。京介も、遅ち刻こくやサボりや喫きつ煙えんや、学校内に校則違い反はんである術具を持ち込むことで、さんざん塩原に追い回されていた。

　だが二学期に入ってから、塩原の態度が少し変わってきたように、京介は感じていた。たとえば先ほどのように、京介と目が合うと、露ろ骨こつに顔色や表情を変える。威い嚇かくの一種だろうかと京介は考えていた。授業中や廊下を歩いている時にも、何だか不気味な視線を感じて視線を追うと、必ず塩原がこちらを見ている。もちろんそこで目が合えば、やはり威嚇される。今さっき縫い針を折って見せたこととて、ある種の挑ちよう発はつに違ちがいない。

　それらの行こう為いは、校則違反を直接指し摘てきされて罵ののしられるよりも、何かの伏ふく線せんのような気がして、かなり気味が悪かった。なんにせよ、塩原には相当嫌きらわれているようだと、京介は改めて自覚した。

「ああ、もう仕方がない。自腹を切るぞ」

　突とつ然ぜん、京介の背後にいた文化祭実行委員が、声こわ高だかに叫さけんだ。

　実行委員は制服のポケットから財さい布ふを取り出すと、数枚の千円札を勢いよく抜ぬき出した。本家に減げん俸ぽう処分を言い渡わたされてから、紙し幣へいとは無む縁えんな日々の続いている京介には、少しだけ心が洗われるような光景だった。

　実行委員は京介の肩かたを摑つかんでくると、金と共に真しん剣けんな眼まな差ざしを突つきつけてきた。

「おい一条」

「何だよ」

「校門から百メートルくらい先に、材木屋があるのを知ってるか」

「知ってるけど」

「そこに行って、この金でベニヤ板を買えるだけ買ってきてくれ」

「何でおれが」

　眉まゆを寄せた京介に、実行委員は更さらに顔を近づけて言った。

「勘かん違いするなよ。一条をパシリにしようだなんて、そんな大それたことは考えていないさ。俺だって、文化祭が始まる前に死にたくないもんな」

「ふうん……」

「だけど世の中には、適材適所っていう言葉があるだろう。一条はこの買い物係にぴったりなんだ。いいか、よく聞け」

　実行委員は注意を促うながすように、指を一本立てた。京介は買い物係という言葉を口の中で転がし、更に眉をひそめた。家族の中でも、頻ひん繁ぱんに押しつけられる役名だった。

「材木屋のおやじは、頑がん固こだが情に篤あついことで有名だ。文化祭で二日間使うだけの板だって、ちゃんといいものを使えと説教されることだろう。当然、いい板は値段が高い。俺の出した数千円ぽっちじゃ、何枚も買えないさ。だが──」

　千円札で京介の頰を数回叩たたき、実行委員が目の光を強める。

「だが、買いに来た高校生が見るからに、学校生活なんてかったるくてやってられないぜ、という奴やつだったらどうする？」

「どうもしない」

「いいから黙だまって聞け。そんな奴が、年に一度の文化祭の時だけは、こうして率先して動いている。材木屋のおやじは、そこに心を打たれるわけだ」

「……心を？」

「加えて、一条が醸かもし出している、どこか金に困っていそうな雰ふん囲い気きが、更に同情をひくはずだ。大おお幅はばな割引は間違いない。ひょっとしたら、タダで譲ゆずってくれるかもしれない」

「……そうか？」

　心から訝いぶかしみ、京介は首を捻ひねった。実行委員は「そうなんだよ」と言い切って、金を京介の手の中に押し込んできた。

「頼たのんだぞ。演技の必要なんてないんだ。一条は黙って立っているだけで、適材なんだからな。俺はその才能を信じている」

　文化祭が近いせいか、実行委員はどうにも妙みようなテンションになっているようだった。断るには、これを上回る熱意が必要だろうが、そんなものはどこを探しても京介の体の中には見つからない。

　京介はため息をつくついでに、仕方なく頷うなずいた。背後でまた、針の折れる音が響ひびいた。




　教室を出て廊下を歩いていると、京介の前方で生徒が数名、口論をしていた。大きなカメラを持った男子生徒が、奇き妙みような服装をした三人の女子生徒に囲まれている。

　その奇妙な服装は、当然文化祭用の衣い装しようなのだろうが、人目をひくには充じゆう分ぶんなものだった。肩から紐ひもで吊つるすタイプの露ろ出しゆつ度どの高いワンピースは、ミラーボールが歩いているかのようなラメ模様。裾すそには深いスリットが入り、布地そのものが体にぴったりとまとわりつく作りになっている。

　男子生徒に向かって一番激しく怒ど鳴なっている女子生徒を、京介は知っていた。双ふた子ごの妹、豊花ゆたかだった。京介と同じく虹原高校に通う豊花のクラスは、確か一年三組だ。あんな奇妙な格好をしているということは、三組の出し物はキャバクラか何かだろうと、京介は予想した。

「あ、京介だ。ちょっと聞いてよ、ひどいのよ」

　黙って通り過ぎようとした京介に、豊花が気づいて声をかけてきた。豊花はいつものように長い髪かみを耳の上で二つに束ね、いつも以上に眉をつり上げていた。恐おそらくは刺し激げき的に作られているはずの衣装も、豊花の平へい坦たんな胴どうに巻きついて、どこか申し訳なさそうにしているように見えた。

　京介の視線を察すると、豊花は得意気な笑えみを浮うかべ、胸を張った。

「この服、可愛かわいいでしょう。クラスのみんなとお揃そろいで作ったの。さっきできあがったのよ」

「お前、そういう服、似合わないな」

　京介がつい正直に感想を伝えると、豊花は両手を振って頰をひっぱたいてきた。男子生徒が歓かん声せいを上げて、手にしていたカメラのシャッターを切った。フラッシュがたかれ、京介は思わず目を閉じた。

「また撮とったわね。無断で撮るなって言ったでしょう」

　目を開けると、豊花が男子生徒からカメラを取り上げているところだった。悲鳴を上げた男子生徒を、ラメ模様服の女子二名が、左右から蹴けっ飛ばす。それは抵てい抗こうの隙すきを全く与あたえない、見事な連れん携けい攻こう撃げきだった。三組の出し物はキャバクラではなく、暴力バーかもしれないと、京介は思った。

「この人ね、こうやって色んな生徒を隠かくし撮りしては、その写真を校内で売りさばいていたんだって。相場は一枚五百円。もちろん、撮られた方には一銭も流れてこないのよ。ひどい話でしょう」

　乱暴な手つきでカメラを開け、フィルムをひっぱり出しながら豊花が言う。豊花の胸には名札がついていて、「ユタキャサリン」と記されてあった。

「ユタキャサリン、こいつ、ポケットにもネガを隠してるよ」

　男子生徒の胸むな倉ぐらを摑んでいた女子が言った。彼女の名札には、「セリーヌ」と書かれていた。どうせ本名が、芹せり沢ざわとでもいうのだろう。京介は欠伸あくびをしながら、豊花が男子生徒にキックを決める様子を眺ながめていた。

「どうして怒おこられるんですか」

　床ゆかに倒たおれた男子生徒は、悔くやしそうに豊花たちを見上げて声を裏返した。

「そりゃさっきは、つい間近でシャッターを切っちゃったけど、いつもは本人に気づかれないように撮っているし。売る時も本人に気づかれないようにしているし、買った方も喜んでいるし。それに、売り上げ金で新しい機材を仕入れたりして、もっと質のいい写真を撮れるようにしているんですよ。こんなに全校生徒に貢こう献けんしているのに、一体何がいけないんですか」
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「そんなこと、自分で考えなさいよ。……あ、これ」

　奪うばったネガを調べていた豊花が、目を見開いて京介の肩を叩いた。

「これ、京介じゃない？　ほら、屋上で寝ねている間ま抜ぬけな姿を撮られているわ。どうするのよ、末代までの恥はじよ」

「あ、その写真、この前売れました」

　男子生徒が嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめて、口を挟はさんできた。

「新しい望遠レンズを使ったんで、綺き麗れいに撮れたんです。だから値段を千円にしたんだけど、あの人は三千円も払はらってくれました。自分が買ったことへの口止め料だって。真面目まじめそうな女子だったなあ……あっ、喋しやべっちゃった」

「『あっ』じゃないでしょう。あんた、商売に向いてないわよ」

　豊花と女子二名に囲まれ、男子生徒がまた悲鳴を上げ始める。余計な時間を過ごしたと思い、京介はその場を立ち去ることにした。買い物係には依い然ぜんとして気が進まなかったが、もめごとの見物よりは意義があるような気がした。

　その時、唐とう突とつに男子生徒が「あー」と大きな声で叫さけんだ。男子生徒は立ち上がり、女子三名と京介を撥はね飛ばし、廊ろう下かの窓にすがりついた。

「見ました？　今、そこの植え込みに、何かいましたよね」

　窓ガラスを頻しきりに叩き、男子生徒が叫ぶ。窓の向こうは裏庭に面しており、手入れのされていない雑草が夕ゆう闇やみの中に沈しずんでいた。それだけの光景が、危機感もなく広がっているだけだ。

「何もいないじゃない」

　豊花が鼻の頭に皺しわを寄せ、言う。

「話をそらそうったって、そうはいかないわよ」

「違ちがいますよ。いたんです、確かに何かが動いていました。ねえ、見ましたよね？」

　男子生徒は京介に向かっても、そう同意を求めてきた。京介は窓の外には注意を払っていなかったので、黙って首を横に振ふった。

「シャッターチャンスだったかもしれないのになあ……」

　残念そうに呟つぶやき、男子生徒が項うな垂だれる。豊花が半ば感心したように、鼻息を吐はいた。

「何でも撮りたがるのねえ」

「当たり前です」

　瞳ひとみを輝かがやかせ、男子生徒が頷く。

「世の中には、色んな人がいるんです。屋上で寝ている不良の姿から怪かい奇き写真まで、求める人がいる限り、ボクは撮り続けるだけです。一条豊花みたいな、スタイルのよくない女子生徒の写真を好む人だっているんですから……あっ」

　男子生徒は自分の手で自分の口を塞ふさいだが、京介には意味のない行動にしか見えなかった。

　豊花は黙だまって男子生徒の襟えり首くびを摑つかみ、廊下の暗がりへと引きずっていった。悲しげな泣き声が遠ざかる一方で、近くの教室からは、生徒たちの笑い声が楽しげに聞こえてくる。

　一人残った京介は、窓の外に目をやってみた。暗い夜空に細い三日月が、悄しよう然ぜんと浮かんでいた。

　ただでさえ騒さわがしい校内が、これから数日間、更さらなる喧けん噪そうに包まれる。

　月は無理だとしても、どこか静かなところへ行きたいと京介は思った。






















　九月二十二日、木曜日、午前七時。

　県立虹原高校は、早朝の静せい寂じやくに包まれていた。文化祭準備日の二日目を迎むかえたものの、生徒はもちろん教職員のほとんども、まだ登校していない。校内が活気づくのは、朝あさ靄もやが完全に晴れる日中からだ。

　だがこの時間に、生徒が既すでに集まっている教室がひとつだけあった。文化祭実行委員会準備室である。

　室内には、告知用に作られたポスターやチラシ、プログラムなどが、いくつもの山を築いていた。壁かべには、準備日から開かい催さい日当日、最終日の後夜祭に至るまでを記した大きな進行表が貼はられ、様々な色のペンで様々な書き込みが走っている。

　そしてその進行表を背にし、十数名の実行委員は深刻な表情で話し合っていた。緊きん急きゆう連れん絡らくを受け、この時間に招しよう集しゆうされたのだ。

「まずいだろう」

「まずいよなあ」

「今日中には全校に広まるかもな」

「明日中には街中に広まるかもね」

「そうなったら、お客さん、来なくなっちゃうかもよ」

「まずいだろう」

「まずいよなあ」

　委員たちの会話はループするだけで、決着がつかない。

「先せん輩ぱい、どうしましょう」

　女子委員の一人が、表情を翳かげらせて黒板を振り返った。黒板の前では、委員長の佐久間が腕うで組ぐみをしている。

「文化祭、中止にします？」

「そんなことになったら、暴動が起きるよ」

　答えた佐久間が、唇くちびるを嚙かむ。

「生徒は開催に向けて張り切ってるし、不良生徒は準備日から開催日までの数日を、いいサボり日だと思って、やっぱり楽しみにしてる。予定通りに進めないと、こっちの身が危ないよ」

「でも、放ほうっておいてまた被ひ害がい者しやが出たりしたら、もっと大ごとになっちゃいますよ」

「そうならないように、さっきから対策を練ってるんじゃないか」

　黒板を睨にらみ、佐久間は重く息を吐いた。黒板には、これまでに出されたいくつかの「対策案」とそれに対する判断が書かれていた。

　警察を呼ぶ。

　却きやつ下か。警察を呼んだら大おお騒さわぎになって、文化祭が中止になるかもしれない。

　金を払って、何だかすごそうな人を雇やとう。

　却下。予算はもうぎりぎり。

「やっぱりこれしかないのかね……」

　チョークを手にした佐久間が、黒板に「実行委員で何とかする」と書くと、委員の間から不服そうな声が上がった。

「勘かん弁べんして下さいよ。ただでさえ他ほかの仕事で忙いそがしいのに」

「そうですよ。予算もぎりぎりですけれど、人手もぎりぎりなんですよ」

「仕方がないじゃないか、こんな事件が起きちまったんだから」

「まあまあ、それはともかくとしてだね」

　佐久間の隣となりにいた男子生徒が、分厚い眼鏡めがねを光らせて口を挟はさんだ。風紀委員長の長谷はせ常つね彦ひこだ。長谷は部外者だが、風紀委員会準備室がこの隣にある。たまたま朝から在室していた長谷は、実行委員の騒そう動どうを聞きつけて、勝手に話し合いに参加してきたのだった。

「まず、その被害者とやらの身み柄がらを、我々風紀委員会に渡わたしてくれたまえ。その生徒が持っていた高性能カメラというのは、間ま違ちがいなく校則違い反はん物ぶつに該がい当とうする。しっかり指導してやらねばなるまい」

「長谷は口出しするんじゃないよ」

　佐久間は長谷を睨み、言った。

「この非常時に、校則なんかどうだっていいじゃないか。非常時でなくても、文化祭の期間中くらい大目に見てやったらどうだい」

「いかんぞ佐久間君。それはいかん」

　長谷は指で眼鏡を押し上げ、言い返す。

「今日くらい、とか、この日だけは、とか、そういった心の緩ゆるみが規則の緩みを引き起こし、やがては社会秩ちつ序じよをも揺ゆるがしてゆくのだ。文化祭中といえども、私は風紀指導を怠おこたらないぞ」

　鼻息を荒あらくして捲まくし立てる長谷に、佐久間は短いため息を返す。

「あんたは、役に立たないことばかりに命を燃やしてるね」

「役に立たないとは失礼だぞ。今すぐ風紀の神様に謝りたまえ」

「だってそうじゃないか。長谷の風紀指導で、この事件が片づくと言うのかい。関係ない役立たずは、さっさと出て行っておくれ」

　気が立っている佐久間は、長谷を扉とびらの方へ突つき飛ばした。佐久間を抑おさえるため、他の委員が手を伸のばすが、何故なぜか長谷が突き飛ばされる。長谷は壁に何度か頭をぶつけた。

　頭を抱かかえ、しばらくの間苦く悶もんしていた長谷が、唐とう突とつに眼鏡を輝かせた。

「ひらめいた。名案があるぞ、佐久間君。私の親友に、素す晴ばらしい逸いつ材ざいがいる。事件解決のために、彼らを紹しよう介かいしよう」

「逸材？」

　実行委員が静まり返った。全員の注目を浴び、長谷は至福そうな笑えみを浮うかべた。

　佐久間は長谷を睨み、口早に言った。

「悪いけどね、やっぱり文化祭準備日に起きたことは、生徒の手で方をつけたいんだよ。よその人間の助けは借りられないよ」

「安心したまえ、佐久間君。私の親友は、現げん役えきの虹高生だ」

「うちの生徒だったら、文化祭の準備で余計に忙しいんじゃないのかい。クラスと部活のかけ持ちで、ぶっ倒たおれている奴やつがそこら中にいるってのに」

「大だい丈じよう夫ぶだとも。彼らはどこの部活にも属していない。言ってみれば、フリーエージェントだ」

　実行委員は全員声を揃そろえて「ふりいええじぇんと」と呟つぶやき返した。その発音に満足げに頷うなずき、長谷は続ける。

「そう、諸君も名前くらいは聞いたことがあるだろう。『魔ま女じよ』の一条兄妹きようだいのことだ」

　委員の間から、感かん嘆たんの声が漏もれた。その反応に、長谷はやはり満足げな笑みを浮かべた。

　虹原高校の一年生に、一条という姓せいの双ふた子ごの兄妹がいる。彼らをまとめて魔女と呼び始めたのは、風紀委員会だった。

　その双子は、学校に校則違反物と思おぼしき、長い棒のような物を携たずさえて登校するらしい。それは魔ま法ほうの杖つえであり、彼らは魔法を使ってあらゆることを解決するという。──四月から半年近くが経過した今、全校生徒の間にはいつの間にかそんな噂うわさが定着していた。

「先輩、魔女なら安心ですよ」

　委員の一人が、佐久間の肩かたを嬉うれしそうに叩たたいて言った。

「三年生の生徒が、あの人たちにボディーガードをやってもらったって話、聞いたことあります。腕うでは確かですよ」

「そうですよ。それにほら、五月に化けものと長谷先輩をぼこぼこにしたのも、一条京介だったじゃないですか」

「ぼこぼことは言い過ぎだぞ。そのぼこぼこがあって、我々は今、親友なんだからな」

「魔女の噂なら、私も聞いたことがあるよ」

　長谷に向き直り、佐久間が言った。

「でも、長谷と親友だなんて初めて聞いたね。本当に引き受けてもらえるのかい？」

「もちろんだとも。私が一声かければ、あの二人は手を貸してくれるはずだ」

「じゃあ、早い方がいい。今すぐ呼んできておくれ」

　佐久間に言われた長谷が、教室の時計を見上げる。時刻を確かく認にんした長谷は、不意に声を潜ひそめた。

「今すぐというのは、難しいかもしれないな」

「非常事態なんだよ。見ればわかるだろう」

「佐久間君は知らないだろうが、魔女には──特に双子の兄の方には、私には考えがたく恐おそろしい習性があるのだ。それゆえ、朝に約束をつけることは非常に困難なのだ」

「習性？」

　他ほかの委員の間から、次々に声が上がった。

「毎朝、黒ミサがあるとか」

「毎朝、朝日を浴びて灰になっちゃってるとか」

　首を横に振ふった長谷は、顔にどことなく暗い陰かげを刻んで答えた。

「毎朝、寝ね坊ぼうをするのだよ」

　準備室の窓の外では、秋の虫がひっそりと鳴いていた。




　激しい爆ばく音おんと震しん動どうで、京介は目を覚ました。

　昨夜、開けたままで眠ねむってしまった自室の窓から、薄うすい日光と風が流れ込んでいた。風にかすかな芳ほう香こうが混ざっているのは、隣の家の庭に咲さいた金きん木もく犀せいからだろう。今日の天気は昨日と変わらず、晴れ。風は南西からやや強め、といったところだろうか。

　天気も昨日と変わらないが、学校の日程も昨日と同じであるらしい。一日授業を潰つぶして、引き続き文化祭の準備だ。

　面めん倒どうだなと思いながら、京介はベッドの上で寝返りを打った。昨日、頼たのまれた通りに材木屋から板を無料で手に入れてから、もうクラス内での自分の使命は終わったような気がしていた。そんな京介の思い込みが、京介自身から起き床しようの意思を奪うばい去る。

　目を閉じて二度目の睡すい眠みんを貪むさぼろうとした時、もう一度爆音が響ひびき、家が揺れた。誰だれかの怒ど鳴なり声も聞こえたような気がした。

　京介は薄うす目めを開け、揺れる蛍けい光こう灯とうの傘かさを見上げた。震しん源げん地ちは階下のようだが、大地震が襲おそったにしては、窓の外で鳴く雀すずめの声がのんきすぎる。姉が朝食の調理をしくじったにしては、揺れがいまいちだと思った。京介の姉はガスコンロの火力が強すぎると、風の呪じゆ文もんを唱えてコンロごと吹ふき飛ばす大おお雑ざつ把ぱな性格をしていた。

　枕まくら元もとの時計を見ると、八時前だった。目覚まし音が鳴るようにセットしておいた、ちょうど数分前だ。時計の音に気がつかず眠り続けていた朝は何度もあるが、時計よりも先に目が覚めたことはほとんどない。ぼんやりした頭で、今朝はものすごい快挙だと京介は思った。

　もちろん、起きられたのは自分の功績ではなく、先ほどの爆音のせいだ。そうこうしている間に、再度激しい破は裂れつ音おんが轟とどろく。一体どこの馬ば鹿かが暴れているのだろうと、京介はベッドから起き上がりながら深く唸うなった。

　階段を降りて居間を覗のぞくと、テレビの前にセーラー服の豊花が座っていて、トーストをかじっていた。テレビは天気予報を放送しており、画面には太陽のマークばかりが輝かがやいていた。

「あ、京介、おはよう。文化祭の最終日まで、ずっと晴れだって。よかったわよね」

　口のまわりにパン屑くずをつけた豊花が、気軽な笑え顔がおで呼びかけてきた。そこら中に食べかすが散らかっているが、それくらいでは家は揺れないだろう。爆音や震動は夢だったのだろうかと思いながら、京介は適当に頷き返した。

　牛乳の入ったグラスに口をつけ、豊花が首を捻ひねって尋たずねてきた。

「そういえば、京介のクラスって何をやるの？」

「お化け屋や敷しき」

「あたしのクラスは、お好み焼き屋さんをやるの。当日は絶対食べに来てよ」

　豊花のクラスの出し物は、キャバクラでも暴力バーでもなかった。文化祭は奥が深いなと感じながら、京介はそっと居間の中を見回した。

　テレビの天気予報は、いつも通りのニュース番組。誰がいつ言い始めたのかは知らないが、毎朝観る番組はこのテレビ局だと、家の中では何年も前から決まっている。

　豊花のトーストは、六枚切りの食パン。マーガリンとピーナツクリームを縞しま模も様ように分厚く塗ぬりたくった、いつも通りのもの。床ゆかには今朝の朝刊が投げ出されている──いつも通りの虹原新聞だ。

　東に面した窓からは、照明が不要なほどの朝日が差し込んでいる。近所の飼い犬が、遠とお吠ぼえをしているのも聞こえる。穏おだやかな秋の朝だった。

　いつも通りの居間の中、庭に近い壁かべに大きな穴が穿うがたれていた。京介は眉まゆを寄せ、豊花に尋ねた。

「壁、どうしたんだ」

「母さんが怒おこっちゃったの。ねえ、牛乳おかわり」

　豊花は空になったグラスを突つきつけてきた。グラスを受け取った京介は、仕方なく台所まで行き、冷蔵庫から牛乳パックを取り出した。パックの中身は残り少なかった。

　冷蔵庫の扉とびらには、マグネットで様々なメモ書きが貼はりつけてある。一条家では、家族全員による食事当番制を導入しているため、「味み噌そがもうすぐなくなる」というメモなどは、次の当番への伝言だ。「プリンはあたしの」というのは、冷蔵庫の中身に対する所有権の宣言。字が下手くそだから、豊花が書いたものだとわかる。

　他ほかにも冷蔵庫とは無関係に、個人の帰宅時間を知らせるメモもここには残される。「残業で遅おそくなる。夜食に刺さし身みが食べたい。京介、買っておいて」というのは、メモから殺気が漂ただよっているから姉のものだろう。京介はそのメモに「金がない」と書いておいた。

　その隣となりに、昨日まではなかったはずの新しいメモがあった。チラシの裏側を使った大きなメモだが、内容は長く、メモというよりほぼ手紙だった。筆ひつ跡せきは母親のものだった。

「ねえねえ。マーガリンとクリームが、もうすぐなくなりそうなんだけどさ」

　京介の背後から、豊花が声をかけてきた。トーストもおかわりをするらしく、豊花は新しい食パンにマーガリンを塗っていた。

「次は新しい味に挑ちよう戦せんしようと思うの。何か思いつかない？」

「さあ」

「つぶあんとかどうかなあ。そうすれば、わざわざあんパンを食べる必要がないわよね」

「好きにすればいい」

「ところで京介、さっきから何見てるの？」

　手を動かしながら、豊花は京介を押し退のけて冷蔵庫の扉に目をやる。豊花は口を開けて、間の抜ぬけた声を上げた。

「母さん、こんなのを残していったんだ。えーっと、『実家に帰ります。戻もどりは未定。備考、子供三人へ。お父さんとの結けつ婚こんは、人生最大の失敗でした』」

　国語の教科書を朗読するような口調で、豊花が手紙を読み上げた。

「『お父さんがパチンコや競輪で負けてばかりいるので、いい加減にしろこの下手くそと言ってやったら、生意気にも言い返してきました』。そうなのよ。このことでね、朝っぱらから口くち喧げん嘩かを始めちゃってさ」

　食パンをトースターに突っ込み、豊花が肩かたで大きく息をつく。

「それでうるさくて、六時に目が覚めちゃったの。京介、よく今まで眠っていられたわね」

「口喧嘩で壁に穴が開くのか」

「口喧嘩が発展した形が、あれなの。ほら、続きにも書いてあるでしょう」

　豊花が手紙を指し、京介は母親の文字を追った。そこには、父親が母親に対し、専業主婦のくせに家事をほとんどしない点を指し摘てきしたこと、母親はそれに激げき怒どしたので、専業主婦だが爆ばく発はつ系の術は使えるんだということを見せてやったという内容が、長々と記されていた。

　朝から暴れていた馬鹿は、どうやら身内だったようだ。これといった感想もなかったので、京介はため息だけついた。

「母さん、今度は早く帰ってきてくれるといいなあ。夏に出て行った時は、三週間くらい戻ってこなかったもんね」

　豊花は京介から牛乳の入ったグラスを取り、焼き上がったトーストを持って、居間へ戻って行った。京介は冷蔵庫に「牛乳とマーガリンとピーナツクリームが残り少ない」というメモを残し、テレビの方へ移動した。

「結婚したのに、どうしていがみ合うのかしらね」

　テレビの前にまた座り、音を立ててトーストをかじりながら、豊花がそう言った。テレビでは、どこかの動物園で何かの四つ子が生まれたというニュースが流れていた。今日も世の中は平和らしいと思いつつ、京介は豊花の隣に黙だまって座った。

「離り婚こんしちゃったりしないわよね」

「さあ」

「そうなったら大変だわ。この家の権利、父さんと母さんが半分ずつ持ってるから、みんな家から出ていかないとならないかも」

「ふうん」

「そういえば母さん、よく言ってた。うちの子は三人とも正式な術者だから、一家離散しても生活していけるだろうって」

　床にパン屑くずをぼろぼろとこぼしながら、豊花が陰いん鬱うつな表情で言う。動物園のニュースは終わり、ニュースキャスターが新しい台風の発生を伝え始めた。

「今いま更さらだけど」

　豊花がグラスの中身を一気飲みし、言った。

「両親が二人とも光流脈使いだから、術者能力の遺伝された子供が生まれたのよね。そもそも父さんと母さんじゃなかったら、あたしたちって絶対生まれてこなかった」

「まあな」

「そう考えると、父さんと母さんから生まれてよかったなって思うのになあ。人生最大の失敗って言い切られちゃったら、ちょっと困るわよね」

　テレビから壁に視線を移し、豊花が唇くちびるを尖とがらせる。そのため息で、パン屑が舞まった。京介も何となく、壁の穴に目をやった。

　穴の向こうは、庭に通じている。庭の枯かれかけた芝しば生ふの上で、父親の尚ひさしが静かにのびていた。




　朝食を食べ終えると、豊花はさっさと学校に出かけてしまった。普ふ段だんの登校時間よりもやや早いが、文化祭の準備が忙いそがしいのだと言っていた。

　家に残った京介は、まず壁の修理を頼たのむため、業者に電話をした。工事は早くても、今日の夕方からになるという。応急処置として、穴には部屋の内側から新聞紙をかぶせ、ガムテープで留めておいた。

　薄うすい新聞紙が風を受けてかさかさと音を立てる様は、どことなく哀あい愁しゆうが漂ただよっている気がした。紙の代わりに板切れでも使おうかと思ったが、家の中を探しているうちに面めん倒どうくさくなってきた。どうにも自分には、板を探す能力がないようだと気がつく。

　京介は制服に着き替がえ、布に包んだ玲れい洗せん樹じゆの枝と、ほとんど空の学生鞄かばんを持ち、朝食代わりに水だけ飲んで家を出た。時刻は八時二十分。この分だと、今朝は遅ち刻こくをせずに学校に着けそうだと思った。

　家を出る前に父親に捕つかまり、京介は数分間話を聞かされた。父親は泣きながら「弱点を指摘されて悔くやしかったので、つい言い返してしまった。本心じゃなかった」と語り始めた。父親は腕わん力りよくも術者能力も優すぐれている方だが、勝負師としての腕うではどちらかといえば劣おとっているのだ。

　自分の弱点は何だろうかと、京介はその時に何となく考えた。ありすぎるような気もしたし、思い当たらないような気もした。これだというものは結局出てこなかったが、昔、父親が喧けん嘩かの師し匠しようだった頃ころに教わった言葉をひとつ、思い出した。

　自分の弱点を自覚していない奴やつが、一番脆もろい。




　住宅街の多い虹原市内で、最も多い建物はスーパーマーケット。次いで学校施し設せつ。三番手には堂々と墓場が続き、第四位に輝かがやくのは公園だった。

　役所の人間は、空いた土地を見つけると、そこがどんなに狭せまい場所でもベンチや遊具を無理矢理運び込み、入り口に市立第何公園という札を立ててしまう。市政に関して京介は何も知らないが、何かこみいった事情があるのだろうと思っていた。あるいは、事情なんて何もないのか。

　京介の自宅から虹原高校へ至るイチョウ並木の裏手に、やはり小さな公園がある。京介が欠伸あくびをしながら空を見上げていると、公園の方から、ランドセルを背負った数名の小学生が走ってきた。

「出た出た」

「人だ人だ」

「魚だ魚だ」

「化けものだ」

　喜んでいるのか怖こわがっているのか判断のつきにくい表情で、小学生たちは京介の横を駆かけ去って行った。

　京介はイチョウ越ごしに、公園の方へ目をやった。並木のどの葉も、まだ黄色には染まりきらず、ただ大たい儀ぎそうに風に揺ゆれている。

　公園の周囲には車道が近いことを考こう慮りよしてか、高いコンクリートの壁かべが築かれている。京介のいる位置から内部の様子は窺うかがえないが、おかしな気配は特に感じなかった。

　このまま真まっ直すぐ学校に向かっても、やらなくてはいけないことがあるわけではない。京介はもう一度欠伸をし、公園に向かって足を進めた。

　正方形の公園の中には、小さなすべり台と細長い池がひとつずつあるだけだった。高すぎる外がい壁へきと植木のせいで日光が遮さえぎられ、敷地しきち　内はかなり暗い。これでは子供からホームレスまで、寄りつく人間は多くないものと思われた。

　人は誰だれもいなかったが、池の方で水の音が聞こえた。視線をやった京介は、目にした光景に素す直なおに唸うなった。

　長い間清せい掃そうされていないらしく、苔こけ色いろの水がたまる池の中には人がいた。正確にいうと、人に近い物体だ。魚にも近いかもしれない。上半身は人間、腰こしから下は鱗うろこに覆おおわれた魚という物体が、のんびりと水面に浮うかんでいる。京介が知っている作り話に出てくる人魚は、確かこれと似たような外見をしていた。

「あなた、光流脈使いね？」

　物体は京介に気がつくと、頭を傾かたむけてそう尋たずねてきた。

　言葉の使い方は日本人風だが、顔のつくりも日本人風で、性別があるならば多分女に思えた。年は人間の年ねん齢れいで、二十代程度だろうか。水に濡ぬれた長い黒くろ髪かみが、肩から腰にかけて、海草のようにべったりと張りついている。残暑を過ぎれば水温もそれなりに下がっているだろうが、相手は特に寒がっている様子もなかった。

「空気でわかるわ。他ほかの人間と、少し違ちがうから」

　睫まつ毛げの水すい滴てきを指先で拭ぬぐい、人魚に似た物体は笑う。指の数は五本。長さも爪つめの形も、人間のものと全く変わらない。

　池の縁ふちに立ち、京介は率直に尋ねることにした。

「あんたは、何だ」

「精せい霊れい」

　尾おの端はしを揺らし、人魚は言った。

「昔、なんだか偉えらそうな光流脈使いがやって来て、『君は遊ゆう体たい精霊と分類された』って言われたことがあるわ。定義は何だったかな。実在する生物にごく近しい外見を持ち、基本的に普ふ通つうの人間には悪事を働かない精霊、だとか」

　人魚──遊体精霊は、他人ひと事ごとのようにそう説明し、池の中を旋せん回かいした。鱗が汚お水すいを弾はじき、奇き妙みような光こう沢たくを放つ。

　精霊の一種で人間には悪事を働かないというのなら、術者に敵対する存在でもないのだろう。それほど興味もなかったが、京介は聞いてみた。

「ここに棲すんでるのか」

「最近ね。水があってひとけがない場所って、この辺りでなかなか見つからなくて」

「住宅地だからな」

「さっき人間の子供が駆けて行ったけれど、私のことを何か言っていた？」

「まあ、色々と」

　遊体精霊は短く水を吐はき捨てた。

「前にいたところでも、大変だったわ。観光地にある湖で、環かん境きようは申し分なかったんだけどね。存在が知られてから、カメラを持った奴がたくさん来ているうちはまだよかったんだけど、そのうち武器を持った奴まで現れてね」

「ここも、離はなれた方がいいと思う」

　落ち葉の他、ゴミや小さな魚の死し骸がいが浮いている水面を眺ながめ、京介は言った。

「人は結構、見慣れないものに騒さわぎたてるものだから。悪意とか好意とかは、抜ぬきにしたとしても」

「それはご親切に、どうも」

「別に」

「お互たがい苦労するわね」

　遊体精霊は深く笑った。

　風が出てきて、水面に波が生じる。京介の首に吊つるした紐ひもが揺れ、シャツの内側に隠かくした無効治ち癒ゆ体質証明書が宙を泳いだ。

「頼たのみがあるんだけど」

　両手で髪かみの毛を払はらい、遊体精霊が言った。

「せっかくこの街に来たんだから、出て行く前にやっておきたいことがあるのよ」

「引っ越こし先なら紹しよう介かいできない」

「自分で探すから平気。それよりも、この街には光流脈使いが多いのよね。だから──」

　遊体精霊が水面から跳はねた。飛沫しぶきと共にその全身が宙に浮く。京介のすぐ目の前まで、遊体精霊の顔が迫せまった。口の中には、やけに鋭えい利りな形の歯が並んでいた。

　京介の顎あごの下で、ぶつりと何かが千切れる音がした。無効治癒体質証明書の紐が、遊体精霊によって食い千切られていた。避よけるのがあと一秒遅おそかったら、恐おそらく千切れたのは京介の喉のどだったはずだ。

　池の縁から一歩退いたところで、京介は玲洗樹の枝を握にぎり直した。

「何のつもりだ」

「動かないでよ」

　証明書を飲み込んだ遊体精霊は、池を囲う石に両手をかけ、睨ねめ上げてきた。十本の指の先で爪が長く伸のび、石にヒビが走る。

「光流脈使いは、いくらでも傷を治す力を持っているんでしょう？　だったら少しくらい食べさせてくれてもいいじゃない。殺したりしないから」
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「人間には悪事を働かないんじゃなかったのか」

「あなたは別よ」

　遊体精霊の手の中で、音を立てて石が砕くだけた。

　鼻先に舞まい上がった粉ふん塵じんを、京介はため息で吹ふき返す。放ほうっておけば上陸してきそうだし、ここで逃にげてもずっと追いかけられそうな気がした。遊体精霊なんて倒たおしても報ほう酬しゆうは上がらないだろうし、尻尾しつぽを刺さし身みにしたところで、姉の夜食にもならなさそうだ。何の得にもならないが、戦うしかないのだろうかと悩なやむ。京介の首に引っかかっていた紐の残ざん骸がいが、風に飛ばされて消えた。

　遊体精霊が動いた。呪じゆ文もんを唱えようとした京介の左ひだり肩かたを、後ろから何かが摑つかんできた。それは人の手だったが、相当な握あく力りよくがこめられていた。京介の肩の皮ひ膚ふと肉と骨が、痛覚の三重唱を奏かなでる。

「また君か。何か事件のあるところでは、必ず君がうろうろしているな」

　低い声をかけられ、京介は顔を顰しかめながら肩かた越ごしに後方を見た。

　背後に、二メートル近い身長の大男が立っていた。公園の壁かべが接近してきて喋しやべったのかと思いかけたが、当然違う。塀へいのような体に灰色のスーツをまとい、岩のような顔に厳いかめしい表情を張りつけているのは、光流脈統とう轄かつ管理本局、通つう称しよう「本家」副家長の石いし田だうだった。

「下がっていろ」

　石田は京介を後方へ押しやると、池に向かって歩み寄っていった。何故なぜここに石田がいるのかわからなかったが、朝の散歩中というわけではなさそうだった。

　最高権力者家か長ちように次ぐ地位の副家長であっても、光流脈使いの一人であることには変わりない。空気を感じ取ったのか、遊体精霊が歯を見せた。暗い公園に耳みみ障ざわりな笑い声が響ひびく。

　飛びかかってきた遊体精霊の頭部を、石田は両手で摑み止めた。そしてそのまま背負い投げに近い形で、遊体精霊の体を地面に叩たたきつける。尻尾が砂を打ち払い、水飛沫が舞った。

　暴れて叫さけぶ遊体精霊を、石田は繰くり返し地面に叩きつけた。その行動は、遊体精霊が動かなくなるまで繰り返された。凶きよう暴ぼうなヒグマが凶暴な鮭さけを捕とっている。京介は目の前で繰り広げられている光景に、そんな印象を受けた。

「副家長、お待たせしましたー」

　公園の入り口に、引っ越し業者が使うような大型トラックが停車し、運転席から威い勢せいのいい声が飛んできた。石田は舌打ちをすると、遊体精霊の尻尾を持ってトラックの方へ引きずっていった。遊体精霊は目を回して昏こん倒とうしていた。

「遅い」

　トラックを睨ねめ上げた石田が、公園中に響くほどの大声で怒ど鳴なった。声は京介の体にも滲しみ、ついでに肩が痛んだ。多分、肩には痣あざが残っているものと思われた。

「私が来る前に到とう着ちやくしている予定だったろう。近きん隣りんに住む馬ば鹿かな矯きよう正せい術者が、食われるところだったぞ」

「すいません。道が混んでいたもんで」

　運転席から降りてきた男は、黒い前まえ掛かけをしていた。魚屋のように見えるが、石田を副家長と呼ぶからには、この男も本家の職員であるらしい。

　男は荷台の扉とびらを開けると、石田から受け取った遊体精霊を放り込み、「まいどー」と言ってトラックを発進させていった。トラックが撒まき散らしていった排はいガスに、京介は咳せき込んだ。

　トラックが見えなくなると、石田は不ふ機き嫌げんそうに顔を顰め、ハンカチで自分の手のひらを拭ぬぐい始めた。ハンカチもスーツと同様で、無愛想な色だった。

「この頃ごろ市内で、遊体精霊が何体か発見されている」

　ハンカチを使いながら、石田が言った。

「昔から棲すんでいた個体ではなく、ここ数ヵ月以内で、別の場所から移動してきたものだ。術者による発見報告があった場合、本家において保護をするよう、上層部会議で決定した。体制が固まるまで、私が指揮をとっている」

「保護……」

　先ほどの行こう為いは、保護というか、捕ほ獲かくか漁ぎよ猟りようといった方が的確だった。京介はそう思ったが、口に出せば今度は自分が石田から痛めつけられることは、容易に予想がついた。

「反対意見でもあるのか」

　手を止めた石田が、鋭するどく京介を睨んできた。反対意見も賛成意見も何もないので、京介は肩をさすりつつ、首を横に振ふった。

「放置しておくべきだという意見もあったが、人との間に無用な争いを避さけるため、保護案が採用された。遊体精せい霊れいの性質も、昔とは変化しつつある。無差別に人間へ害を為なすものもいれば、今のように術者だけを狙ねらうものもいる」

　ハンカチを仕し舞まい、石田は分厚い肩を少しだけ上下させた。

「その反対に、精霊を捕獲する人間がいないとも限らない。一いつ般ぱんの人間にとっては、精霊も我々術者も、奇き異いなる存在にすぎないからな。……ところで」

　石田は本格的に京介に向き直り、尋たずねてきた。

「こんなところで何をしていたんだ。澱よどみでも探していたか」

「別に……」

「いくら動き回って働いたとしても、君は減げん俸ぽう十割の処しよ罰ばつ中だろう。それから、術具修理のローンが、あと二十二ヵ月間だったか」

　誰だれも住人のいなくなった池を眺ながめ、石田は鼻を鳴らす。

「親切心から忠告してやるが、功績をあげて成り上がろうなどとは考えない方がいい。君は矯正術者の仕事以外に、首を突つっ込むべきではない。無効治癒体質の段階が進行するぞ。それとも敢あえて進行させて、重度進行の手当金でも期待しているのか」

「そんな細かいことは考えていない」

　石田の嫌いや味みを聞くことに疲つかれてきたので、京介はため息混じりに答えた。

「学校に行く途と中ちゆうで、立ち寄っただけ」

「学校か。君の通う学校は確か、県立虹原高校だったな」

「そうだけど」

「文化祭が近いらしい」

「よく知ってるな」

「私の娘むすめが、虹原聖女学園中等部に行っている。虹高の生徒から、文化祭の招待券をもらったと言っていた」

「ふうん……」

「私の目が黒いうちは、あんなのんきで頭の悪い高校になど、遊びに行かせないが」

　京介はふと、石田の娘というものを想像した。石田の夫人を知らないので、想像の材料になるのは、目の前にいる厳いかつい大男の顔だけだ。

　想像力が悲鳴を上げた。京介はすぐに考えることをやめた。

「何を苦しそうな顔をしているんだ」

「何でもない」

「だったらさっさと学校へ行け」

　怒鳴り声が、また肩に響く。京介はうんざりしながら歩き出した。

　横を通り過ぎる時、石田がどうでもよさそうな声で問いかけてきた。

「のんきで頭の悪いあの高校は、一体どんな文化祭をするんだろうな」

「……普ふ通つうに、食べ物屋とか、お化け屋や敷しきとか」

「お化け屋敷か」

　石田が笑った。石田に怒鳴られたり殴なぐられたりしたことは何度もあったが、まともに笑いかけられたのは初めてだったので、京介は足を止めて困こん惑わくした。

　京介を抜ぬき、公園の出口に向かって歩き始めながら、石田が湿しつ度どを含ふくんだ声で言う。

「君が近々、本物の幽ゆう霊れいにならなければいいがな。矯正術者の死亡見み舞まい金きんは、安いぞ」

　副家長の笑え顔がおは、単に嫌味なだけの笑みだった。




　スーパーマーケットで売っている、お好み焼きの素もと。同じく市し販はんの、卵やらエビやら肉やら、青のりやら紅べに生しよう姜がやらも準備した。

　家庭で作れるお好み焼きと同じ手順で作ったものは、当然と言えば当然だが、家庭的な味がするだけだった。

「見た目でも味でもいいけど、これはっていう特とく徴ちようがほしいよね。うちのクラスのお好み焼きはちょっと違ちがうっていうような、何かが……」

　調理担当の女子生徒がそう言い、豊花は隣となりで口を動かしながら、何度か頷うなずいた。

　一年三組の教室では、文化祭に向けてのお好み焼き試食会が行なわれていた。ホットプレートや器具を持ち込み、調理担当の生徒が色々な具や様々な焼き方で試ためしている。豊花は販はん売ばい担当であるが、今日は味見係に立候補した。

　これまでの一時間で豊花が食べたお好み焼きは、ちょうど二十枚。まだ豊花の胃い袋ぶくろには余よ裕ゆうがあり、舌を唸うならせるような一品にも出会っていない。

「ねえ、ユタキャサリン。何かいい案はない？　明日はもう会場設定だから、試食にかける時間がないのよ」

　女子生徒は眉まゆを下げて、豊花に尋ねてきた。アイデアを出し尽つくしたらしく、虚うつろな目の下には、くまができている。

　豊花は「ココアお好み焼き」の茶色い生地をかじりながら、首を捻ひねった。

「そうねえ。つぶあんお好み焼きは、どうかしら」

「つぶあん？」

「こしあんでもいいけど。美味おいしそうじゃない？」

「こしあん……」

「おはぎみたいでいいと思うの。ちょうどお彼岸シーズンだし」

「それだ。それしかない。それでいこう。浦うら川かわ君、材料を買いに行くから、お金ちょうだい」

　女子生徒は教室に向かって、文化祭実行委員の名前を呼んだ。準備に使う予算は全すべて、実行委員が管理している。

　しかし返事はなかった。代わりに、室内の装そう飾しよくをしていた生徒が「浦川ならまたどこかに行っちゃったよ」と答える。調理担当の間から不平の声が上がった。

　浦川という男子生徒は、自ら立候補して実行委員になったにもかかわらず、昨日から頻ひん繁ぱんに現場を離はなれて行方ゆくえをくらましていた。今朝は三年の文化祭実行委員が教室に現れ、招しよう集しゆうに応じなかったらしい浦川を叱しかっていったほどだった。

　クラスの仕事も委員の仕事もサボって、浦川は何をしているのだろう。豊花は箸はしをくわえて、変な奴やつだと呟つぶやいた。京介などとは違ちがい、普ふ段だんは真面目まじめな浦川の行動が、豊花には少々疑問だった。それだけ文化祭の雰ふん囲い気きに浮うかれているのかもしれない、とも思った。

　調理担当の生徒たちが教室を出て行ったので、豊花は別の作業を手伝うべく、教室を見回した。カーテンが揺ゆれる窓まど際ぎわで、女子生徒が数名集まっている。足下には段ボール箱が置かれ、装飾用の造花を作っているようだが、作業の手は全員止まっていた。彼女たちは声を低めて、何かの話をしていた。

　その中には豊花の販売担当仲間で、「セリーヌ」の名札をつけた女子もいた。衣い装しよう合わせは昨日で済んだのに、今日もあの服を着ている。よっぽど気に入ってるんだろうなと豊花は思った。

　と、その女子が、素す早ばやい動きで豊花に手招きをしてきた。

「ちょっとちょっと、ユタキャサリン、聞いた？」

「どうかしたの？」

　豊花は女子の集団の方へ歩いて行った。窓まど枠わくには赤い蜻蛉とんぼが留まっていたが、蜻蛉は豊花と目が合うと、さっさと青空へ飛び去ってしまった。

　日の光にラメ模様の衣装を輝かがやかせ、女子が不気味な笑いを浮かべた。

「出たらしいよ」

「出たって？」

「昨日の夜中、学校に何か出たんだって。昨日、私たちがしめあげてやったカメラの男子、いたでしょう？　あいつが襲おそわれたんだって」

　段ボール箱から造花用の紙を取り上げた豊花は、手を止めて眉を寄せた。

　昨日の夕方豊花たちは、生徒の隠かくし撮どりをしていた男子生徒から、ネガと使いかけのフィルムを没ぼつ収しゆうした。カメラ本体も取り上げてやろうと思ったが、男子生徒が「命より大事なものだ」と懇こん願がんしてきたので、許してやったのだ。

　その後、写真の売上金で学食のラーメンを三杯ばい奢おごってもらった。文化祭の準備は翌日に持ち越こし、豊花たちはそのまま帰宅したのだった。

「あの男子、あの後もまだ学校に残っていたの？」

　豊花が尋たずねると、名札の前で腕うで組ぐみをし、女子が頷く。

「そうみたい。ほらあいつ、窓の外に何かいたって一人で騒さわいでいたじゃない。どうしてもその写真を撮りたかったんじゃない？」

「昨日の夜中、その『何か』が校舎の中に現れて、男子はカメラを持って追いかけたんだって」

　別の女子が声を潜ひそめて言った。

「階段の途と中ちゆうで、カメラのシャッターを切った瞬しゆん間かん、『何か』が襲いかかってきた。男子は階段から突つき落とされて、足首を捻ねん挫ざしたみたい。カメラも壊こわれちゃったらしいよ」

　豊花は無意識のうちに、造花を握にぎり潰つぶしていた。

　本家に登録された豊花の職種は、光流脈矯きよう正せい術者。大地を網もう羅らする特とく殊しゆな力、光流脈に生じた、澱よどみと呼ばれる修復箇か所しよを浄じよう化かして正常に保つ。それが任務だ。

　光流脈を澱ませる原因は、人の放つ強い負の感情などいくつかあるが、それを見み極きわめるのも仕事のうちだ。結構大変な仕事だが、全術者の中で地位も報ほう酬しゆうも低いうえに、現在は十割の減げん俸ぽう中。要するにタダ働き。本家の上層部の馬ば鹿かたれ。今に偉えらくなって見返してやるんだ──と、内心で充じゆう分ぶん愚ぐ痴ちった後、豊花は昨夜の事件へと思考を切り替かえた。

　加害者が放つ殺意や憎ぞう悪お、被ひ害がい者しやの持つ恐きよう怖ふ、そんなものが澱みの原因になることもある。昨夜は何故なぜ、澱みが生じなかったのだろう。自分が見過ごしただけだろうかと訝いぶかしがりつつ、豊花は女子生徒に尋ねた。

「『何か』ってのは何なのか、あの男子は見ていなかったの？」

「暗くてはっきりと見えなかったって話よ。カメラが壊れていなければ、写真に残ったんだろうけどね」

「私、さっき部活の先せん輩ぱいから聞いたんだけどさ」

　別の女子が片手に造花を握ったまま、重々しく口を開いた。

「昨夜現れたその『何か』って、幽霊なんじゃないかって、先輩は言ってた」

「何の幽霊よ」

「何年か前の虹高生で、文化祭の前に校舎から飛び降り自殺した人がいるんだって。だからきっと、その人の幽霊」

「噓うそだー。うちの高校で自殺した人の話なんて、聞いたことないよ」

「そうだよ。そんなことがあったら、新聞に載のるじゃない」

「いや、わからないよ」

　幽霊発言をした生徒とは別の女子が、どこか嬉うれしそうな顔で言う。

「新聞にもニュースにも出ない事件は、世の中に山ほどあるっていうからね。その自殺の話も、封ふう印いんされた呪のろいの話なのかもよ」

　生徒の間から一いつ斉せいに呻うめき声が上がる。豊花も顔を顰しかめた。話が怖こわかったからではなく、文化祭へのテンションが下がるような話は聞きたくなかったからだ。

「じゃあさ、その話が本当だったとして……」

　また別の女子が言った。

「その幽ゆう霊れいは何をしに現れたの？」

「文化祭に未練を残して、成じよう仏ぶつできないんじゃない？」

「そんなに文化祭が好きな人なら、自殺なんかしないでしょう」

「じゃあ、文化祭を中止に追い込もうとしているとか」

「昨日、文化祭実行委員会が校庭でお祓はらいをやってるのを見たけど、効果ないの？」

「お祓いが効かない幽霊なのかも」

「幽霊じゃないんじゃない？　私は宇宙人襲しゆう来らいの方がいい」

　生徒たちはそれぞれに好き勝手な説を持ち上げて、『何か』の正体を推測し始めた。

　豊花がカメラの神様による天てん罰ばつ説を唱えようとした時、教室の前方からクラスメートが豊花を呼んできた。

「ユタキャサリン、お客さんだよ」

　豊花は返事をし、女子の集団を抜ぬけた。お好み焼きの販はん売ばい担当者には、キャバクラ風に源氏名をつけようという案に、豊花も当初は面おも白しろがって賛成した。が、何度も呼ばれているうちに、ユタキャサリンには飽あきてしまった。

　ユタキャロラインに改名しようかと考えながら呼ばれた方に行くと、教室の扉とびらのところに別のクラスの女子生徒が立っていた。

　きっちりと編まれたお下げ髪がみに、しっかりと膝ひざを覆おおう長さのスカート丈たけ。何故か恥はずかしそうな顔をして豊花を見つめてくる女子生徒は、京介と同じクラスの風紀委員だった。

　確か塩原という名前の相手に、豊花は尋ねた。

「どうかしたの？　あたしだけ特別に、服装検査でもするの？」

「いいえ、そうではなくて」

　両手を体の横で伸のばし、正しい「気をつけ」の姿勢で、塩原が答える。

「長谷委員長のおつかいで、豊花さんをお連れするようにって言われました。文化祭実行委員長が、呼んでいるそうです」

「文化祭実行委員長？」

　豊花は首を傾かしげた。実行委員長というからには、恐おそらく上級生が務めているはずだが、豊花は相手との面識がなかった。その生徒の名前も知らないし、当然、個人的に呼び出される理由の見当もつかなかった。

「私もよくわからないんですけど……あの……」

　眉み間けんに浅い皺しわを刻み、塩原は少し掠かすれた声で尋ねてきた。

「私、一条君も一いつ緒しよに連れてくるようにって言われているんですが、まだ学校に来ていないようなんです。一条君、どうしているか知っていますか」

　問われた豊花は首を捻ひねった。

「さあ……朝、起きたところは見たから、二に度ど寝ねでもしてるのかもね。そのうち来るんじゃない？」

「じゃあ、普ふ通つうに遅ち刻こくなんですね。病欠とかじゃないんですね。よかった」

　塩原の表情が、目に見えて綻ほころんだ。柔やわらかな微び笑しようが、豊花には何となく気持ち悪かった。豊花は思わず唇くちびるを尖とがらせて言い返した。

「変なの。風紀委員のあなたなら、京介が始業時刻を守って登校するなんてめったにないって、よく知ってるでしょう？」

「し、知ってますけど」

　言葉に詰つまった塩原は、瞬しゆん時じに笑えみを引っ込め、目め尻じりをつり上げた。それこそが豊花が普ふ段だん見ている「風紀委員の顔」であるが、塩原の頰ほおは紅潮したままだった。

「でも校則では、遅刻や欠席をする場合は、午前八時四十分までに学校へ連れん絡らくをするって決まっています。連絡がないととても困るんです」

「変なの」

　豊花は目を細め、塩原の顔をじっくりと観察してやった。

「風紀委員のあなたなら、京介が校則を守るなんてめったにないって、よく知ってるでしょう？」

「し、知ってますけど、でも一条君、一学期の終わる頃ころに入院したり、夏休み明けにギプスをつけて登校してきたり、何だか私はとても心配で」

「どうして風紀委員が、そんなことでとても心配するのよ。友だちや彼女ならともかく」

　豊花が言うと、塩原は「かー」と叫さけんで廊ろう下かまで退いていった。

　荷物を運んでいた生徒に背中からぶつかり、塩原は耳まで紅潮した顔を前後左右に振ふり回して謝っていた。




　校門の飾かざりつけは、昨日よりも確実に派手さを増していた。やはり今日も遅刻をしてしまった京介は、今日も校門前で立ち止まり、昨日と同じように茫ぼう然ぜんと周囲を眺ながめた。

　装そう飾しよく担当の生徒は、もはや絵の具や色画用紙だけでは満足がいかなくなったらしく、入場門の周囲には電球が何重にも巻かれていた。「感電するので気をつけてください」という注意書きも、至るところにぶら下がっている。門の上には汚よごれた色の鳩はとが留まっていたが、生物的な本能で危機を感じないのか、のんびりと首を動かしていた。

　電気代を食いそうだなと、京介は真っ先に考えた。だが金が飛ぼうが、怪け我が人にんが出て校長の首が飛ぼうが、京介にとっては他人ひと事ごとだった。今はただ、無事にこの門をくぐり抜けることに専念するのみだ。

「文化祭って、いつからだっけ」

　背後からそんな声がかけられた。振り返ると、白い犬を連れた若い男が立っていた。近所に住む人だろうかと京介は考えた。

　白い犬が京介の膝のあたりに顔を近づけて、鼻を動かした。ごく普通の中型犬だが、首輪に頑がん丈じようそうな鎖くさりがつけられている。男は鎖を軽く引き、犬に向かって「タロウ」と声をかけて、京介から離はなれるように促うながした。

「明後日あさつてから」

　京介が答えると、男は入場門越ごしに校舎を見上げて頷うなずいた。

「面おも白しろそうだな」

「さあ」

　男は京介の返答に短く笑うと、鎖を引いて去って行った。犬は嬉うれしそうに尻尾しつぽを振っていた。

　外部にも、この学校の文化祭を楽しみにしている人がいるようだ。京介はもう一度入場門を見上げ、ため息をついた。

「あ、一条だ。また遅刻してやんの」

　校舎の方から、多数の生徒が口々に騒さわぎながら歩いてきた。男子生徒も女子生徒もいるが、全員一年六組の生徒だった。

　どこへ行くのだろうと京介が思っていると、こちらの表情を察したのか、男子の一人が立ち止まって教えてくれた。

「昨日みんなで苦労して集めた板が、盗ぬすまれちまったんだよ。だからこれからまた、板探し」

「盗まれた？」

「そう。朝一番に登校してきた奴やつが気づいた。他ほかのクラスでも、小さいものがいくつかなくなってるらしいから、持ち物には注意しろってさ」

「一条君。塩原さんが一条君のことを捜さがしてたよ」

　通りすがりに、別の女子生徒が声をかけてきた。

「文化祭実行委員長が呼んでるんだって。板探しは私たちがやるから、早く行ってあげれば？」

「文化祭実行委員長？」

　京介は問い返したが、誰だれも答えてくれなかった。門の上の鳩はとも、用事でも思い出したように空へ飛び去って行った。

　誰もいなくなった入場門で、電球だけが浮うかれたように輝かがやき続けていた。




　光流脈統とう轄かつ管理本局、通つう称しよう「外う本家」。この組織が所有している土地や建物は、少なくない。虹原市内だけでも、駅前にある本局ビルや、郊こうがい地の「丘おか」の他、多数の地を抱かかえている。

　虹原市の隣となり町まちにある海辺の一帯も、本家の私有地であった。岬みさきの先せん端たんにあるのは、高さ二百メートルほどの白い円えん筒とう形けいの建物。本家関係者はその建物を、外見そのままに「灯とう台だい」と呼ぶ。

　本家から処しよ罰ばつを受けて、術者能力や一部の記き憶おくを削さく除じよ・封ふう印いんされる術者がいる。処置を終えて「元もと術者」となった者は、大たい抵ていの場合、一いつ般ぱんの生活に戻もどされるが、その日常生活を満足に送れない者が稀まれにいる。

　術者能力を封ふうじた途と端たん、身体からだの他の器官に異状が現れる。歩けなくなる。動けなくなる。息ができなくなる。原因は処置の後こう遺い症しようとも言われているが、全すべての元術者にその症しよう状じようが発生するわけではない。

　詳しよう細さいは全くの不明だが、彼らは光流脈使いとしてでなければ生きられなかった者だとも言える。「灯台」は、そんな元術者が収容される場所である。

　収容所十三階にある個室の扉とびらを、本家から訪おとずれた術者管理部の職員二名がノックした。返事はない。職員は扉に作りつけられた小窓から、内部を覗のぞいた。扉には厚紙を切って作られた簡素な札があり、そこには深しん廉れん寺じ華か奈なと記されていた。

　寝しん具ぐ以外に何もない部屋は、壁かべ一面が大きな窓になっていた。必要以上に差し込む光のせいで、部屋の中が白一色に染められている。窓は強化ガラスをはめ込んだだけで、開閉式にはなっていない。

　窓まど際ぎわには女が一人立っていた。窓の外を意識して眺めているのではなく、ただ寄りかかっているだけだった。女は全く動かなかったが、人形や死体ではない証しよう拠こに、一分間に一回、まばたきをしていた。

　職員は時間をかけて三回のまばたきを確かく認にんし終えると、手にした書類に書き込みをした。

「深廉寺華奈、異状なし」

「異状なしでいいのか？」

　隣となりにいた同どう僚りようが反論をした。

「全然動かないけど。動物園で昼ひる寝ね中のパンダだって、もう少し動くぞ」

「仕方ないだろう。そうなっちゃってるんだから。あれが通常なんだよ」

「演技かもしれないぞ。動かないくせに、まばたきをする間かん隔かくが正確すぎる」

「だからそれも、そうなっちゃってるってことだよ。異常があるけど異状なし。わかるか？」

　職員二名は灯台を出た。

　術者管理部の仕事は、その名が表す通り、本家に登録されている全術者の詳細情報を管理すること。この二名の任務はやや特とく殊しゆで、灯台に収容されている元術者に限らず、登録抹まつ消しよう術者の消息を全て確認することだった。本人の居場所とその環かん境きようと、そこでとりあえず生きていることと、術者である過去を悪用していないことが大体確認できれば、異状なし。数ヵ月に一度、報告書を作成している。

「次は虹原市」

　岬を歩きながら、職員がその後の予定を確認した。

「四月に能力と記憶を封印された、元矯きよう正せい術者」

「ああ、そいつは監かん視しもついてるし、処置後の素行も優良で、前回の報告でも問題なかった。確認しなくても平気」

「いい加減な報告書を作ると、副家長に減げん俸ぽうにされちまうぞ」

「そうしたら、あの甘っちょろい家長に泣きつけばいいんだよ」

「その次は、随ずい分ぶん昔に、自分から術者をやめた男。悪用を防ぐために能力は消されたけれど、記憶は残っているからやや注意……」

「ああ、そいつも絶対異状なし」

　同僚から書類を取り上げ、職員が言う。

「異状なしというか、存在なし、か。そいつ、もう何年か前に死んじゃってるんだよ。だから、報告の必要もなし」

　職員は書類を一枚破り取ると、丸めて海の方へ投げ捨てた。

　波が低くざわめいていた。






















「さっきから何をぼうっとしているんだい。ちゃんと話を聞いているのかい？」

　窓の外を無意識に眺ながめていた京介に、威い勢せいのよい声がかかる。美術部が作ったらしいトーテムポールから室内へ視線を戻すと、女子生徒がこちらを睨にらんでいた。

　佐久間という名前の文化祭実行委員長は、大きな舌打ちをして言った。

「なんだい、全く。魔ま女じよだっていうから、どんな奴やつが出てくるのかと思ってたのに。ただのぼけた奴じゃないか」

「まあまあ、佐久間君」

　佐久間の隣にいた風紀委員長の長谷が、宥なだめるように手を挙げる。

「彼はな、ああやって、普ふ段だんは敢あえて茫ぼう然ぜんとした姿勢で消費カロリーを抑おさえ、いざという時に力を発揮するよう、準備をしているのだよ」

「そんな細かいことは、少しも考えてなさそうな顔をしているけどね」

「甘いぞ佐久間君。あの無表情も作戦のうちだ。それが優ゆう秀しゆうなフリーエージェントというものだ。なあ、塩原君」

　同意を求められ、長谷の背後にいた塩原が五十回くらい頷うなずいた。おれはいつからフリーエージェントになったのだろうと、京介は心の中で呟つぶやいた。

　教室に着くなり、待ち構えていた塩原に捕つかまって、京介は文化祭実行委員会準備室へと引きずられてきた。そこにいたのは初対面である実行委員長の佐久間、十数名の委員、京介と同様に連行されてきたらしい豊花と、何故なぜか長谷だった。

「……じゃあ、確かく認にんの意味もこめて、もう一度話すけれどね」

　佐久間は京介を睨み、再度説明を始めた。内容は、昨夜校内で起こったという二つの事件についてだ。

　ひとつめは備品の紛ふん失しつ事件。喫きつ茶さ店てんを営業する一年二組から、クッキーなどの菓か子し類と、ペットボトルの飲料水が五本。体育館を使って劇の上演を行なう演劇部から、特注の暗幕が三枚。そしてお化け屋や敷しきを行なう一年六組から、ベニヤ板が十枚。文化祭実行委員会に紛失届けのあった品々であり、いずれも昨日下校する時には間ま違ちがいなくあったのに、今朝になって消えていることに気がついたという。

　そしてふたつめが、傷害事件。深夜の校舎内で、生徒が何者かに階段から突つき落とされた。被ひ害がいを受けたのは、一年七組の男子生徒。京介も昨日の夕方に会っている、カメラを持った生徒だ。加害者の正体は、現在のところ不明だという。

　一夜が明け、これらの事件の噂うわさは早くも学校中に広まっているそうだ。噂に尾お鰭ひれがつくのはもちろんのこと、傷害事件の方は幽ゆう霊れいの仕し業わざだと、根こん拠きよの不明な説まで流れ始めているという。実行委員会では、この件が外部に漏もれて、文化祭当日の客足に響ひびくことを気にしているらしい。文化祭そのものが中止になることを恐おそれてか、事件のことは校長や警察などにも知らせていないそうだ。

　京介は当初、自分は容疑者としてここへ連れて来られたのかと思ったが、違った。実行委員長の佐久間は、京介と豊花に事件の真相を調べろと依い頼らいしてきたのだ。

「確かに変な事件が起きたままじゃ、生徒も準備に身が入らないわ。あたしのクラスの子も、作業よりも憶おく測そくを言い合う方に身が入っていた」

　京介の隣となりに立っている豊花が、そう言った。どこかの教室から、演歌調の音楽が穏おだやかに聞こえてくる。開いた窓から吹ふき込んできた風に、前まえ髪がみを緩ゆるくなびかせて、豊花は続けた。

「実行委員だって、犯人を捜さがす方に集中しちゃったら、本来の仕事ができなくなるわよね。結果的には、文化祭そのものがうまくいかなくなるかもしれない……。いいわ。学校のために引き受ける。京介もいいわよね？」

　豊花は京介の左ひだり腕うでに両手をかけ、断定的な口調で言った。

　依頼への礼金でも期待しているのだろうが、期待のこもった豊花の握あく力りよくは、石田レベルに達している。腕に走った痛みに、京介は短く唸うなった。最近治ったばかりの腕なのに、また折れてしまいそうな危機を感じる。

「ほら、いいって言いなさいよ」

　京介の耳元で、豊花が鋭するどく囁ささやいた。佐久間を含ふくめ、室内にいる全員の視線が、自分に集中している。京介としては、今日も明日も明後日あさつても、文化祭最終日まで、校舎の片かた隅すみで眠ねむってすごそうと予定していた。できればこのまま、予定を遂すい行こうしたいところではあった。

　そしてそれを見み抜ぬいているらしい豊花が、誰だれにも見えない位置から、京介の後頭部をひっぱたいてきた。結果として無理矢理頷かされた形となり、委員の間から拍はく手しゆが湧わいた。

　委員に手を振ふり返している豊花に、京介はため息混じりに尋たずねた。

「お前、いいのか」

「当たり前でしょう」

「この仕事を受けたら、文化祭に参加できなくなる」

「こういう活動も、参加の範はん疇ちゆうに入るわよ。それにね、この事件はすぐに解決するわ。あたしにはもう、真相が見えちゃってるもの」

　小声で答えた豊花が、京介に向かってばちりと片目をつぶって見せる。

「二つの事件の犯人は、同一犯。盗とう難なん犯がその現場を男子生徒に見られたから、口くち封ふうじのために階段から突き落としたのよ」

「その盗難犯ってのは誰なんだ」

「食べ物、暗幕、板。紛失したところで、お金を出せばまた揃そろえられるものばかりよ」

　握あく手しゆを求めてきた女子委員の手を握にぎり返しながら、豊花が言う。

「逆に考えれば、盗ぬすまなくても、お金を出せば簡単に手に入るものばかり。つまり、犯人にはお金がない。校内一の金欠を捜せばいいのよ」

「校内一の金欠だったら……」

「心当たりがあるの？」

「多分、おれかお前だと思う」

　豊花の顔に、愕がく然ぜんとした表情が走った。

　佐久間が京介と豊花を交こう互ごに見て、「頼たのんだよ」と言ってきた。

「事件の真相を突きとめることも含めて、文化祭が無事に終わるように働いておくれ。役職名は、そうだね。文化祭専門特別警備係でどうだい」

　室内に更さらなる拍手の嵐あらしが湧いた。ある委員が「漢字がいっぱい使われていて格好いい」と絶賛していたが、どこが格好いいのか京介にはさっぱりわからなかった。

　昨日は買い物係で、次は警備係だ。京介は早くも軽い疲ひ労ろうを感じていた。文化祭を何もせずに過ごそうという考え自体が、間違っていたのかもしれない。

　警備係の名札を作りますと実行委員が申し出てきたが、京介はきっぱりと断った。




　その後は、佐久間と細かい打ち合わせをさせられた。必要なものがあれば先に言えと命じられ、豊花が請せい求きゆうしたものは、警備係用の食事代、警備係用の宿しゆく泊はく室しつ、宿泊用の備品などだった。京介は予想もしていなかったが、警備係と呼ばれるからには、文化祭終しゆう了りよう日まで校内へ泊とまり込まなくてはならないらしい。

　依頼への謝礼は、委員会の予算上、現金では払はらえないと佐久間は言った。代わりに、文化祭の記念テレホンカード一枚と、文化祭期間中、どの団体にも使用できる食品無料券百枚を、前まえ払ばらいとして渡わたされた。豊花は小こ躍おどりをして喜んでいた。

　文化祭の期間は二日間。その間に必ず食券百枚を使い切るに違いない豊花の胃い袋ぶくろが、京介にはただ恐ろしかった。




　廊ろう下かを歩いていると、多数の見知らぬ生徒から「頑がん張ばれよ」と声をかけられた。京介たちが警備係を引き受けたという噂が、もう広まっているらしい。豊花は声をかける生徒に対し、笑え顔がおで手を振り返していた。豊花は京介にも手を振るようにと命じてきたが、そこは拒きよ否ひさせてもらった。

　準備室を出た後、早さつ速そく警備係としての行動が始まった。京介は、どこかの空き教室で昼ひる寝ねでもして、校内で何か事件が起きたら見に行くという作戦を提案したが、豊花に「格好悪い」と却きやつ下かされた。豊花は矯きよう正せい術者の証あかしである黒マントを「警備係という職にあっている気がする」と言って、校内でも堂々と着用し始めたが、京介はそっちの方が格好悪いと思った。

　そんな豊花が提案したことは、まずそれぞれの事件の被ひ害がい者しやに会いに行くことだった。犯人の予想が早くも外れ、一から事件を見直す必要があると判断したようだ。

　紛失の被害に遭あった団体──一年二組と六組、演劇部の代表者は全すべて、「鍵かぎを閉めていない場所に適当に置いていたものが、朝になったらなくなっていた」と述べた。盗んだ犯人を見た者もおらず、その痕こん跡せきも見当たらないという。

「盗まれたものはすぐに買い直せたから、いいんだけどさ。部のみんなも稽けい古こに集中しなくちゃいけないから、怒おこってる場合じゃないし」

　稽古を抜ぬけてきた演劇部の部長は、体育館の入り口で京介たちにそう語った。

「でも、やっぱり何となく気持ち悪いから、できれば犯人を捕つかまえてよ」

「任せてよ。安心して、稽古に専念してちょうだい」

　胸を叩たたいた豊花は、気合いに満ちた笑顔で答えた。

「ところで何の劇をやるの？」

「今年は、ロミオとジュリエット」

「ああ、あの有名な色々ともめる話ね」

「ロミオ役とジュリエット役が、実際につき合ってる奴やつらだから、役になかなか感情移入してくれないんだよ。許されない恋こいがわからないって。困るよなあ」

　部長は疲つかれたようにそう言って、体育館に戻もどっていった。

「許されない恋ねえ。確かに、普ふ通つうの人には実感は湧わきにくいかも」

　体育館に背を向けて歩き出しながら、豊花が言う。

「あ、でも術者もそうか。恋れん愛あいにまでは口を出さないけれど、結けつ婚こんとなると本家が文句を言ってくるって話、聞いたことがあるわ」

「文句って」

「ほら、子供の問題があるでしょう。ただでさえ今は術者人口が少ないから、光流脈使い同士じゃないと婚こん姻いんは駄だ目めって、言われるんだって」

「知らなかった」

「あたしも最近、父さんから聞いただけ。あんたには誰も知らせなかったんじゃない？　あたしだって、礼れい子こがまだ生きていたら、こんな話はしないもの」

「ふうん……」

「で、あたしたちが今知りたいのは、犯人の正体。次は、階段から突つき落とされた男子のところに行くわよ」

　校舎に向かう渡わたり廊下を、豊花は小走りに駆かけて行った。真上から照りつける太陽は、廊下に豊花の影かげすら残さない。

　京介は数秒だけ空を見上げてから、その後をゆっくりと追った。




　階段から落ちた男子生徒を発見したのは、学校に泊まっていた実行委員だという。夜中に悲鳴を聞いて駆けつけた時には、男子生徒が廊下に転がっているだけで、実行委員も犯人を目もく撃げきしていないそうだ。男子生徒は足を負傷。保健室に運ばれたそうだが、今もずっと出てこないらしい。

　保健室に向かう途と中ちゆう、豊花は自分のクラスに寄ると言った。クラスメートに事情を説明し、役割分担から外してもらうそうだ。一年三組の教室から、豊花は拍手と声せい援えんに見送られて出てきた。見送る生徒の中には何故なぜか泣いている女子もいたが、豊花も目を潤うるませて手を振っていた。

　廊下で待っていた京介は、その光景を見て長くため息をついた。どうにもこうにも、どの生徒も少々浮うかれ気味に思えた。その原因になっているのは、もちろん文化祭。文化祭ごときで、怒ったり笑ったり泣いたり、誰だれもが大おお騒さわぎだ。学校行事のひとつにすぎないものに対し、京介は脅きよう威いすら感じ始めていた。

「見て、これ。餞せん別べつにってもらっちゃった」

　京介の隣となりを歩きながら、豊花が抱かかえていたビニール袋ぶくろを見せた。中には透とう明めいのパックがいくつも入っており、中身は全てお好み焼きのようだった。

「クラスの出し物に参加できないのは寂さびしいけれど、その分、警備係の仕事を頑張るわ」

　パックをひとつ開けた豊花が、洟はなをすすって言った。

「そうすれば、笑顔で送り出してくれたみんなへの恩返しにもなるし、全ての虹高生のためにもなるもの。……ああ、何だかいい仕事を受けたわね」

「頑張れよ」

「他人ひと事ごとみたいに言い捨てないでよ。京介も頑張るの」

　瞳ひとみから一いつ切さいの涙なみだを消し飛ばし、豊花が眉まゆをつり上げる。豊花がパックから出したお好み焼きは、泥どろをまぶしたようなものすごい色をしていた。

「京介は、自分のクラスの人に話さなくていいの？　いくらあんたがはぐれ者でも、文化祭の時くらいは何かの役割をもらってるでしょう」

「何もない」

「本当に？」

「誰もおれに、期待なんかしてないから」

「ふうん……」

　豊花は数秒唇くちびるを尖とがらせていたが、すぐに頰ほおを緩ゆるめて言った。

「でもよかったわね。この依い頼らいでは、期待されたんだから。あ、京介もお好み焼き食べる？　朝ご飯、どうせ食べてないんでしょう」

「いらない」

「お腹なかがすいて倒たおれちゃっても、知らないわよ。最終日までばりばり動くんだからね」

　豊花は手にしたお好み焼きに勢いよくかじりついて、一言「変な味」と呟つぶやいた。




　校門から廊下まで、全すべて文化祭カラーに染まっている校内で、保健室は正常通りの内装を保っていた。

　部屋の奥に三つあるベッドは、ひとつだけ埋うまっていた。備えつけの薄うすい布ふ団とんがかまくら型に盛り上がり、内部からすすり泣く声が湿しめっぽく響ひびいてくる。

　豊花が養護教きよう諭ゆに「被害者の男子と話がしたいが、大だい丈じよう夫ぶだろうか」と尋たずねると、養護教諭はうんざりとした顔で言った。

「怪け我が自体は軽い捻ねん挫ざで、歩くのには全く問題ない。問題は、精神的ショックの方。あなたたち、友だちなら慰なぐさめてあげてくれない？」

　養護教諭はそれだけ言い残すと、職員室に用があるとのことで、保健室を出て行った。

　豊花が大おお股またで、ベッドの方へ歩み寄って行った。京介は離はなれた位置で、保健室の掲けい示じ板ばんを眺ながめていた。「喫きつ煙えんが及およぼす実害・肺がこんな真っ黒に！」や、「シンナーが及ぼす実害・歯がこんなぼろぼろに！」という見出しが躍おどるのは、リアルなカラー写真入りの掲示物だ。

　これを見て、煙草たばこなりシンナーなりに手を出す奴は、ある意味で挑ちよう戦せん者しやだろうと京介は思った。かく言う京介も、こんな掲示物を見たところで、喫煙者に戻りたいという気持ちに変化は生じなかった。

「おはよう。今日もいい天気よ」

　豊花が声をかけると、布団の下から男子生徒が涙にまみれた顔を出した。男子生徒はすぐに顔を引っ込め、再び陰いん気きくさい声を発し始めた。

「痛いよお。歩けないよお」

「歩くのには全く問題ないって、先生は言ってたわよ」

「痛いよお。歩けないよお」

　豊花の言葉を無視し、男子生徒は泣き続ける。豊花は布団の上から男子生徒を軽く叩き、話しかけた。

「あのね、昨夜のことを詳くわしく教えてほしいの」

「痛いよお。歩けないよお」

「痛かったでしょうね。でも、もう大丈夫よ。あたしたちが、あんたをこんな目に遭わせた奴を捕まえてあげるから。文化祭専門特別警備係なんだから」

「痛いよお。歩けないよお」

「大丈夫、歩けるわよ」

「本当に歩けないんですってば」

　男子生徒は突とつ然ぜん声を荒あららげた。

「すごい痣あざがあって、動けないんです。養護の先生はヤブなんです。ボクは知ってるんだから」

「よくわかったわ。じゃあ、歩けないあんたの代わりに、かたきを討うってきてあげる。だから、ちょっと出てきてくれない？」

「いやだよお。もう一生ここから出たくないよお。外は怖こわいし、カメラは壊こわれるし」

　男子生徒は布団ごと、体を震ふるわせ始めた。

　ベッドが悲しげに軋きしみ、震しん動どうと共に保健室中へ陰気な空気が広がってゆく。ため息をついた豊花が、京介の隣に戻もどってきた。

「どうしよう。あたし、これ以上優やさしい対応はできないわ」

「おれもできない」

「じゃあ、仕方ないわね。ショック療りよう法ほうでいくわ。京介、やっちゃって」

　盛り上がった布団を顎あごで示し、豊花が命じてくる。気は進まなかったが、京介としても、保健室に泣き声の鑑かん賞しようをしに来たわけではない。京介はベッドまで歩み寄ると、布団に手をかけ、一気に剝はいだ。

　ベッドの上で膝ひざを抱かかえて丸まっていた男子生徒は、非常ベルのような絶ぜつ叫きようを発した。男子生徒の額には絆ばん創そう膏こうが貼はられ、制服の下、左の足首には包帯が薄く巻かれていた。

「ちょっと見せてね」

　豊花がその包帯を無理矢理取ると、男子生徒は先ほどの五倍ほど大きな声で喚わめいた。足首の皮ひ膚ふには、小さい痣が浮いていた。

　豊花に目で促うながされ、京介は持ち歩いていた玲れい洗せん樹じゆの枝から、布を解ほどいた。現れた長い木の杖つえを見て、男子生徒が更に絶叫する。京介は杖の先を相手の足首に定めて、呪じゆ文もんを唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。戌いぬより出いでて、辰たつへ沈しずめ。通過、損傷人体にて発動、修復」

　保健室の中を目ま映ばゆい光が満ち、男子生徒の体と悲鳴を包み込んだ。

　数秒後、光は消失した。男子生徒の足首からは痣も消えている。この程度の治ち癒ゆ術が効く奴やつが羨うらやましい。京介は玲洗樹の枝を下げ、洟を垂らしている男子生徒に言った。

「もう痛くないし、歩けると思う」

　男子生徒は、自分の指先で恐おそる恐る足首を押した。その後、やはり恐る恐るベッドから降りると、その場で何度か軽い跳ちよう躍やくをした。

「すごいや」

　七回飛び跳はねた後、男子生徒は両手を握にぎりしめて叫さけんだ。

「魔ま女じよは本当に魔女だったんだ。すごいや。ああ、写真に撮とっておきたかった」

「今見たことを他ほかの人に言いふらしたら、絶対駄だ目めだからね」

　はしゃぐ男子生徒に、豊花が顔を突つき出して声を低めた。眉を下げた男子生徒が、不服そうな声を上げる。

「どうしてですか。すごい力じゃないですか。みんなに自じ慢まんしましょうよ。それに、今いま更さら隠かくしたところで、魔女の噂うわさはもう全校生徒に広まっていますよ」

「自慢するために力があるんじゃないんだから、言いふらさなくていいの。本当ならあんたの記き憶おくを削けずっちゃいたいところなんだけど、昨夜の記憶まで間ま違ちがって消しちゃったら困るから何もしないわ。でも、いい？」

　男子生徒の足首につま先をぶつけながら、豊花が言う。

「喋しやべったら、捻挫どころかもっとひどい目に遭あわせるわよ。両足を動けないようにして、毎日まずいお好み焼きを食べさせてやる」

「わかりましたよ、喋りません……」

「じゃあ、元気になったようだから、昨夜の事件のことを聞かせてもらえる？」

　豊花は男子生徒の肩かたを叩たたき、ベッドの上に座らせた。男子生徒は京介と豊花を順に見上げ、膝の上で指を開いたり閉じたりと落ち着きなく動かした。

「昨夜の、どこから話せばいいんですか」

「最初からでいいわよ」

「最初……」

　男子生徒は不安そうに繰くり返したが、やがて小さな声で話し始めた。

「最初は別に、怪かい奇き写真を撮ろうと狙ねらっていたわけじゃなかったんです。文化祭準備日の夜ってことで、何かいい写真が撮れるかもと思って、学校に泊とまることにしたんです。新しいフィルムや夜食を買い込んで、学校に泊まっている友だちと雑談したりして。で、眠ねむくなってきたなあと思ったのが、ちょうど夜中の十二時くらい」

「あんたはどこで寝ねようとしていたの？」

「自分の教室です」

　窓の外をぼんやりとした目つきで見上げ、男子生徒が答える。青い空の高いところで、大きな雲が風に吹ふかれて形を崩くずしていた。

「ボクは実行委員会に宿しゆく泊はく許可書を提出していないので、布ふ団とんも寝ね袋ぶくろも借りられないんです。本当は、マットがある体育用具倉庫で寝たかったんですけれど、同じことを考えてる奴は他にもいたらしくって、あっちは鍵かぎがかかっていまして」

「あんたは確か、一年七組だったわね。教室は、第一校舎一階の北側の外れね」

「ええ。それで床ゆかに新聞紙を敷しいて、うとうとしていたら、廊ろう下かを何かが歩いていくのが見えたんです。生徒かなと思ったんですけど、夕方、窓の外に見えた影かげのことを思い出して……」

「で、カメラを持って追いかけていったのね」

　豊花の問いに、男子生徒は深く頷うなずいた。

「その影の正体は暗くてわからなかったって話だけど、本当？」

　自分の指先に視線を落とし、男子生徒がまた頷く。

「……全然、わかりませんでした」

「今まであんたに盗とう撮さつされた生徒が、あんたを恨うらんで突き飛ばしたってことはないわよね」

「ないと思います。ああいう顔の女の人、ボクは今まで撮ったことありませんから……あっ」

　男子生徒は自分の手で自分の口を塞ふさいだが、遅おそかった。豊花は片方の眉まゆを上げると、目を逸そらした男子生徒の前に体ごと回り込んでいった。

「今、女って言ったわよね。あんた、相手の顔を見ているんじゃないの？」

「見ていません。女だったらいいなって思っただけです」

「あんた、あたしのことを馬ば鹿かにしてるでしょう？　あたしは優ゆう秀しゆうなフリーエージェントで、文化祭を守る使命があるの。犯人を庇かばって黙だまっているなら、承知しないわよ。知っていること、全部吐はきなさいよ。吐かないと、あんたの胃液を全部吐かせてやる」

　お好み焼きのビニール袋ぶくろを京介に押しつけると、豊花は男子生徒に摑つかみかかっていった。男子生徒は、捻ねん挫ざを痛がっていた時以上に泣き始めた。

　京介はため息をつき、ビニール袋を床に置いた。相手の首を絞しめてきいきい怒ど鳴なっている豊花は、優秀なフリーエージェントというよりも、極ごく悪あくな鬼おに刑けい事じのようだった。京介が間に入って止めると、豊花は前歯を剝むいて怒鳴ってきた。

「何よ京介。止めるんじゃないわよ」

「そんなに首を絞めたら、吐けるものも吐けなくなる」

　解放された男子生徒は、京介にしがみついてきて訴うつたえた。

「怖い。一条豊花、怖い」

「おれもあいつは怖い」

「仲間。ボクたち、仲間」

「そう思うのなら、話してくれ」

　男子生徒は京介に向かって何度も頷き、忙せわしなく鼻呼吸を繰り返した。

「相手を庇ってるわけじゃ、ないんです。若い女だったっていうだけで、本当に知らない人だったんです」

「だったらどうして、相手を見ていないなんて噓うそをついたのよ」

　京介たちの間に入ってきた豊花が、男子生徒の倍以上の声量で怒鳴る。

「昨日あんたのフィルムを取り上げた仕返しに、あたしの仕事を邪じや魔ましようとしてるんじゃないでしょうね」

「ボクはカメラマンですよ。そんな視野の狭せまいことをする人間じゃありませんよ」

　京介のシャツの裾すそで勝手に涙なみだを拭ぬぐい、男子生徒が言い返す。

「ボクは写真を撮り歩いているから、全校生徒の顔と名前は、大体覚えているんです。昨夜の女の人は、じっくり見たわけじゃありませんけれど、この学校の生徒じゃないってすぐにわかりました。それで、誰だれなんだろうって考えながら走っていたら、うっかり階段から足を滑すべらせてしまって……」

「突き落とされたんじゃなくて、自分で勝手に転んだの？」

「すみません、噓をついたんです。被ひ写しや体たいを目の前にして、シャッターも切らずに転んだだけなんて、恥はずかしくて言えなかったんですよ」

「それのどこが何が恥ずかしいのよ」

「ボクなりの、カメラマン的美学です。あなたにはわかりませんよ」

　男子生徒は京介の腹の辺りに顔を埋うずめ、声を上げて泣き始めた。少し気の毒だとは思ったが、こちらも充じゆう分ぶん気持ち悪いので、京介は相手の肩を摑んで自分から引き剝はがした。

「……わかったわよ」

　豊花は大きな音を立てて、ため息をついた。枕まくらに顔を押しつけて泣いている男子生徒の背に向かい、疲つかれたように言う。

「あんたなりに傷ついてるのに、乱暴にして悪かったわ。でもまあ、相手を見たのがあんたで助かったわよ。外部の人間ってことが、一応はっきりしたんだから。話してくれてありがとうね」

　豊花がぞんざいな口調で礼を述べると、男子生徒の泣き声が少しだけ小さくなった。

「その人が何者かわからないと、あんたも不安でしょう？　他ほかの生徒も落ち着かないだろうし、あたしも見つけてやりたいの。協力してくれる？」

　豊花が問いかけると、男子生徒は時間をかけて顔を上げた。顔中が水分まみれだった。脱だつ水すい症しよう状じようを起こしそうだなと京介は思った。

「若い女だったのよね」

「十九歳以上、二十三歳以下。被写体の年ねん齢れいを当てるのには、少し自信があります」

「それはすごいわね。で、顔はどんな感じ？」

「わりと綺き麗れいな人でした。髪かみを切ったらもっと美人になりますよ」

「わかりにくいわねえ。絵に描かける？」

　豊花は養護教きよう諭ゆの机からペンと紙と借りると、男子生徒に渡わたした。男子生徒の絵は破は滅めつ的に下手くそで、女どころか人間かどうかも疑いたくなるような絵になっていた。

「すみません……。写真には自信があるんですけれど」

「いいのよ。自信なんか、ひとつあれば充分よ」

　豊花は紙を丸めると、京介に向けて投げつけてきた。京介が腕うでで払はらうと、紙の玉は男子生徒の額に命中した。

「本当に知らない人だったのね」

「本当に知りません。もう噓は言いません。階段から落ちて気絶して、その後のことは本当に見ていないんです」

「わかったわ。話してくれたお礼に、これあげる。食べて」

　お好み焼きのビニール袋を枕まくら元もとに置き、豊花は面めん倒どうくさそうに眉を下げた。

「今度のことはちょっと運が悪かったってことで、あんたも元気を出しなさいよ。カメラだって、新しいものを買えばいいんだし」

「ありがとうございます。ボク、早く立ち直って、また頑がん張ばって盗撮します」

　豊花に蹴けられて、男子生徒が床に落ちる。鼓こ膜まくを突つき刺さす泣き声に、京介は顔を顰しかめた。登校してから、拍はく手しゆや怒鳴り声や泣き声を聞き続けていたせいで、聴ちよう覚かくが疲れてきた。

　警備係の仕事に対するやる気は、恐おそらく百年待っても湧わき起こらないだろう。だが、さっさとこの事件を片づけて、静かな日々を取り戻もどしたいとは思い始めていた。




「事件の夜にどうして澱よどみが出なかったんだろうって、気になっていたんだけど……。あの男子が勝手に転んだだけじゃ、矯きよう正せい術者の出番じゃないわよね」

　第一校舎四階の階段。床を眺ながめた豊花が、そう呟つぶやいた。この階段の踊おどり場から、自じ称しようカメラマンの生徒は落ちた。要するにここが、事件現場ということである。

　四階の教室からは生徒の声が賑にぎやかに聞こえてくるが、階段周辺にひとけはない。この先は屋上に通じているだけで、壁かべにはポスターや広告物の類たぐいもなかった。

　京介の上うわ履ばきの先に、小さなねじが転がっていた。壊こわれたカメラの部品だろう。それ以外に、床には何も残っていなかった。

　ねじを階段の端はしへ蹴り避よけて、京介は言った。

「あいつが見た女っていうのは、外部の人間なんだよな」

「恐らくね」

「何をしに、校舎に入ったんだろう」

「盗とう難なんの犯人と同一人物なら、盗ぬすみが目的だろうけど……。でも、わざわざ学校の外から入ってきたわりには、盗んだ物が大したことないのよね」

　踊り場の天てん井じように、豊花の声が鈍にぶく響ひびく。

「あのカメラマンが適当なことを言ったせいで、階段から突き落とされたっていう噂うわさになっちゃってるけど、相手は実際のところ、何もしていないようだし。何なんだろう？」

　首を傾かしげた豊花は、階段をゆっくりと上っていった。自称カメラマンが見た女は、屋上に向かったのではないかと推測したのだろう。あの男子生徒が夢を見ていただけという真相だったらかなり楽だと思いつつ、京介もその後について行った。

　屋上には風が静かに吹ふいていた。ペンキの缶かんや描きかけの立て看板、脚きや立たつなどが、貯水タンクの作る日ひ陰かげを陣じん取どっている。屋上を囲うフェンスが、時折音を立てて軋きしんでいた。

　コンクリートの床ゆかの中央に、先客がいた。一年の女子生徒が五人、しゃがみ込んで両手を合わせている。

　彼女たちの前には、空き缶が三個並んでいた。缶を花か瓶びんに仕立てて、花が挿さしてある。缶の方は、自動販はん売ばい機きでよく売っている、炭酸飲料水のもの。小さな黄色い花の名前は京介にはわからなかったが、どこかその辺の空き地に咲さいている雑草に思えた。

「ねえ、そこで何してるの？」

　豊花が声をかけると、女子生徒が一いつ斉せいに顔を上げた。全員は一度顔を見合わせると、小さく「警備係よ」と囁ささやき合った。

「噂を聞いて、花を供えに来たの」

　代表のつもりか、一人が一歩前に出て答えた。

「昔、文化祭の前に飛び降り自殺しちゃった生徒がいるって。だから成じよう仏ぶつしてもらおうと思って」

「飛び降り自殺？」

　京介が眉まゆを寄せると、豊花が小さな声で教えてくれた。

「あたしも今朝、聞いたわ。何だか怪あやしい話だけど……噂になってるってことは、出所はきっとあたしのクラスね」

　五人は「仕事、頑張ってね」と言って、出口へ駆かけて行った。中には「警備係と喋しやべっちゃった」と騒さわいでいる者もいた。

　彼女たちの後ろ姿と、風に揺ゆれる花を見比べ、豊花が息を吐はいた。

「あのカメラマンが見た女ってのは、自殺した生徒の幽ゆう霊れいだっていう噂もあるみたい。でもあのカメラマンだったら、被写体が生身の人間か、そうじゃないかぐらい、見分けがつきそうよねえ」

　フェンスに背中を預け、豊花が首を捻ひねった。

　京介はその隣となりで、下方を見やった。フェンスの高さは二メートル程度。その気がある人間ならば、台でも持ち込んで簡単に乗り越こえるだろう。

「世の中は、わからないことがいっぱいだわ」

　呟いた豊花の髪を、風が大きくなびかせた。

「あの話が本当かどうかわからないけど、あたしは飛び降り自殺なんて、怖こわくてできないな。でも、その人には何かあったんだろうな」

「さあ」

「他人の気持ちを理解するのは、難しいわよね」

「まあな」

「物を盗む人も、盗とう撮さつする人も。ロミオとジュリエットも、文化祭なのに、いつも通り無感動な奴やつも。色んな人がいるのよね」

　豊花は視線を床に落とし、屋上の中を蛇だ行こうするように歩き始めた。花以外に何か目につくことがないか、探しているらしい。

　京介はフェンスに寄りかかり、空を見上げた。近くで鳥が翼つばさをはためかすような音が聞こえ、視線を下げる。校舎の外がい壁へきに吊つるされた垂れ幕が、風を受けて鳴っている音だった。『第三十三回虹高祭』。垂れ幕にはそう記されている。

　三十二年も昔から、彼岸花の咲く頃ころ、毎年この高校で同じ行事が繰くり返されている。来年は三十四回。その時にはこの垂れ幕も、校門に作られた入場門も、各クラスの編成も、全すべて新しいものに変わっているのだろう。

「何もないわね」

　顔を上げた豊花が、きっぱりと首を振ふって宣言した。

「お腹なかがすいた。お昼だし、少し休きゆう憩けいにしましょう。何を食べようか？　今日は試食をやっているクラスが多いから、校内一周すれば、タダでお腹が膨ふくれるわよ」

　豊花は高い青空に向かって、大きく伸のびをした。水色のピアスが、持ち主に同調してはしゃいだように輝かがやく。

　形に残らないものに、誰だれもが力を尽つくしている。そんなことを考えて、京介はフェンスにかけた指を外した。そんなことを考えたら、ただの馬ば鹿か騒さわぎに見えた文化祭にも、何かの意味があるような気がした。

　意味があったとしても、やはり喜んで参加する気にはなれなかったが。




　文化祭実行委員会の腕わん章しよう。生徒会役員はバッジ。校庭に巨きよ大だい迷路を製作中の陸上部は、作業着代わりに着ているユニフォームが、部員共通のデザイン。

　どこかのクラスも揃そろいの衣い装しようを作ったようだし、どこかのクラスでは、あだ名だか偽ぎ名めいだかを記した名札をつけている。生徒の多くが、自分の所属する団体や、そこでの役割を誇こ示じするものを身に着けているのだ。

「警備係の目印は、黒マントと魔ま法ほうの杖つえだぜ」

「でもあの杖って、偽にせ物ものなんでしょう？」

　すれ違ちがった生徒が、そんな会話をしていた。塩原友子は渡わたり廊ろう下かを歩く足を、つい止めてしまった。

「あんな物を持たなくても、あの同じ顔をした双ふた子ごが並んで歩いていれば、充じゆう分ぶん目立つのにねえ」

「それがあの魔法の杖、本物らしいぜ。さっき保健室に行ったら、先客がいてさ。そいつが『魔ま女じよはやっぱり魔女でした』って言っていた」

「本当？　じゃあ、うちのクラスのびっくり人間ショーに出てくれないかしら」

　荷物を抱かかえた男子と女子の二人連れは、楽しげに会話を弾はずませている。二人は佇たたずんでいる塩原の姿を目にすると、二人同時に噴ふき出して校舎へと去って行った。

　体育館と校舎を繫つなぐ渡り廊下の真ん中で、塩原は自分の姿を再さい確かく認にんして長いため息をついた。

「……何だか私、最近こんな格好ばかりしているような気が……」

　肩かたから専用ベルトを巻き、吹すい奏そう楽がく部ぶから格安で譲ゆずってもらった大おお太だい鼓こを、体の前に吊してある。背中には手製の幟のぼり。幟には「風紀取り締しまり強化期間中・校則を守って清く正しく楽しい文化祭」と書いておいたのだが、今は諸事情によって半分以上が焼け焦こげている。委員長の長谷から命じられ、塩原はこんな格好をしていた。

　この格好には、それなりの意味がある。校則違い反はん者しやを見つけたら、大太鼓を叩たたいて相手を怯ひるませる作戦だ。しかしこれが、全く効果がない。

　塩原は先ほども、校舎横の非常階段で、喫きつ煙えん中の不良グループを見つけた。塩原が大太鼓を叩くと、不良グループは何故なぜか嬉うれしがって塩原の周囲に集まってきた。「俺にも叩かせて」と言われたり、ライターで幟に火を点つけられたりしたので、逃にげ出してきたところだった。

「警備係は、一体何をしてるんでしょう」

　大太鼓を抱え、塩原はその場にしゃがみ込んだ。風が吹き、半はん端ぱな長さの幟がはためく。

「文化祭終しゆう了りよう日びまで学校を守るのが仕事なんでしょう。ああいう恐おそろしい生徒もちゃんと退治してくれないと、困るじゃないですか」

　頻ひん繁ぱんにひとり言を発する癖くせのある塩原は、呟つぶやき続けた。

「でも、ああいう恐ろしい生徒は、文化祭の前からずっといるし、文化祭の妨ぼう害がいをするわけでもない。きっと警備係の仕事には、関係ないんですね。じゃあ彼らを取り締まるのは、誰の仕事でしょう。……私の仕事じゃないですか」

　スカートごと膝ひざを抱え、塩原は項うな垂だれた。

「……私ってば、自分の仕事を放ほうり投げて、何を考えてるんでしょう」

　呟いた声は、体育館方面から移動してきた生徒の足音で搔かき消された。正午が近いせいか、塩原の背後を歩いて行く生徒たちは、学食や購こう買ばいへ向かっているようだった。

　塩原はあまり食欲がなかったので、その場にしゃがんだまま、制服のポケットを漁あさった。生徒手帳を出すと、校則のページを開く。塩原は落ち込んでいる時に校則に目を通すと、やる気が戻もどってくるのだった。

　手帳の間に挟はさんでおいた写真が、落ちてしまった。通りかかった生徒が手を伸ばしてくれたが、塩原は自分で写真を拾い上げ、生徒手帳と共に急いでポケットへ戻した。

「これは全然、変な意味で買ったんじゃなくて、校内で不正な売買を行なっている生徒を摘てき発はつする前に、商品を検査する目的で買っただけで……。サンプル、そう、サンプルです。サンプルに、たまたま警備係が写っていただけで」

「塩原さん、さっきから一人で何言ってるの？」

　背後から突とつ然ぜん声をかけられて、塩原は悲鳴を上げた。驚おどろきのあまり、つい一発、大太鼓も叩いてしまった。

　塩原の後ろに立っていたのは、同じクラスで演劇部の女子生徒だった。今まで体育館で稽けい古こをしていたらしく、レースの飾かざりがついた豪ごう華かなドレスを着ている。昼食を買いに行くのか、手にはビニール製の安そうな財布を持っていた。

「何って、風紀取り締まりのため、純じゆん粋すいに校内を巡じゆん回かいしているだけです」

　塩原は立ち上がり、スカートについた汚よごれを払はらった。生き地じが揺ゆれ、焦あせり気味な音を立てる。

　冷静さを装よそおうため、塩原は女子生徒へ世間話風に質問を振った。

「ええと、演劇部は盗とう難なんに遭あったようですが、稽古の調子はいかがですか」

「さっき警備係が来て、部長と何か話していったよ。安心していいってさ。だから平気」

「それは大変よかったですね」

「塩原さんは平気？　最近おかしいよね」

　おかしいと言われ、塩原は動どう揺ようしてもう一発、大太鼓を叩いてしまった。ちょうど体育館から貴族風の衣い装しようを着けた男子生徒が出てきたが、音に驚いて転てん倒とうした。

「おかしいですか。やっぱり、おかしいですか。私だってこんな格好、本当はしたくないんです。できればあなたみたいな綺き麗れいな服を着たいけれど、委員長が」

「そうじゃなくて、そういうところが何かおかしいんだってば」

　転んだ貴族の方を眺ながめ、女子生徒がドレスの肩を竦すくめる。

「塩原さんって、前はもっと、なりふり構わず風紀委員の仕事をしていたじゃない。それが最近、ちょっと違ちがうんだよね」

「どこが変なんですか。言って下さい」

「変っていうか……普ふ通つうっぽい」

　女子生徒は自分の言葉に深く頷うなずいた。

「そう。普通に外見とか気にしていて、普通の恋こいする乙おと女めみたい」

　塩原は無意識のうちに、大太鼓を三発打っていた。

「あ、そうだ。この先の地面の上に、何か変な痕あとがあったって、さっき先せん輩ぱいが騒さわいでいたんだけどさ」

　女子生徒は渡り廊下を外れた植え込みの方を指さし、言った。

「警備係に報告した方がいいって、部のみんなが言うんだけど。一条君ってどこにいるの？」

「それでしたら、私が調べます」

　塩原は表情を引き締め、言った。

「喫煙やシンナーの痕こん跡せきであれば、風紀委員の出番ですから」

「やっと塩原さんっぽい顔になった。じゃあよろしくね」

　女子生徒は手を振ふると、ドレスの裾すそを引きずって去って行った。

　塩原はスカートのポケットから、大急ぎで携けい帯たい用の鏡を取り出した。そして自分の顔を映してみる。

「これが、私らしい顔」

　必要以上に両眉まゆがつり上がり、変な顔をしていた。その顔のまま、大太鼓用のベルトを締め直すと、塩原は渡り廊下の外に出た。

　第一校舎の北側に位置するその辺りは、植え込みというのは名ばかりで、雑草が好き勝手に生おい茂しげっているだけだった。枯かれ草も多く、干ひからびて化石のようになった蟬せみの死し骸がいも転がっていた。清せい掃そうの手が抜ぬかれている証しよう拠こだ。

　この場所は職員室からの死角にあたるものの、日当たりや風通しが悪いため、不良生徒の喫煙所としての使用率は低い。もちろん、普通の生徒もほとんど立ち寄らない。委員会の調書を思い出しながら、塩原は枯れ草を踏ふんで歩いた。鳩はとが一羽、餌えさを探して枯れ草をつついていたが、塩原の足音を聞くと羽を広げて飛んで行った。
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　上うわ履ばきの裏側に、ぬかるんだ地面を踏んだような感かん触しよくがあった。そしてかすかな異い臭しゆう。塩原は足を止め、大おお太だい鼓こ越ごしに地面を見下ろした。

　奇き妙みような色の液体が、狭せまく散っていた。赤と黒が混ざった色が、枯れ草を染めている。一度刈かった草を、誰だれかが液体の上にかぶせたようだ。

「……血？」

　視覚と嗅きゆう覚かくが導き出した予想を、塩原は口に出してみた。

「誰かここで、喧けん嘩かでもしたんでしょうか。でも保健室の記録では、昨夜階段から落ちた例の男子以外には、怪け我が人にんはいないはず……」

　とりあえず長谷へ報告するため、塩原は足下に気をつけてその場を後にする。

　風が、大太鼓の革かわを低く震ふるわせた。




　文化祭専門特別警備係の部屋。

　色つきのマジックで画用紙にそう記し終えた豊花が、小さく首を傾かしげた。

「なーんかしっくり来ないなあ。でも、他ほかの委員会みたいに、準備室って言葉は使いたくないのよね。準備中みたいなんだもん」

　画用紙を丸めて投げ捨て、豊花はもう一度マジックを取る。窓から差し込む夕日が、事務用机に向かう豊花の横顔に、真しん剣けんな影かげを刻んでいた。

　京介は床ゆかに落ちた画用紙の塊かたまりを拾い、ゴミ袋ぶくろの中へ放った。四畳じよう程度の狭いこの部屋では、まとめられるものをきちんとまとめておかないと、あっという間に足の踏み場がなくなってしまいそうなのだ。そして足の踏み場がなくなった時、豊花に踏まれるのはきっと京介自身に違ちがいない。

　顔を上げた豊花が、京介を真まっ直すぐ見つめて尋たずねてきた。

「ねえねえ。控ひかえ室と楽屋、どっちがいいと思う？」

「どうでもいい」

　問われた京介は、そう返事をした。豊花は深く唸うなった後、再び画用紙に目を戻した。豊花はもう一時間も悩なやんでいるが、京介としては表記どころか、表札の存在自体が本当にどうでもよかった。

　実行委員長の佐久間が京介たちに与あたえたのは、第二校舎二階の外れにあるこの空き部屋だった。面積から考えると、もとは更こう衣い室か物置用に作られた部屋のようだ。ここに、やはり佐久間から与えられた備品を持ち込み、文化祭終しゆう了りよう日びまでの宿しゆく泊はく所じよとした。

　それにしても狭いなと、京介は室内を見回してため息をついた。部屋に運び入れたのは、今豊花が使っている机と椅い子す、支給された寝ね袋ぶくろが二つ。段ボール箱が五つ──中身はタオルや洗面用具の他、豊花が請せい求きゆうした夜食用の菓か子し類がほとんどだという。

　それらのものだけで、既すでに床の大半が埋うめ尽つくされている。京介たちの玲れい洗せん樹じゆの枝は、部屋の隅すみで窮きゆう屈くつそうに転がっていた。

「何を不満そうな顔してるのよ」

　豊花は京介の顔を一いち瞥べつすると、マジックを動かしながら言った。

「仕方ないでしょう、他の教室はもう空いていないっていうんだから。まあ、確かに狭いし、窓はひとつしかないけど、でも蛍けい光こう灯とうはちゃんと点つくし、壁かべには穴だって開いていないのよ」

　大きなくしゃみをひとつ放った後、豊花は面めん倒どうくさそうに続けた。

「廊ろう下かを出てすぐのところに、水道もトイレもあるし、運動部用のシャワー室を使ってもいいって言われているから、お風ふ呂ろの心配もないわ。寝袋は新品で、お菓子もいっぱい。充じゆう分ぶんでしょう？　あまり贅ぜい沢たくすぎるのは、よくないと思うわよ。……よし、できた。完かん璧ぺき」

　画用紙から顔を上げ、豊花が満足げに微笑ほほえむ。そこには、文化祭専門特別警備係詰つめ所、と書かれていた。

　豊花は画用紙を持って椅子から立ち上がると、机の脚あしと京介の腰こしを蹴けっ飛ばして部屋を出て行った。

　部屋が広くなったような気がした。最も場所を取っているのは、豊花の強気なオーラなのだと、京介は静かに肩かたを落とした。両親から聞いただけで記き憶おくには残っていないが、京介は乳幼児の頃ころ、豊花と並べて寝ねかされていた時に、寝返りを打った豊花の拳こぶしに偶ぐう然ぜん殴なぐられて、死にかけたことがあるらしい。

　京介は寝袋の説明書を手に取った。九月も下げ旬じゆんに入ると、朝晩はそれなりに冷え込む。説明書には、「真冬の屋外でも暖かくて安心」ときちんと保証されていた。

　夜は屋上と校庭のどちらで寝ようかと考えていると、豊花が木箱を抱かかえて戻もどってきた。豊花が表札より先に作った「警備係への情報箱」だ。

　豊花は情報箱の中身を覗のぞくと、機き嫌げんよさそうに笑った。

「すごい。もう五十通くらい入ってるわ。カメラマンが見た女も、すぐにでも見つかるかもね」

　昼休みに休きゆう憩けいをとりながら、豊花は「今持っている情報が少なすぎるうえに曖あい昧まいだ」と言った。それに関しては京介も同意見だった。

　自じ称しようカメラマンが見た人物は、十九歳以上、二十三歳以下の女。わかっている特とく徴ちようはそれだけだ。彼以外にその女を見た生徒がいるかもしれないが、全校生徒に一人ずつ話を聞くには時間がかかる。

　そこで豊花が放送委員会に頼たのみ、全校へ協力を求める放送を流してもらった。「校内で部外者らしき人物を見かけた生徒は、『警備係への情報箱』までご一報」という内容だった。そしてそれから数時間。京介たちが詰め所へ荷物を運んだり、豊花が表札に悩んでいた間に、早くも情報が寄せられたようだ。

　情報箱をひっくり返し、中身の用紙を確かく認にんし始めた豊花が、突とつ然ぜん金切り声を上げた。

「何よこれ。ほとんどがひやかしじゃないの」

　豊花が投げた紙の束に、京介も何となく目をやってみた。

　馬ば鹿かだのあほだの、子供でも言えるような内容は可愛かわいい方で、俗ぞくに放送禁止用語と呼ばれる種類の言葉だけが書かれたものもある。どこかの不良生徒が書いた京介宛あての果たし状もあったし、「二年三組のびっくり人間ショーへ出演してくれませんか」という、わけのわからない手紙も入っていた。陸上部が校庭に作った、巨きよ大だい迷路の抜け道マップもあった。

　豊花は用紙をひとつずつ開いては、きいきいと喚わめいていた。京介はそのたびに、丸めて投げられる紙を拾いに行かなければならなかった。

「いいわよ、別に。木箱を作ったくらいで女の正体がすぐわかるなんて、別に思ってないもん」

　豊花はすっかりやる気をなくしたらしく、床に寝そべってそう言った。菓子を食べながら、用紙を指先でつまむようにして確認している。支給された大量の菓子が、数分で消費し尽くされていった。

　京介は壁によりかかり、寝る場所は屋上にしようと決めた。寝る場所を考えていたら、本格的に眠ねむくなってきて、欠伸あくびが出た。警備係に任命されたものの、盗とう難なん犯はんと部外者の正体がまだわからないだけで、校内は至って平和だった。盗難はただのいたずらで、カメラマンが見た女についても、通りすがりの酔よっぱらいが何となく校内に入ってきただけではないのか、という気がしてくる。

「ひやかしじゃない意見もいくつか来てるけれど、ほとんどが幽ゆう霊れい説せつを支持するものばかりだわ。『早く成じよう仏ぶつさせてやれ』とか、『警備係じゃなくて僧そう侶りよを雇やとえ』とか……」

　ため息混じりに豊花が言った時、部屋の扉とびらがノックされた。豊花が気の抜ぬけた炭酸水のような返事をし、眠りかけていた京介は目を開いた。

「こんにちは……」

　部屋の中に顔を覗かせたのは、二人の女子生徒だった。制服のリボンの色からすると、三年生と一年生という組み合わせだ。一年生の方は豊花の顔を見ると、手を振ふった。

「ユタキャサリン、元気でやってる？」

「あー、やだ、どうしたの？　遊びに来てくれたの？　クラスの方は順調？」

　途と端たんに元気になった豊花が、立ち上がって女子生徒に応じる。

　どうやら豊花の友だちらしい。京介はもう一度目を閉じたが、そのうち豊花が「狭いけど入ってよ」と勧すすめ始めたので、仕方なく目を開けた。女子二人は少し躊躇ためらう様子を見せていたが、やがてつま先立ちで歩くようにして室内に入ってきた。

　座ざ布ぶ団とん代わりに豊花が差し出した寝袋に座り、一年女子の方が口を開いた。

「情報箱に手紙を出そうと思ったんだけど、せっかくだから直接話そうと思って。あ、この人、合唱部の先せん輩ぱい」

　一年女子の隣となりで、三年女子が小さく会え釈しやくをする。三年女子は室内を二往復ほど見回した後、京介に視線を定めてきて尋ねた。

「煙草たばこ、吸ってないんですね」

　上級生に敬語を使われたのも奇き妙みようだったが、質問の内容も奇妙だった。京介が眉まゆを寄せると、一年女子が苦笑いをして言った。

「先輩は、煙けむりとかに敏びん感かんでさ。大学で声楽の方に進むことが決まってるから、喉のどには気をつかってるの」

「ああ、だからさっき入ってくる時も、躊ちゆう躇ちよしてたんだ」

　豊花が頷うなずき返し、言う。

「京介はちょうど今、禁きん煙えん中なのよ。初対面なのに、煙草を吸う人だってよくわかったわね」

　豊花が問い返すと、三年女子は浅く頷いた。

「有名な不良ですから、煙草とかシンナーとか色々やっているものと思っていました」

　室内に奇妙な沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　窓の向こうで烏からすが鳴いていた。気にしていない素そ振ぶりを見せるにはちょうどいいと思い、京介は外に目をやった。茜あかね色いろの空が、いつの間にか夕ゆう闇やみに塗ぬり替かえられている。昨日よりわずかではあるが、日にち没ぼつの時間は早くなっているようだ。

「それで、話って何？」

　気を取り直したような声で、豊花が尋たずねる。豊花は情報箱から取り出した用紙をまとめて、ゴミ袋ぶくろに押し込んでいた。

「昨夜の事件のことなんだけど」

　一年女子が寝ね袋ぶくろに座り直し、少しだけ背筋を伸のばして言った。

「私、今朝教室で、ユタキャサリンに話したじゃない。自殺した生徒の幽霊が出たんじゃないかって、先輩から聞いたって」

「もしかしてその先輩って、この人のこと？」

　豊花が問うと、一年女子と三年女子は同時に頷いた。京介は昼間、屋上で豊花から聞いた話と、空き缶かんに供えられた花のことを思い出した。あの話の出所が、目の前にいる二人であるようだ。

　自分の膝ひざに両手を揃そろえ、一年女子が言った。

「私が教室で話したせいか、校内に幽霊説が軽く広がっちゃったみたいなんだけど……」

「屋上で花を供えている生徒がいたわよ。情報箱にも、幽霊を何とかしろっていうような手紙が、何通か来たし」

　豊花が答えると、一年女子は申し訳なさそうに表情を暗くする。

「……実はあの後、先輩にもう一度話を確かく認にんしたらさ。ちょっと聞き間ま違ちがっていたことがわかって」

「そうだったの？」

「それで訂てい正せいしようと思って、先輩に一いつ緒しよに来てもらったの。警備係の仕事に、正しい方の話が、もしかしたら役に立つかもしれないと思って」

　一年女子がそこで口を閉ざし、豊花がやはり黙だまって京介を見た。京介たちが調べているのは、幽霊話の真相ではなく、盗難犯と部外者のことだ。だがとりあえず聞こう、と豊花の目は言っているような気がした。

　三年女子は京介と豊花へ順に視線をやってから、静かに口を開いた。

「最初に言いますと、私も昨夜、校内で部外者を見ました」

「本当？」

　目を丸くした豊花に、三年女子が頷く。

「夜中にトイレに起きて、廊ろう下かを歩いている時に。一年生の男子が、あの部外者を追いかけていくところも見ました。でも私は、怖こわくて追いかけられませんでした。あの部外者、私が一年だった頃ころの上級生──一昨年おととしの三年生にいた生徒と、よく似ていたんです」

「一昨年の三年生」

　豊花が繰くり返すと、一年女子が代わりに答えた。

「何年か前に自殺した生徒……その人に似てるんだって」

「え、じゃあ……昨夜現れたのは、本当に幽霊ってことなの？」

　顔を歪ゆがませた豊花が、何かすがりつくものが欲しかったのか、京介の肘ひじを摑つかんできた。痛かったので京介はその手を払はらい除のけたが、またすぐに摑まれた。

「いいえ」

　もめている京介たちを冷静な目で眺ながめ、三年女子が言った。

「あの部外者に似た女子生徒、自殺をしたけれど、生きていたんです。校舎の屋上から飛び降りたのに、打ち所がよかったのかわかりませんが、傷ひとつなく立ち上がっていました」

「一昨年のその現場、あなたは見ていたの？」

　豊花の問いに、三年女子は「ええ」と答える。

「私はあの時も今年と同じように、学校に泊とまり込んでいました。一昨年は部員の何人かと四階の教室で寝ねていたんですけれど、人の話し声が聞こえて、私だけ目が覚めて」

「先輩は、音にも敏感でさ」

　一年女子の言葉に頷き、三年女子が続ける。

「声のする方に行ってみたら、屋上の扉が開いていました。それで、あの女子が踏ふみ台のようなものを使って、フェンスを上っていたんです。私には面識のない上級生でしたが、黙って見ているわけにはいかないでしょう？　それで、止めたんですけれど、全然聞いてくれなくて」

「で……目の前で飛び降りちゃったの？」

　小さな声で豊花が尋ねる。当時の様子を思い出したのか、三年女子はかすかに眉を震ふるわせた。

「私はすぐに階段を降りて、下に向かいました。走るのはそんなに速くありませんが、屋上から数分しかかからなかったと思います。だけど、あの女子が落ちた場所へ急いだら、無傷で立っていて……」

「それを見ていたのは、あなただけ？」

「女子の側そばに、男子が一人いました。知り合いらしくて、立ち上がった女子に話しかけていました。笠かさ岡おかって呼んでいたけれど、それが彼女の名前かもしれません。普ふ通つうに、笑いながら呼びかけていました。何だか怖くなって、私は気づかれる前に逃にげました」

　豊花が小さく首を捻ひねった。その反応に、三年女子が静かに目を伏ふせた。

「このことは、今まで誰だれにも話していません。こんな話は噓うそか、夢でも見ていたんだと思われるでしょうし。第一、一昨年に見たことが本当だったのかどうか、私自身で確信が持てません」

「でも先輩は」

　一年女子が言った。

「昨夜、一昨年の女子生徒に似た人を見ちゃって、一人で抱かかえているのが怖くなって、私に話したんだって」

「怖いって、でも一昨年の女子と昨夜の部外者が同一人物だとしても、幽ゆう霊れいじゃなくて生きている人なんでしょう？」

　豊花が尋ねると、三年女子が目を上げた。複数の烏からすの鳴き声が、斉せい唱しようのように聞こえてきた。

「あの女子が、もう一度死のうとして校舎に入り込んだのかもしれないと考えたら、怖くなったんです」




　合唱部の練習があると言い、二人の女子生徒は詰つめ所を出て行った。

　床ゆかの上に座ったまま、京介と豊花はお互たがいの顔を睨にらんでいた。京介は豊花に早く肘を放してほしくて、目で訴うつたえていた。豊花の方が京介へ視線を定め、肘を摑んでいるのはどうやら無意識で、豊花はじっと考え事をしているようだった。

「空気が冷えてきた」

　考え事を終えたらしい豊花が、京介から手を放してそう言った。京介は立ち上がり、数センチだけ開けておいた窓を閉めて鍵かぎをかけた。

　再び床に寝そべりながら、豊花が上うわ目め遣づかいに尋ねてきた。

「ねえ京介、どう思う？」

「どうって」

「さっきの先せん輩ぱいの話。飛び降りに失敗した人が、何年も経たってから、また同じ場所に来てやると思う？」

「さあ……」

「それとも、何か別の用事があったのかなあ」

　豊花は重たげな息を長く吐はくと、立ち上がってスカートの裾すそを揺ゆらした。

「笠岡って名前だっけ。本人を捜さがし出して、直接昨夜何をしていたか、聞いちゃおうか」

「どうやって」

「生徒会室に、卒業生の名めい簿ぼが保管されているって聞いたことがあるわ。名簿って、住所や電話番号も載のっているでしょう。もし本人を呼び出せたら、あの先輩とカメラマンに顔を確かく認にんしてもらってもいいし」

　窓の外の暗さを確かめ、豊花は一人で大きく頷うなずいた。

「それが終わったら、学食で夕ご飯にしない？　あたし、考え事をするとすぐお腹なかがすいちゃって、駄だ目めなのよね。実行委員長に、必要経費ってことで学食無料券ももらったの。当分、食事には困らないわよ」

　豊花は嬉うれしそうに微笑ほほえんで、扉とびらに向かって歩いて行った。

　その豊花の足下で、二つ折りの用紙が揺れていた。情報箱に入っていたものだろう。床の上に残っている紙はそれだけで、どうやら豊花が確認し忘れた最後の一枚であるらしい。京介は、何となくその一枚を手に取ってみた。

「そうだ。お昼にね、家に電話をしたの。文化祭が終わるまで帰れなくなったことを、父さんに言っておかなきゃって思って」

　扉の前で立ち止まった豊花が、スカートの皺しわを直しながら言った。京介は用紙を開いてみた。

「そうしたら父さんってば、ぎゃんぎゃん泣くのよ。今夜、お姉ちゃんは残業で、母さんはいないでしょう。誰もいないのは寂さびしいって。普ふ段だんは一人で遊び歩いているくせに、勝手な性格よねえ」

　曖あい昧まいに相あい槌づちを打ちつつ、京介は紙面を眺めた。そこに走る鉛えん筆ぴつ書きの筆ひつ跡せきは、荒あらい。

「京介、どうかしたの？」

　豊花が首を傾かしげ、室内に戻もどってきた。豊花の丸い瞳ひとみに向かって、京介は用紙を突つき出してやった。

〈警備係は事件から手を引け。さもないと殺す〉

　そんな短い文章が、紙の上には残されていた。






















「人魚姫ひめっていう物語があったよね」

　水すい槽そうの中で泳ぐ遊体精せい霊れいに向かって、スーツ姿の青年がそう呼びかけた。広い部屋の中央には、水が満たされた水槽がひとつ置かれているだけだ。

　上半身が人間、下半身は魚という外見をした遊体精霊は、水面に首から上だけを出していた。髪かみを搔かき上げ、胡う散さんくさそうに青年を睨む。青年は相手の視線を無視して、続けた。

「人間の王子を好きになった人魚姫が、自分も人間になる話。二本の足を手に入れた代わりに、声を失ってしまうというところが、何となく身に染しみたなー。光流脈は、術者の肉声による呪じゆ文もんがなければ、力を発動しないからね」

「あなた、何だかぱっとしなさそうな光流脈使いね」

「そうでもないんだけどな。それで……」

　青年──遠とお峰みね秋しゆう一いちはスーツの両りよう腕うでをゆっくりと組み、尋たずねる。

「君の名前、何ていうのかな。これからいくつか、聞きたいことがあるんだよ。名前がわからないと、話しにくいでしょう」

「名前なんてないわよ。ただの遊体精霊だし」

「僕らの先祖の巫女みこさんが仕えていた精霊は、光こう儀ぎ大たい神しんっていう名前があったよ」

「人間側が、勝手につけた名前なんじゃないの」

「僕の家にいる小精霊は、自分で白しら玉たま一いち号ごうって名乗っているけど」

「だったら自分でそう決めたんじゃないの。私は名前なんていらない」

「じゃあ、人魚さんでいいかな。それとも半魚人さんがいいかな」

「家長」

　遠峰の背後にいた副家長の石田が、低く呼びかける。遠峰の職種は家長。本家の統率者である。

「名前など、どうでもよろしいでしょう。さっさと聞き出しましょう。なんでしたら、私が拷ごう問もんしましょうか」

「ごめんね、このおじさん、せっかちでさ」

　水の中に頭を引っ込める遊体精霊に、遠峰は薄うすく笑いかけた。

　光流脈統とう轄かつ管理本局、関係者の間では本家と呼ばれる組織の建物は、虹原駅東口近くにある古い七階建てのビルだ。一いつ般ぱんの人間で、本家の事業内容を知る者は少ない。

　建物の裏口には、一台の大型トラックが停とまっている。このトラックを引っ越こし業者の専用車と勘かん違ちがいする一般人がいたとしても、本来の用よう途とを言い当てられる者はほとんどいないはずだ。

　本来の用途は、精霊運うん搬ぱん車しや。しかし現在、その荷台は半はん壊かいして使い物にならなくなっている。今朝方、市内にある公園で遊体精霊を保護し、本家へ向かう道中で、何者かに破は壊かいされた痕こん跡せきだった。

「ほんの五、六分だったんですよ」

　遠峰の傍かたわらにいるトラックの運転手が、自分に非はないことを訴うつたえるように、早口で述べた。

「公園を出た先にある空き地に車を停めて、向かい側のコンビニに私が行っていたのは、ほんの五、六分だったんですから」

「それで戻ってきたら、荷台の扉が壊こわされていて、覗のぞき込んだ瞬しゆん間かんに後ろから誰だれかに殴なぐられた、と……」

　運転手の言葉を受け、遠峰が続ける。水槽の中で、遊体精霊はゆっくりと尾おを揺ゆらしていた。

　水槽には結界術が施ほどこされており、術者以外は手を触ふれることができないようになっている。それゆえに、トラックを狙ねらった者は何も盗ぬすまずにその場を去ったようだ。運転手は後頭部を殴られ、人通りのない空き地で十時間近く気を失っていたという。夕方頃ごろようやく意識を戻し、本家へ事故の報告をした次第だった。

「公園を出た後、何故なぜ真まっ直すぐ本家へ向かわなかったんだ」

　石田が運転手を怒ど鳴なりつけた。運転手は雷かみなりに打たれたように全身を震ふるわせ、唇くちびるも震わせながら答えた。

「いえ、あの、朝食を食べていなかったんで、腹が減ったなあと思って、それでコンビニに……」

「そんなことは、本家へ精霊を運んだ後でもよかっただろうが。公園から車で十分もかからない距きよ離りだぞ」

「だからその十分の間に、空腹のあまりに交通事故とかを起こさないようにと思って……」

「それが言い訳になるとでも思っているのか。君は減げん俸ぽうだ。会議で決定するまで謹きん慎しんしていろ」

　運転手は前まえ掛かけで顔を覆おおい、泣き始めた。遊体精霊が小こ馬ば鹿かにしたように笑い、尾の先で水を払はらった。上うわ蓋ぶたのされていない水槽から水が飛び散る。

　飛沫しぶきを軽く避よけ、遠峰が言った。

「石田は本当に減俸が好きだね。今度から肩かた書がきは副家長じゃなくて、減俸係にしたらどうかな。石田のために、そういう部署を作ってあげようか」

　石田は黙だまって遠峰を睨にらんだ。遠峰も黙ってその視線を無視すると、遊体精霊に向かって言った。

「トラックを狙った人間がどんな奴やつだったか、見ていない？」

　首を横に振ふった遊体精霊は、石田を指さして憎にく々にくしげに顔を歪ゆがめた。

「荷台に載のせられる前に、その男にものすごく痛めつけられた。だから、ほとんど意識がなかったのよ」

「そうか、それはごめんね。このおじさんは減俸も好きだけど、暴力も大好きなんだ」

「暴力ではなく、腕わん力りよくによる正当な任務遂すい行こうです」

　反論した石田に、「まあそれはどっちでもいいけどさ」と返し、遠峰は水すい槽そうのガラスを軽く叩たたきながら言った。

「たまたま車上荒あらしに遭あったにしては、相手の行動が妙みようだよね。変に素す早ばやいし、運転手の金品が盗とられたわけでもない。つまり相手は、このトラックの中身が何であるかわかっていて狙った。そう考えると、人魚さん」

　呼びかけられた遊体精霊は、水槽越しに遠峰へ鬱うつ陶とうしそうな視線を投げた。指の先で、全すべての爪つめが長く伸のび始める。

「私を狙う人間に心当たりはないかって、聞きたいんでしょう？」

「そう。そいつは、公園の池にいる君を捕つかまえようと、ずっと前から機会を窺うかがっていた。けれど今日、僕らに先を越されてしまったから、トラックを壊こわした。そんな可能性がありそうなんだ」

「そうだとしたら、一体なんなの？」

「そういう人間は、放ほうっておけないでしょう」

「そんなことを言われても、本当に見てないのよ。さっきも言ったけど、私は意識が曖あい昧まいだった。水槽越しに、声が聞こえただけ」

　遊体精せい霊れいは、伸びた爪で内側から水槽を叩いた。ガラスが引っかかれ、耳みみ障ざわりな音が響ひびく。運転手と石田は耳を押さえ、ほぼ同時に唸うなったが、遠峰は表情すら動かさずに遊体精霊へ尋ねた。

「相手は何て言っていた？」

　しばらく首を傾かしげて考え、遊体精霊は水に濡ぬれた唇を開く。

「はっきりとはわからない。でも、別にいいかとか言って、いなくなったような気がする」

「別にいいか、ねえ……」

　苦しんでいる石田たちを眺ながめ、遠峰は首を捻ひねる。

「何かのついでに君を狙ったって感じだなあ。人魚さんがあの池に引っ越したのは、いつ頃？」

「時間の感覚は人間とは違ちがうから、説明しにくい。でも、月がない夜だった。それから同じ夜はめぐってないわ」

「前の新月だとすれば、ほぼひと月前か。その間に、君が会った人間はどのくらいいるかな。今日会った人間は別にして」

「水の底に潜もぐっていたから、ほとんどいない。でも水から顔を出した時、遠くで誰かに見られていたかもしれない。そこまではわからないわ」

　もう一度ガラスを爪で引っかき、遊体精霊が言った。

「ねえ、もういい？　朝からずっと空腹なんだけど。公園で光流脈使いを食べようとしたら、その男に邪じや魔まをされてしまったから」

　指を指された石田が、顔を顰しかめながら遠峰に説明する。

「通りすがりの矯きよう正せい術者が一人、公園にいまして、彼女に狙われていました」

「へえ。誰？」

「家長のお気に入りの、双ふた子ごの片割れです」

「へえ。それは危なかったね」

「話してやったお礼に、あの光流脈使いを食べさせてよ」

　遊体精霊はガラスを何度も叩きながら、そう言った。

「あの光流脈使い、強いでしょう？　あなたたちとはちょっと違う。こっちにはわかるのよ」

「遊体精霊ってのは、結構便利だね。僕ら人間は力を計るのに、試験をしたり検査をしたり、大おお騒さわぎなのにさ」

　腕うで組ぐみを解ほどき、遠峰は悠ゆう然ぜんと遊体精霊を見返した。

「それで、強くてちょっと違う光流脈使いの方が、美味おいしかったりするのかな」

「そうね。それに、食べれば寿じゆ命みようも延びる」

　石田が眉み間けんの皺しわを深くし、水槽に歩み寄ろうとする。遠峰は軽く目配せをして、石田の動きを制した。

「最近、この街で人魚さん以外にも遊体精霊が見つかっているけど、もしかしてみんな目的は同じなのかな」

「どうかしらね。噂うわさを聞いてこの街へ向かった仲間は、いるようだけど」

「噂って？」

　水中で一度だけ全身回転をし、遊体精霊は再度水面に顔を出す。

「雨がたくさん降った頃ころ、光流脈使い同士で争ったでしょう？」

「よく知ってるね」

「強い力によってこの街は一度壊された。だけど、それも一いつ瞬しゆんで直された。日の光が激しかった頃、具ぐ幻げん屋やが倒たおされたわね。雨の頃と同じ力が使われた」

「精霊同士って、そういう話をするんだ？　何だか怖こわいなあ。商店街でご近所の噂うわさ話ばなしをしているおばちゃんみたいだ」

「世界の力の均きん衡こうがわずかに乱れる、そういう気配に私たちは敏びん感かんなのよ」

「なるほどね。貴重な情報をありがとう」

　遠峰は石田を振り返ると、首の後ろを搔かきながら言った。

「市内にまだ、他ほかの遊体精霊がいるかもしれないね」

「わかりました。全て保護致いたします」

　石田は目に獰どう猛もうな光を宿すと、猛もう然ぜんと部屋から出て行った。石田に足を踏ふまれたらしく、泣いていた運転手が更さらに泣き始めた。

　遠峰は水槽に向き直り、ガラスの表面を指でゆっくりと突いた。
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「君は水のあるところだったら、どこでも生きていけるのかな」

「大たい抵ていはね」

「好きな海や川があったら、言ってくれないかな。どこへでも送ってあげるから」

「あの光流脈使いを食べるまでは、この街から出て行かない」

「悪いけどあの光流脈使いは、君の餌えさじゃなくて、僕の持ち駒ごまなんだよ」

　遊体精霊の主張を遮さえぎるように、水槽に向かって遠峰が一歩踏み寄った。

「三さん途ずの川にも水はあるだろうけれど、そこでもいいかな」




　豊花が口に出すまで京介はすっかり忘れていたが、虹原高校にも生徒会はある。

　忘れていた理由は、京介にとって生徒会が単純に無む縁えんな存在であるから。普ふ段だんの生活でかかわりあいになることは、全くない。始業式や全校集会などを取り仕切っているのは生徒会であるらしいが、京介はそういった行事そのものに参加しないようにしている。

　よって、第一校舎三階にある生徒会室に足を踏み入れるのは、京介にとっては入学以来初めての試みであった。

「……笠岡、だったよね？　やっぱりそんな名前の生徒はいないよ」

　書記を務めているという二年生の女子が、京介と豊花の顔を見てそう言った。

　生徒会室には、高校創立から昨年までの卒業生一覧が、年度ごとの名めい簿ぼとなって残されている。生徒会室を訪おとずれると、豊花は名簿の閲えつ覧らんを役員に申しん請せいした。室内では書記が一人、雑誌を読みながら夕飯らしい弁当を食べていたが、豊花の申し出に「勝手にどうぞ」とあっさり答えた。

　合唱部の上級生が話した内容に合わせ、資料棚だなから一昨年おととしの卒業生名簿を抜ぬき出した。薄うすい冊子には三百人近い生徒の名前が載のせられていたが、その中に笠岡という名前はなかった。見落としただけかと思い、京介と豊花が交こう互ごに再度確かく認にんをしたものの、やはり名前は載っていない。

　一昨年の名簿だけでなく、その前後の年や、過去五年のものまでさかのぼって調べたが、結果は同じだった。名前自体が間ま違ちがっているという可能性も考え、似たような響きの名前もあわせて探すと、膨ぼう大だいな作業量となった。

　棚たなの前で騒さわぐ豊花が気になったのか、書記の生徒も弁当を置いて手伝ってくれることになり、最終的には三人で三十三年分の名簿を全すべて確認した。それでも笠岡という名前は、どこにも姿を現さなかった。

「本当にうちの高校の卒業生なの？」

　名簿を棚に入れ直しながら、書記が豊花を振ふり返った。

「別の学校の生徒と、勘かん違いしてるんじゃない？」

「そうなのかなあ……」

　京介の隣となりで、豊花が釈しやく然ぜんとしない表情で呟つぶやく。豊花の目は、前方の壁かべを睨にらんでいる。壁には、新役員立候補者募ぼ集しゆうのポスターが貼はられていた。どうやら来月、校内で選挙が行なわれるらしいが、豊花が気に食わないのはもちろんポスターのデザインではない。

「今日はもう、他の役員は全員帰っちゃっているし、明日からはもっと忙いそがしくなっちゃうけど……」

　書記は棚のガラス戸を閉めると、京介と豊花に向かって一度ずつ頷うなずいてみせた。

「笠岡っていう生徒のこと、会長や他の先せん輩ぱいに今度聞いておいてあげるよ。三年の役員なら他校のことも詳くわしいし、何かわかるかもしれないから」

「どうもありがとう。……じゃあまた今度、来るわね」

　訪れた時よりも若じやつ干かん肩かたを落とした姿勢で、豊花は生徒会室を出て行った。ここに来る前まで、豊花はかなり張り切っていた。「事件から手を引け。さもないと殺す」と書かれた脅きよう迫はく状のことも、いたずらに決まっていると言い切っていたし、いたずらじゃなかったとしても負けるものかと豪ごう語ごしていたほどだ。

　京介も部屋を出ようとした時、書記が声をかけてきた。

「あんた確か、一年六組の有名な不良だよね」

「クラスは、あってる」

「去年から後夜祭でね、各クラスの不良生徒を集めて、トーナメント制の試合をやってるんだ。喧けん嘩かの」

「へえ」

「今年もやるんだけど、人数がまだ足りないんだ。あんたも出ない？　優勝すれば、賞金がもらえるよ」

「出ない」

　書記は意外そうに眉まゆを上げた。

「どうして？　まあ、出てくるのは荒あらっぽい生徒ばかりだから、多少の怪け我がはするだろうけどさ。でもどうせ、慣れてるんでしょう？」

「興味がないんだ」

「そう？　まあ、考えが変わったら前日までに言ってよ」

　京介は扉とびらを閉め、ため息をついた。無効治ち癒ゆ体質は、現在第三段階。体質の治ち療りよう法があるという話は、聞いたことがない。壊こわれかけの体を引きずって生きているという感覚からは、恐おそらく死ぬまで逃のがれられない。

「名簿を見すぎたわ……目が痛い」

　廊ろう下かにいた豊花は、暗い天てん井じようを見上げて首を捻ひねっていた。




　明日は文化祭前の準備最終日だ。会場設定などの力作業も増える。明日に備えて、今日は早めに解散したクラスも多いようだが、職員室にも教員はほとんど残っていなかった。

　その中に、一昨年の三学年を受け持った教員はいなかったが、十五年以上虹原高校に勤務している定年直前の数学教師がいた。京介のクラスの教科担任でもあり、京介は一学期の中間試験の後、この教師から「手術をして、頭の中に電でん卓たくとか入れた方がいいよ」と大おお真面目まじめに忠告されたことがあった。

　そんな数学教師は笠岡の名前を尋たずねても、「知らないねえ」と即そく答とうした。

「悪いけど、よっぽど成績がいい生徒のことしか、名前で覚えないからねえ。でも、他の生徒のことも、ちゃんと点数で覚えているよ。笠岡というその女子は、どのくらいの点数だった？」

「一昨年の三年生なの」

「一昨年の成績学年一位は、安あん西ざい啓ひろ克かつという生徒だったけどねえ」

「そんなことはどうでもいいの。文化祭の前に、屋上から飛び降りた三年生なの」

　苛いら立だたしげに前まえ髪がみを揺ゆすり、豊花が言った。

「きっと何か大きな悩なやみがあったのよ。そういう生徒のことも、覚えていない？」

「そういう生徒がいれば、そりゃ、名前も覚えるだろうけど。でも一昨年、そんな事件はなかったと思うけどねえ」

　のんびりと答える数学教師に、豊花が口の中で小さく舌打ちをする。京介は豊花の横で欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、職員室で生徒の情報を得るのは無理なんだと、改めて確信した。

　この高校の教師は、基本的に生徒に対して無関心でいる。学校行事にも干かん渉しようはしないし、その間に起こった事件も、よほどのことがなければ教師側には伝わらないのだ。

「一昨年の三年生で、卒業前に死んでしまった生徒は一人いたけれど……」

　数学教師は窓の外を見やり、早く帰宅したいという顔をして言った。

「あれは男子だったがねえ。しかも、病死だ」

「笠岡って人は、飛び降りをしたけれど、生きていたらしいの。だから死んでいないわ」

「じゃあ、なおさらわからないねえ」

　あっさりと答えを放ほう棄きし、数学教師は言う。

「今もそうだけど、あの学年も喧嘩や事件が日常茶さ飯はん事じで、そのうえやたらと生命力が強い生徒がたくさんいてねえ。バイクで校舎に突つっ込んだ生徒とか、煙草たばこを五十本まとめて吸っていた生徒とか……」

　数学教師が言いかけた時、職員室の電話が鳴った。

「ただあの頃ころに比べると、今は少し平和になった方なのかな。後夜祭に、わざわざ喧嘩試合を設けるくらいなんだから」

　数学教師はそこまで言って、受話器に手を伸のばした。

「喧嘩試合って、何のこと？」

　豊花が尋ねてきたが、京介は黙だまって首を横に振った。賞金のことを知れば、豊花は喜び勇んで京介を出場させるだろう。断れば、自分で参加するに違ちがいない。

　電話の相手は知り合いらしく、数学教師は親しげに話し込んでいる。もうこれ以上は話が聞けないと見切ったのか、豊花は京介の手を引っ張り、出入り口に向かって歩き始めた。

「失礼しちゃうな、あの先生。点数とか、病死とか、バイクで校舎に突っ込んだとかさ。他に覚え方がないのかしら」

　豊花に引っ張られるままに廊下に出ながら、京介はふと考えた。自分がいなくなった時、自分という存在はどんな言葉で残るのだろう。極度の金欠か、馬ば鹿かな矯きよう正せい術者か、有名な不良か。それよりもまず、誰だれか覚えていてくれる人はいるのだろうか。

　どうでもよい疑問であったので、すぐに忘れることにした。どうしてこんなことを考えたのか、自分でもわからなかった。




　職員室を出た後、豊花が空腹の限界を訴うつたえ始め、夕食をとることになった。豊花は京介に相談することもなく、学生食堂に向かって行った。

　学食は通常の日程であれば、午後六時の下校時間と同時に閉まる。ここ数日間は、文化祭前の特別配はい慮りよということで、八時近くまで開いているそうだ。現在の時刻は七時。テーブル席には二十名前後の生徒がいて、打ち合わせをしながら食事をしていた。

　だが、調理場の明かりはもう落とされていた。豊花が必死に手を振って呼びかけると、食器を洗っていたおじさんが「調理の方は五分前に終わったよ」と面めん倒どうくさそうに答えた。

「フリーエージェントは悲しいわ」

　学食無料券を握にぎりしめた豊花が、弱々しい声で呟いた。

「不確かな情報を頼たよりにして、さんざん動き回って、収しゆう穫かくはなし。それでもご飯を食べてまた頑がん張ばろうと思っていたのに、たった五分の差で幸せな休息すら手に入らない。でもいいのよ、これが自分で選んだ道なんだから。このまま衰すい弱じやく死ししても、あたしは微笑ほほえんでいられる気がする」

「お前、朝から食いまくっていただろう。夕食を抜ぬいたくらいじゃ死なない」

　京介がそう言ってやると、豊花は涙なみだ目めで怒ど鳴なり返してきた。

「京介の馬鹿。カロリーの問題じゃないの。気持ちの問題なの。ご飯は人生の中で最上級の報ほう酬しゆうでしょう」

　怒鳴り声に輪唱するように、ものすごい音で豊花の腹が鳴った。食器を下げに来た生徒が、驚おどろいて皿を落とした。豊花は野良犬のごとき勢いで、皿を拾いにすっ飛んでいった。何も食べ残されていないと知ると、生徒に向かって皿を投げた。

　売り上げ計算をしていたおばさんが、そんな豊花を不ふ憫びんに思ったのか、売れ残ったおにぎりを無料で譲ゆずってくれた。どれも米が干ひからびかけたものばかりであったが、量は五人分もある。豊花は素す晴ばらしい微笑みを浮うかべ、一人分だけ京介に譲ってくれた。秒単位で機き嫌げんを変えるからすぐに腹が減るのだろうが、京介が指し摘てきしたくらいでは、豊花の性格は変わらない。

　空いている席を選んでいると、窓まど際ぎわのテーブル席から手を振ふってくる男子生徒がいた。食器の傍かたわらに大判の模造紙を広げているのは、三年の風紀委員、長谷だった。テーブルに他ほかの生徒はいなく、長谷は一人で食事中のようだった。

　京介は気がつかなかったふりをしようとしたが、豊花があっさりと手を振り返してしまった。空腹のせいで、豊花は頭がおかしくなってしまったのだろうか。京介は自分一人でも別の席に行こうとしたが、シャツの裾すそをしっかりと豊花に摑つかまれてしまった。

「ラッキーよ京介」

「危機の間違いだろう」

「風紀委員長の食器、よく見て。九月の学食新メニュー、横よこ綱づなオムライスよ。しかもまだ、手をつけた様子がない」

「何が言いたいんだ」

「あたしはあれが、新学期に入ってからずっと食べたかったっていうこと」

　豊花は京介の膝ひざの裏を蹴けり、長谷の席に行くように促うながしてきた。何が悲しくて、風紀委員長と向き合って食事をしなければならないのか。自分で選んだ道ではないのに、京介は渋しぶ々しぶ窓際の席に向かった。

「風紀委員も遅おそくまで大変ね」

　豊花が声をかけると、長谷は眼鏡めがねを光らせ、自尊心に満ちた笑えみを見せた。

「警備係の仕事の方は、順調かね？」

「おかげさまで。前、座ってもいい？」

　テーブルを挟はさみ、長谷の向かい側に豊花が座った。仕方がないので、京介もその隣となりの椅い子すに腰こしを下ろす。満面の笑みを浮かべた豊花の視線は、完全に長谷の食器をとらえていた。

「これが気になるかね？」

　豊花の視線を勘かん違ちがいしたらしく、長谷はテーブルの上の模造紙を手のひらで示した。

「これは風紀委員会に代々続く、特製の校内地図だ。企き業ぎよう秘密につき、部外者には見せない規則だが、君たち兄妹とは親友なので見せてあげよう」

「へえ、すごいわね。やだ、何これ。灰色の丸印がある場所は、一条京介の昼ひる寝ね場所だって。よく調べてあるわねえ」

　豊花が楽しそうに言い、京介の腕うでを引っ張る。京介は心からどうでもよかったが、模造紙を見た。紙面いっぱいに、虹原高校の見取り図が描えがかれている。図の上には、様々な記号や色が記されていた。

　欄らん外がいには、凡はん例れいの説明も記き載さいされていた。例えば黒く塗ぬられた一帯は、不良生徒が喫きつ煙えんによく使う場所だそうだ。体育館裏は真っ黒だった。紫むらさき色いろは喧けん嘩かに使用されやすい場所で、赤色は三年生の大きな不良グループの勢力範はん囲いを表すものらしい。

　豊花の言った通り、屋上や校舎の隅すみ、校庭の外れに、灰色の丸印がきちんと記されていた。風紀委員は暇ひまなんだなと、京介は感想を抱いだいた。

「それで、この地図をどうするの？　文化祭に展示でもするの？」

「そんなことはするまいよ。これは企業秘密だと言っただろう」

　尋たずねた豊花に、長谷が紫色の色いろ鉛えん筆ぴつを使いながら答える。見取り図でいうと、長谷は渡わたり廊ろう下かの付近を塗っていた。

「喧嘩区域が新たに発見されたので、追加していたところだったのだ」

「ふうん。こういうのを作っておいて、いつでも生徒を捕つかまえられるようにしているのね。あんたって、本気で風紀委員の仕事が好きなのね」

「好きというか、もはや人生そのものだよ」

　口元を不気味に笑わせた長谷が、不気味なことを言った。

「中学の頃から、私は風紀委員一筋さ。大学では法律を学び、世の中の秩ちつ序じよを保つ仕事に就つくつもりだ」

「あら大変。日本が住みやすくなるのか住みにくくなるのか、よくわからないわ。ねえ、京介」

　豊花に同意を求められたが、京介は無視をした。どこか遠くへ行きたいと思った。

　長谷が社会進出をする頃ころには、京介の減げん俸ぽうやローンも終わっている。一人暮らしができる資金も貯たまっているだろうし、十八歳を過ぎた術者は、一人で担当区域を持つことができる。本家へ申しん請せいし、どこか海外の支局に移り、日本を離はなれて矯正術者を続ける。それは悪くない計画に思えた。

　静かで気候の穏おだやかな街がいい。人が少なければ、土地の澱よどみも少ないだろう。空は一年中青くて、自分は一日中それを眺ながめていればいいのだ。そのまま寝ねてしまっても誰も文句を言わないし、邪じや魔まもしない。

　空港や駅からは遠く、街に至る道は田舎いなかのくせにやたらと複雑。日本から京介を捜さがしにやって来た者は、ことごとく迷子になり誰も辿たどり着けない。そんな小さな街。

　街には、水とちょっとした食糧、それから煙草たばこの自動販はん売ばい機きがひとつあれば充じゆう分ぶんだ。現地に住むもの静かな爺じいさんが、煙草の補充や小銭の両りよう替がえをしている。吸いたい種類を言えば、取り寄せてくれるだろう。

　だが爺さんは日本語が話せない。

　そして京介も外国語が話せない。

　そもそも、外国語を使えない術者の申請を、本家が許可してくれるのだろうか。どこの国に行こうとも、唱える呪じゆ文もんは日本語だが、現地の人間と話ができなくてもいいというわけではないだろう。

　まず英会話教室にでも放ほうり込まれ、恐おそらく京介は一日で挫ざ折せつする。そしてそれを副家長に嘲あざ笑わらわれるのだろう。

　考えていたら、悲しい気分になってきた。歪いびつな形のおにぎりに向かい、京介は重いため息をついた。

「どうしたのよ。さっきから暗い顔で遠い目をして」

　隣の席の豊花が、訝いぶかしげに京介を見つめていた。長谷も首を傾かしげてこちらを見ている。京介は「何でもない」と答えて、首を振った。前向きに将来を夢見るという行こう為いが、自分にはあまり向いていないように思えた。

「ねえねえ、あたしにも色を塗らせてくれない？」

　長谷に向き直った豊花が、強気な笑えみを浮かべてそう言った。色鉛筆が散らばる先に、横綱オムライスとやらが載のっている食器がある。長谷はその中間に肘ひじをついていた。

　作業の協力を申し出て相手を油断させ、色鉛筆に手を伸のばし、一気にオムライスにまで手も伸ばす作戦だろうと京介は予想した。フリーエージェントではなく、スリだ。スリというより、もはや強ごう盗とうか。どうでもいいかと思いつつ、京介は椅子の背もたれに体を預けた。

「せっかくだが、もう塗る部分はないのだよ」

「でもこの地図、全体的に黄色が足りなくて、配色のバランスが悪いと思うの」

「いやいや、バランスは必要ないんだがね」

　もめている豊花たちを無視し、京介は地図の凡例を眺めた。波線は、二年生の不良グループＡとＢの抗こう争そう最前線を示すもの。星印は、盗とう撮さつ癖へきのある一年男子の撮さつ影えいスポット。印を結べば何かの星座になってしまいそうなほど、多くの星が地図中に散らばっていた。

　順に眺めていくうちに、使用頻ひん度どの低い印もあることに京介は気がついた。赤いバツ印は死亡事故のあった場所。地図の中でその印が使われている場所は、ひとつしかない。

　先ほど長谷が色を塗っていた、渡り廊下の近くだ。バツ印の方は以前に書き込まれた記号らしく、新しく塗った紫むらさきの枠わくが印の半分を上から塗り潰つぶしていた。

「ああ、それかね？」

　長谷が声をかけてきたので、京介は顔を上げた。無意識のうちに、赤いバツ印の上に指を置いていた。

「そこは何年か前、病気の生徒が発ほつ作さを起こしてしまった場所でな」

　京介が興味をもったと勘違いしたのか、長谷は人差し指で眼鏡を押し上げて説明した。豊花がものすごい勢いでオムライスに手を伸ばしたが、語り始めた長谷は気がついていないようだった。

「発作を起こした時、その生徒は一人でいたうえに、そこは人目につきにくい場所であった。助けが遅おくれてしまってな、発見された時には、もう。校内で病死者が出たのは、その一人だけだよ」

「その人、もしかして一昨年おととしの三年生？」

　長谷の言葉を遮さえぎって、豊花が言った。口の中に食べものを入れたまま喋しやべっているので、何を言ってるのかわかりづらかった。

　目をしばたたかせた長谷が、数秒遅れて頷うなずいた。

「君たち兄妹が入学する前の話なのに、よく知っているなあ。そうそう、一昨年の秋だった」

「その年に、飛び降り自殺をしようとした生徒がいるって話、聞いたことない？」

「聞いたことがあれば、地図に即そつ刻こく記入するさ」

「そうよね」

　唇くちびるに残ったケチャップをなめ、豊花は低く相あい槌づちを打った。頰ほおの方にも赤い筋が残っているが、本人は気づいていないようだ。京介は欠伸あくびをしながら、テーブルの紙ナプキンを投げてやった。

　笠岡の名前はどこにも出てこない。名前以外で特とく徴ちようとなることといえば、飛び降り自殺をしようとしたという過去だけ。けれども、それを見ていた者はごくわずかだ。昨夜の部外者を笠岡として追いかけることに、京介は行き詰づまりを感じていた。情報自体がでたらめだったと思ってしまった方が、楽になれそうな気すらしてきた。

　そうなると、夕方から今までの時間が全すべて無む駄だだったということになる。悲しいフリーエージェントの仕事だから、仕方がないといえば仕方がない。唇を尖とがらせている豊花も、恐らく自分と似たことを考えているのだろうと思った。

「事故の年に起きたことといえば……」

　鼻の上で眼鏡めがねの位置を直しながら、長谷がもののついでといった感じで話す。

「三年の生徒が一人、学校をやめたことが挙げられるくらいか」

「やめた？」

　紙ナプキンを取り落とした豊花が、片方の眉まゆを上げた。長谷は豊花の顔を見返しながら、頷いた。

「我が校ではよくあることだが、ほとんどが不良生徒だ。一昨年の場合は真面目まじめな生徒だったから、風紀委員として気になって、覚えているだけだが」

「その人、何ていう名前？」

　豊花がテーブルに身を乗り出し、尋ねた。数本の色鉛筆が地図の上を転がり、いくつもの鮮あざやかな軌き跡せきを築く。

「もしかして笠岡って名前じゃない？」

「どうだったか……。そんな名前だったような気もするが、過去の風紀委員日誌を確かく認にんしないと、はっきりしたことはわからないが」

「じゃあ、早く確認してきてよ。今すぐ」

「どうでもいいが豊花君よ、さっきから何をもぐもぐ言っているんだね。それに頰にケチャップらしきものがついているぞ。どうしたらそんなところにそんなものがつくのかね」

　長谷はそう言った後、ようやく自分の食器に目をやった。ケチャップといえば、オムライスとでも思ったのだろう。不ふ憫びんな奴やつだと京介は思った。




　当たり前のことだが、中退者は卒業生ではない。卒業生名めい簿ぼに見つからなかった名前は、過去の風紀委員日誌に見つかった。一昨年に中退をした女子生徒の名前は、笠岡理り保ほというらしい。

「現住所は不明だということだぞ」

　右手で眼鏡を押し上げ、左手に持ったメモ用紙を覗のぞき込んで、長谷が言った。

　学食と裏門近くにある電話ボックスの間を何往復もさせられたせいか、長谷の額には薄うすく汗あせが滲にじんでいた。豊花に食事を奪うばわれ、使いっ走りにもされた長谷は、人生に疲つかれ切ったような顔をしていた。

　長谷が一年生だった頃ころ、笠岡理保は虹原高校の三年生だった。長谷の先せん輩ぱいに、笠岡理保の連れん絡らく先を知っている者がいるかもしれない。そう踏ふんだ豊花は、長谷に情報を集めるように命じた。その間京介と豊花は、学食のテーブルで無料のお茶を飲んでいた。ひたすら気楽な時間だった。いつも京介を顎あごで使う妹の気持ちを、京介は少しだけ理解してしまった。

「住所は不明って、引っ越こしちゃったってこと？」

　お茶の入った紙コップをテーブルに戻もどし、豊花が尋たずねる。長谷は椅い子すに座って汗を拭ふきながら答えた。

「ええと、最初から話すとだね。……二年生と三年生の時、笠岡理保と同じクラスだったという生徒に連絡がついた。笠岡理保が在学中に住んでいた場所はわかると言っていた。虹原南二丁目だから、高校からわりと近いようだな」

　喉のどが渇かわいたらしく、長谷はそこで言葉を切り、紙コップに手を伸ばした。だがそれは豊花の紙コップだった。豊花に手のひらを打たれ、長谷は苦しげな顔をしつつ、メモに視線を戻す。

「笠岡理保は、そこで叔母おばと二人で暮らしていたそうだ。だが、笠岡理保が高校をやめるひと月ほど前に、叔母は亡なくなったらしい。家はその時に人手に渡わたったとか」

「新しい住所を、その人は聞いてないの？」

「叔母の葬そう式しきやら笠岡理保本人の中退やらで、聞く機会を逃のがしてしまったそうだよ。高校をやめてから、連絡がつかなくなってしまったと言っていたなあ」

　指先で喉を撫なで、長谷は疲ひ労ろうの滲んだ表情を浮うかべる。

「中退の理由も、わからないとも言っていたぞ。急に学校に来なくなったと思ったら、退学届けだけを学校に郵送してきたとか、なんとか。ただ……」

　長谷は大きく咳せき払ばらいをし、嗄しわがれた声で続けた。

「先ほども話が出たが、病死した生徒と笠岡理保は、同じクラスだったようだ。友人の話だと、その生徒の死後、笠岡理保は目に見えて落ち込んでいたそうだ」

「飛び降り自殺のことも、本当だって？」

「自分は現場を見たわけではないから何もわからないが、そういうことがあってもおかしくはなさそうだとは言っていたよ。聞けたのはここまでだが、ちょっと休きゆう憩けいしてもいいかね？　私はこういう作業には向いていないようだなあ……疲れたよ」

　長谷は席を立つと、給湯コーナーの方へふらふらと歩いて行った。豊花は紙コップに視線を定め、低く長く唸うなっていた。

「あたしなんかが単純に推測しちゃうと……」

　紙コップに口をつけ、豊花が眉を寄せる。

「自殺未み遂すいや学校をやめた原因は、親しかった生徒の病死なのかなって思う。合唱部のあの先輩が言っていたように、笠岡理保は虹高生じゃなくなった今も、死のうと──その人のあとを追おうとしてるのかな……」

　だいぶ人が少なくなってきた学食内を見回し、豊花が声を小さくする。京介も何となく豊花の視線を追った。学食職員が空いたテーブルの上を、熱意に欠ける手つきで拭いている。給湯コーナーの前では、長谷が不良グループにからまれていたが、職員は見向きもしなかった。

「そうだとしても、わからないことがひとつ」

　両手で頰ほお杖づえをつき、豊花が言った。

「どうして事故から二年も経たった今、同じことを繰くり返そうとしてるのかな。今までちゃんと、生きていたんじゃないの？」

　自分の紙コップを手に取り、京介は言った。

「本人に聞かないと、わからないだろう」

「本人か……」

　頰杖を外し、豊花が紙コップを握にぎり潰つぶす。わずかに残った中身が、テーブルの上に零こぼれた。

「今夜も校舎内に現れるのかなあ」

「さあ」

「何て言えばいいと思う？」

　ひとり言に近い声の大きさで、豊花が言った。

「目の前で死にたがっている人に、あたしは何て言えばいいんだろう。合唱部の先輩も、止めても聞いてくれなかったって言っていたし。……他人には他人の事情があるのはわかるけれど、みんなが文化祭に向けて頑がん張ばっている横で、誰だれかが死ぬのなんていや」

　数秒考えてから、京介もひとり言に近い声の大きさで答えた。

「部外者は出て行ってくれ」

「……冷たいなあ。京介は」

　豊花はテーブルに両りよう肘ひじを投げ出し、その間に顔を伏ふせた。遠くから長谷の悲鳴が聞こえた。

　豊花の紙コップを取り上げ、自分の分とまとめて潰しながら、京介は暗い窓の外に目をやった。

　警備係の仕事は、文化祭終しゆう了りよう日びまで学校を守ること。矯きよう正せい術者の仕事は、担当区域の澱よどみを浄じよう化かすることだ。二つの役割を担になった者が校内で自殺志願者を見かけた時、どう対応するべきか。改めて考え直しても、出た解答は変わらなかった。志願者を文化祭とは無関係な場所に追いやる。

　そうすることで、文化祭を無事に開かい催さいさせることができるし、別の場所で死なれたとしても、人が自分の意思で死ぬだけなら澱みも生じない。

　その解答は多分間ま違ちがっていないと思った。

　だがその手段はあまりとりたくなかった。

「そろそろ閉めるんで、出て行って」

　学食職員が軽い口調で呼びかけながら、京介たちのテーブルの横を過ぎていった。

　人を救う言葉なんて、教科書にも術本にも載のっていない。京介が今、確実にわかることは、たったそれだけの事実だった。

　窓の外に見える月は、昨日よりも細くなっていた。




　シャワーを浴びた時に左ひだり肩かたを見たら、思った通り、五本の指による痣あざがしっかりと残っていた。湯をかければ痛みが疼うずくし、水をかければそれもまた滲しみて痛む。困ったものだと、自分以外に誰もいないシャワー室で、京介はつくづく思った。

　今朝、遊体精せい霊れいに食い千切られてしまった無効治ち癒ゆ体質証明書。もう京介の手元にはない証明書の裏面には、ある冷れい淡たんな注意書きがあった。体質者はどんな治ち療りよう法ほうも平等に無効になってゆきます、と宣言されてあった。光流脈の力だろうと、名医の手術だろうと、中国四千年の歴史ある秘薬だろうと、全すべて効かないという意味だ。

　その注意書きを読んだ時、「平等に無効」という言葉が冷たいなと京介は思った。もう少し温かい言葉に置き換かえられないものかと考えていたら、姉が「八はつ方ぽう塞ふさがりなので苦しむ一方」と言い換えてくれた。それほど心は温まらなかったが、的確な表現だと京介は今思った。痣ができても、もう湿しつ布ぷや塗ぬり薬すら効かないのだ。

　シャワー室から第二校舎の空き部屋──警備係の詰つめ所へ京介が戻った時、豊花は床ゆかに俯うつぶせになって寝ね息いきを立てていた。

　右手にはシャープペンを持ち、顎の先には開いたままのノートが放置されている。豊花の腹の下で、座布団代わりの寝ね袋ぶくろが二つ、潰されていた。シャワーに行く前、豊花は「今夜は一いつ睡すいもせずに校内を警備する」と宣言していたが、その作戦を立てているうちに眠ねむってしまったようだ。

　時計を見ると、十一時を回った時刻だった。笑ったり泣いたり怒おこったり悩なやんだりと、一日中騒さわいでいれば、いい加減に疲つかれて眠くもなるだろう。そんなことを考えつつ、京介は豊花のノートを覗のぞき込んだ。

　犯人は現場に戻るんだ作戦、と書かれてあった。放火犯が火災現場に再度現れるように、笠岡理保や盗とう難なん犯はんも、今夜また、同じ場所に現れるかもしれないと豊花は考えているらしい。夜中の十二時に、第一校舎四階踊おどり場。その後は朝まで、盗難に遭あった教室、体育館などを巡じゆん回かい。そんな予定がノートには記されている。相変わらず下手くそな豊花の文字は、京介には自信なさげに丸まっているように見えた。

　その作戦に賛同したわけではないが、少し校内を歩いてみようかと思い、京介は立ち上がった。一周して戻もどってきたら、豊花を起こして寝袋を返してもらう。自分が休むのは、それからでもいいだろうと思った。京介は玲れい洗せん樹じゆの枝だけを持ち、部屋の電気を消して廊ろう下かに出た。豊花は何か不ふ機き嫌げんそうな寝言を口にしていた。

　京介はまず、第一校舎へ移動した。廊下も教室も、明かりは全て落とされており、非常口を示す緑色のランプだけが闇やみを照らしていた。

　実行委員長の佐久間から聞いた話によると、今夜校内に泊まり込んでいる生徒の数は、約二十人。もっともそれは、宿しゆく泊はく許可書を届け出た人数である。昨夜の自じ称しようカメラマンのように、無許可で潜もぐり込んでいる生徒もいることだろう。二十人の生徒がどこで寝ているのかわからないが、人の気配はどこにもなかった。耳に入るのは自分の足音と、窓の外から時々聞こえてくる虫の声だけ。ほとんど毎日を過ごしている場所なのに、時間帯が違うだけで、知らない場所に来たような錯さつ覚かくを感じる。

　四階の廊下を歩いている時だった。自分以外の足音を察し、京介は立ち止まった。

　ゆっくりと足を運ぶ乾かわいた音が、聞こえてくる。聴ちよう覚かくを集中させると、かすかな息づかいも耳に届いた。近い。自分の気配を相手に悟さとられないように気をつけながら、京介は周囲に視線をやった。

　階段の方に人ひと影かげが見えた。俯うつむき加減に歩く影がひとつ、上階に向かって移動してゆく。京介のいる位置からは数十メートル離はなれているので、相手の顔はもちろん、服装も全く判別ができなかった。

　自称カメラマンが見た、例の女だろうか。だが、生徒の誰かが歩いているだけという可能性も充じゆう分ぶんある。近づいてみないことには何もわからないので、京介は相手に向かって歩き始めた。こちらの足音は恐おそらく聞こえているはずなのに、人影は足を止める様子もなかった。

「あのさ」

　階段の下で京介が呼びかけると、ようやく人影は立ち止まった。背中まで長く伸のばした髪かみの毛が、音もなく揺ゆれる。踊り場で足を止めただけで、相手は振ふり返らなかった。

「何してるんだ」

　京介が尋たずねても、相手は何も答えない。背格好からすると、女に思えた。高校指定のジャージの上下を着ているが、サイズが合っていない。袖そでは指先まで覆おおっており、ズボンの裾すそも少し引きずっていた。その下は裸足はだしだ。

　呼吸をするたびに、肩かたの線が小さく上下した。相手は黙だまり続けていた。

　京介が階段に足をかけた時、右の通路から、奇き声せいのようなものが響ひびいた。制服を着た男子生徒が、こちらに向かって走り寄ってくる。生徒は何やら不可解な言葉を叫さけびながら、京介に飛びかかってきた。

　ぶつかる寸前のところで京介が身をかわすと、生徒は足をもつれさせて転てん倒とうした。すぐに起き上がり、血走った目と右手に持った物体を京介に向けた。物体は、校務員が使っているような草くさ刈かり鎌がまだった。

「彼女のことを嗅かぎ回るな」

　生徒は大声でそう言った。声を聞いて京介は思い出した。表情が違うのですぐにはわからなかったが、昨日校門のところで板を譲ゆずってくれと頼たのんできた生徒だった。

「警告しただろう。手を引かないと殺すって。俺は本気だぞ」

　草刈り鎌を振り回し、生徒は怒ど鳴なった。空気がざん切りにされるいやな音が、暗い廊下に響き渡わたる。
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　事情はまるでわからなかったが、とりあえず相手に落ち着いてもらわなくてはいけない。京介は生徒に言った。

「おれはただの警備係だ」

　言いながら踊り場の方を一いち瞥べつすると、人影は背中を見せて佇たたずんだままだった。京介は生徒に視線を戻し、続けた。

「文化祭が終わるまで、学校を守れと言われた。だから動いているだけだ」

「それを嗅ぎ回ってるっていうんだよ」

　両手を鎌の柄えに添そえて、生徒は京介の十倍近く大きな声で言い返してきた。

「佐久間先せん輩ぱいが魔ま女じよなんか雇やとうからいけないんだ。彼女が何をしようが、お前たちには関係ないだろう」

　草刈り鎌は手入れを怠おこたっている物らしく、刃はの部分が錆さびついていて、ところどころが欠けていた。生徒がどう動いても対応できるよう、軽く身構えながら京介は尋ねた。

「お前、あの女と知り合いなのか」

「嗅ぎ回るなって言ってるだろう」

「名前は、笠岡っていうんじゃないのか」

「知らないよそんなこと」

　鎌を振りかざし、生徒が京介に飛びかかってきた。後のことを考えると、避よけるよりも武器を奪うばった方がよさそうだと思い、京介も生徒に向かって腕うでを動かした。

　その時、近くから太たい鼓こを打ち鳴らすようなものすごい騒そう音おんが聞こえた。驚おどろいた生徒が短く叫んで鎌を落としたが、京介も思わず動きを止めてしまった。

　振り返ると、廊下の先から大おお太だい鼓こを抱かかえた女子生徒が走ってくるのが見えた。必死の形相でお下げ髪がみを振っているのは、風紀委員の塩原だった。

「喧けん嘩かはいけません！　喧嘩はいけませんよ！」

　塩原はそう叫びながら、大太鼓を叩たたき続けていた。風紀委員も取り締しまりのために、校内に宿泊していたのだろうか。真しん剣けんな塩原の表情が恐ろしくて、京介は目を逸そらすついでに、もう一度踊り場を見上げた。人影は上階に向かって動き出していた。

「風紀委員も邪じや魔まするなら殺すぞ！」

　鎌を拾い上げた生徒が、塩原に向かって駆かけ出した。危機を察した塩原がその場で立ち止まり、より一層大太鼓を鳴らす。そんなものはいいから早く逃にげろと思いつつ、京介は生徒に足あし払ばらいをかけて転倒させようとした。

　体のバランスを崩くずした生徒に巻き込まれ、京介も共に廊下に叩きつけられた。起き上がろうとした京介の上に、生徒がのしかかり、「動くなよ」と声を裏返して叫んだ。頭に血が上っているだけで、誰だれをどう攻こう撃げきしたらよいのかわかっていない顔つきだった。口で言っているだけで、本当に他人を殺すつもりなんてないのだろう。

　京介は生徒の体を押し返そうとした。抗あらがった生徒が、鎌を振る。刃先が京介の左ひだり肩かたを抉えぐった。やはり本気で刺さすつもりはなかったらしく、生徒が驚いて悲鳴を上げた。塩原も大太鼓より大きな声を発した。

　怯ひるんだ生徒を突つき飛ばす勢いを使い、京介は起き上がった。生徒の体は廊下を転がり、鎌も一いつ緒しよに床ゆかを滑すべっていった。駆け寄ってくる塩原を避け、京介は階段へ走った。

　肩が痛んで左側に少しよろけた。錆びた鎌だが、思っていた以上に切れ味があった。痣あざの痛さがこれで上書きされたと思えば、まあいいだろう。痛みを無視するために自分にそう言い聞かせ、京介は階段を駆け上がった。

　屋上の扉とびらを開けた。ほぼ同時に、真正面にあるフェンスの上から、人影が宙に身を投げ出した。何と言って止めればいいのかと、京介が判断をする間もなかった。

　何かが地面にぶつかるような鈍にぶい音が、風に乗ってかすかに聞こえた。途と端たんに苦くなった息を飲み込み、京介はフェンスに走った。空き缶かんに入れられた花は、倒たおれてコンクリートの上に散っていた。

　フェンスの前には脚きや立たつが置かれていた。文化祭の備品と共に、給水タンクの陰かげに立てかけられていたものだ。京介はフェンスの金かな網あみ越ごしに、下方を見た。校舎の裏手にあたる暗い地面の上に、人の形をした黒い影が横たわっていた。屋上からでは、それ以上の詳しよう細さいはわからなかった。

　すぐに治ち癒ゆ術じゆつを使えば、助かるだろうか。それとももう即そく死ししているか。考えている時間が惜おしかったので、脚立を使い、京介もフェンスを上った。このまま飛び降りて地面に向かったら、文字通りの後追い自殺になってしまうので、玲れい洗せん樹じゆの枝を構えて呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。星を巡めぐる息い吹ぶきを自在化。地から天へ垂直微び風ふう、強度は三。翼つばさよ、風を受けて舞まえ」

　地表から軽めの上じよう昇しよう気流が生じ、フェンスを震ふるわせた。足下を蹴けり、京介は空気の渦うずに飛び込む。風力を使用して自由落下の速度を調整させるこの術では、十秒もかからずに無事に地上へ降り立つことができた。

　地面に足をつき、術の威い力りよくを解除すると、まず血の匂においが鼻についた。そこら中に雑草が生おい茂しげっているせいか、虫の鳴き声が二重、三重に響いていた。

　膝ひざの高さまで伸びた草の向こうに、俯うつぶせに人影が倒れていた。投げ出された四し肢しは、全すべて奇き妙みような方向へ曲がっていた。指先まで完全に動きを止めており、痙けい攣れんすらしていなかった。

　長い髪が地面に広がっていた。頭部を中心に流れ出した体液が、乾かわいた土へ静かに染しみ込んでゆく。玲洗樹の枝を握にぎり、京介は人影へ一歩、歩み寄った。恐れや焦あせりはなく、ただ参ったなと思った。どう見ても即死だった。

　人影の背中に、白い光が現れた。ライターの火よりも小さな、弱々しい光だった。大都会にはほど遠い虹原市であるが、蛍ほたるが棲せい息そくしているという話は聞いたことがない。道に迷った一匹ぴきが飛んできたにしても、季節外れだ。眉まゆを寄せ、京介は足を止めた。

　淡あわく輝く光は、やがて人影の全身へ広がっていった。髪かみの毛の一本一本までもが白い色に包まれた時、人影の頭部が動いた。人影は地面に手をつき、ゆっくりと起き上がった。

　割れていた額が、あっという間に塞ふさがった。曲がっていた関節が元に戻もどり、人影は自分の足で立ち上がる。負傷部分が癒いえるたびに、光は消えていった。京介は立ち止まったまま、その光景にただ目を奪われていた。

　顔を上げた人影は、京介を黙だまって見返してきた。顔にも体にももう傷はなく、ほんの数十秒前、地面に叩きつけられた人物とは思えなかった。

　相手はやはり女だった。年は、京介よりやや上に見えた。目鼻立ちは整っている方だが、顔に浮うかぶ怯おびえや悲ひ愁しゆうの色が濃こすぎる。近くで見ると、髪を長く伸のばしているというよりも、手入れをせずに放ほうっておいているといった感じだった。

「……血」

　女が京介を見て、呟つぶやいた。蚊かの鳴くような声という表現があるが、まさにその通りの声だった。夏の盛りに飛び回る蚊ではなく、秋の始まりに力をなくし、死にかけた蚊だ。

　相手は京介の左肩を見ていた。血の滲にじんだシャツを見て、京介もようやく傷のことを思い出した。思い出した途端、傷口が痛みを訴うつたえ始めた。いやな熱を帯びている。錆びて刃こぼれを起こした鎌のせいで、雑ざつ菌きんが入り込んでいるかもしれないと思った。

　女がこちらに歩み寄ってきた。女は袖そでの長いジャージに包まれた右みぎ腕うでを、音もなく上げた。指の先には白い光がわずかに残っていた。

　指先が京介の左肩へ伸びた。攻撃の意思はなさそうで、ただ肩かたに指を触ふれさせただけだった。白い光の粒つぶが、肩の傷口に落ちた。

　たったそれだけのことで、痛みが治まった。切れたシャツの下、皮ひ膚ふを覗のぞくと出血が止まっていた。傷口や石田につけられた痣は残っていたが、色は薄うすくなっていた。無効治癒体質でなかったら、完全に癒えたのかもしれない。京介は女に視線を戻した。腕を下げた女は、目を逸そらすように俯うつむいた。指の先に、もう光は見えなかった。

　校舎から飛び降りて、無傷で立ち上がったという女子生徒。屋上から飛び降りて、薬も光流脈による治癒術も使わずに、受けた傷を回復させてしまう女。共通点は充じゆう分ぶんだと思いながらも、京介は笠岡理保かどうか、相手に問いかけようとした。

「ごめんなさい」

　先に、女の方が口を開いた。

「勝手に触れてしまって、ごめんなさい」

「いや……」

「勝手に力が働いてしまう。自分の傷は勝手に癒えてしまうの」

　俯いたまま、女が言った。

　校舎の方から、人の足音と言い争う声が聞こえてきた。階段を使って降りてきたらしい塩原や男子生徒が、姿を見せた。塩原たちは京介に気がつくと、競きそい合うようにして駆け寄ってきた。

「また死ねなかった」

　女がそう言った。

　騒そう々ぞうしい人間の気配に、草の陰かげで虫が一いつ斉せいに鳴きやむ。女に返す言葉が見つからず、京介も口を閉ざした。






















　遠峰秋一が本家裏手にあるゴミ捨て場を訪おとずれると、先客がいた。

　夜空の下、不燃物置き場の前に大おお柄がらな男が一人、しゃがんでいる。男は陰いん気きな空気を漂ただよわせながら、ひとり言を呟いていた。可燃物の方を漁あさっている野の良ら猫ねこが、迷めい惑わくそうに男を見ている。

　男は本家内医務室の専属医師、一条尚だった。遠峰はここまで押してきた台車を止め、横から一条尚の顔を覗き込んで尋たずねた。

「一条先生、何してるんです？」

　顔を上げた尚が、勢いよく洟はなをすすった。目は不ふ機き嫌げんそうに充じゆう血けつし、唇くちびるには火の点ついていない煙草たばこが一本、無気力にひっかかっている。

「ライターが落ちてないかと思ってよう」

「僕の物でよかったら、どうぞ」

　スーツのポケットからライターを取り出し、遠峰は尚へ差し出した。ゴミ捨て場周辺に、一いつ瞬しゆんだけ光が満ちる。可燃物に見切りをつけた野良猫が、台車の横まで移動して眠ねむそうに丸まった。

　煙けむりを吐はいた尚が、遠峰を見上げて尋ねた。

「お前、こんな夜中まで仕事かよ」

「遊体精せい霊れいの件で、石田が張り切っていましてね」

　台車に載のせられた空の水すい槽そうを持ち上げ、遠峰が答える。水槽を不燃物置き場に捨て、遠峰は手のひらを軽く払はらった。

「存在探たん索さくのために、専門部署に簡易術具まで作らせちゃって。僕は報告待ちです」

「そうか。家長さんは大変だな」

「僕の仕事なんか、たかが知れていますよ。報告書や部下の動きに目を配るだけで、一日が終わります。その報告書だって、真実が書かれているかどうか、わかりません。やりたいことがあったとしても、自分ではなかなか思うように動けないし……」

　遠峰は自分も煙草を取り出して火を点けると、尚の隣となりにしゃがみ込んだ。

「一条先生こそ、残業ですか。珍めずらしいですよね、こんなに遅おそくまで本家に残っているなんて」

「家に帰りたくねえんだよ。寂さびしいから」

「それは困りましたね」

　頭上に浮かぶ細長い月を見上げ、遠峰はため息と同時に頷うなずいた。

「子供に嫌きらわれましたか」

「子供には好かれてるさ」

「住宅ローンがきついとか」

「そんなもんは長男に押しつける」

「じゃあ、奥さんに逃にげられましたか」

　尚は答えなかった。返事の代わりに、煙草の灰が地面へぼたぼたと落ちた。野良猫が馬ば鹿かにしたように鳴いた。

「まあ、元気を出して下さいよ」

　煙を静かに吐き、遠峰が言った。

「世の中には、もっと大変な思いをしている人がたくさんいますから」

　煙草を地面で押し潰つぶし、尚は険しい表情を遠峰に向けた。

「お前の家族構成は？」

「嫁よめと小精霊がいつも家で暴れています」

「それでいい。それがいい。今夜からしばらく、お前の家に泊とめろ。同じ屋根の下に誰だれかいないと、寂しくて眠れないんだよ。子供の頃ころからそうなんだ」

「医務室に泊まればいいじゃないですか。怪け我が人にんが来れば、寂しくないですよ」

「怪我人なんか誰も来るもんか。ここのところ毎日平和だってのは、お前が一番よく知ってるだろうが」

　本家の方から固い靴くつ音おとを響ひびかせて、副家長の石田が歩いてきた。足音に背を震ふるわせて起き上がった野良猫は、どこかへ逃げ去っていった。

「家長。結果が出ました」

　立ち止まった石田は、ゴミ捨て場の前にしゃがみ込む遠峰と尚の顔を見比べると、眉み間けんに皺しわを刻んだ。

「こんなところで何をしていらっしゃるんです」

「お泊まり大会をしようって話していたんだ。石田も来る？」

「結構です」

　即そく答とうした石田は、手にした書類に目をやり、読み上げた。

「遊体精霊の存在探索を市内限定で行なったところ、反応がありました」

「やっぱりまだいたんだ」

　遠峰は立ち上がり、煙草を踏ふみ消して頷いた。

「それで、反応はひとつだけ？」

「今のところは。これからその場所に向かいます。ただ……」

　石田は尚を一いち瞥べつした後、遠峰に一歩近寄った。尚は遠峰たちの話に興味がなさそうに、大きな欠伸あくびをしていた。

「ただその場所の近くで、遊体精霊とは別に気になる生体反応がありました。術具開発課に分ぶん析せきさせたところ、拝はい呪じゆ能力者が一人いるようです」

「拝呪能力者ねえ……」

　遠峰が首を捻ひねって呟つぶやいた。尚はくしゃみをした。

　拝呪能力者とは、古代日本に存在した、特とく殊しゆな力を持つ人間の総そう称しようである。光流脈使いの先祖である巫女みこも、ここに含ふくまれる。能力者は先天的に備わった力で、様々な奇き跡せきを起こす。その奇跡が他者や世界にとって、善となるか悪となるかは能力者次第だ。

　遠峰は本家の建物に視線を動かし、目を細めた。

「もしかして、具ぐ幻げん屋やかな。あいつの死体、見つからなかったんでしょう」

「具幻屋とは力の種類が違ちがうようです。念のため、先にそちらの方を調査致いたしますので、護衛隊員を数名お借りします」

「僕はまた、報告待ちなんだね」

「副家長さんも夜中までよく働くな」

　口を挟はさんだ尚が、大きな伸のびをして立ち上がった。

「ひょっとして、お前も家に帰りたくないのか？」

「私は一条先生とは違います」

「だったら忠告してやるけどな、過労死しても知らねえぞ。術者遺族への死亡見み舞まい金きんなんか、どうせ葬そう式しき代で全部吹ふっ飛ぶんだからな」

　石田は尚を鋭するどく見み据すえ、言った。

「私はその辺の術者とは、鍛きたえ方が違います。それにあなたのご子息のように、無効治ち癒ゆ体質でもない」

　何か言い返そうとした尚と石田の間に遠峰が立ち、「じゃあ頑がん張ばって」と手を振ふる。石田は顔を顰しかめた後、本家に向かって歩き出した。

　塀へいのようなその背中に向かって、遠峰が問いかけた。

「聞き忘れていたけど、その反応が出た場所ってどこなんだい」

　足を止めた石田は、先ほどよりも苦々しい表情で振り返り、答えた。

「のんきで頭の悪い、県立虹原高校です」




　プレハブの壁かべに沿って並べられた、複数のベニヤ板。採光用の窓にも板はかぶせられ、更さらにその上から分厚い暗幕を覆おおう徹てつ底ていぶりだ。

　防寒、防音、外がい壁へきの強化、そして外部からの視線を一いつ切さい遮しや断だんするための工夫なのだろう。しかし、実際その空間に足を踏み入れると、安心感や安全感よりも、まず逼ひつ塞そく感が先に立つ。何となく酸素も少ない気がして、天てん井じようの古い蛍けい光こう灯とうに向かい、京介はそっと咳せき払ばらいをした。

「幼よう稚ち園えんの頃、家の物置をこうやって隠かくれ家にして、遊んだことがあったわ」

　京介の傍かたわらに立っていた豊花が、周囲を見回してため息をついた。その言葉に、草くさ刈かり鎌がまを持った男子生徒は、照れ笑いに似た笑えみを浮うかべる。

「隠れ家か。ちょっと秘密っぽくって、いい響きだよね」

「笑ってる場合じゃないでしょう」

　豊花が睨にらみつけると、男子生徒は「そうだよね」と言って大きく肩かたを落とした。その動きで、また酸素が減少したように思えた。

　校庭の隅すみにある体育用具倉庫の広さは、三メートル四方程度。春先に全ぜん壊かいし、新しく作り直されたにもかかわらず、外見も狭せまさもそして材料の安っぽさも、前のものと何も変わっていない。

　用具が雑然と押し込められ、もともと狭せま苦くるしいこの場所に、今は京介を含めて五人の人間がいる。一連の騒そう動どうで目を覚まし、詰つめ所から駆かけつけてきた豊花。草刈り鎌の男子生徒、ここまでついてきてしまった塩原。そして虹原高校の生徒ではない、例の女。

　倉庫に戻もどってきてから、女はマットの上でずっと膝ひざを抱かかえている。午前一時を過ぎた時間であっても、倉庫の中は寒くない。ジャージの膝に額を埋うずめた女の肩は、かすかに震えていた。

　マットにはシーツ代わりらしく、暗幕が数枚巻かれていた。その側そばには、ペットボトルの飲料水と菓か子し袋ぶくろがいくつか置かれているが、手をつけた様子はない。倉庫の隅には、汚よごれたブラウスとスカートが丸められていた。女が着ていた服だろう。

「それにしても……」

　菓子袋を勝手につまみ上げ、豊花が男子生徒を横目で見て言った。

「教室や演劇部から備品を盗ぬすんだのって、浦川だったのね。実行委員の仕事もしないで何をやってるのかと思ったら、こんなことをしていたなんて」

「こんなことって言い方はないだろう、ユタキャサリン」

　草刈り鎌を床ゆかに投げ、男子生徒が言い返す。生徒は豊花のクラスメートで、文化祭実行委員であるそうだ。京介はつま先の数センチ横に突つき刺ささった鎌を抜ぬき、倉庫の隅に放ほうった。

「学校の裏で倒たおれていた彼女を、こうして保護したんだぞ。病院にも警察にも学校側にも、誰にも知らせないでほしいって言うから、その通りにしてやっているし」

「ジャージも貸してあげたし？」

「そうだよ。立派な人助けだろう」

「まあ、そうといえばそうなんだろうけど……」

　菓子袋を開いた豊花は、立っているのが疲つかれたのか、女の前に腰こしを下ろした。女の肩の震えが、少し大きくなった。

　菓子を咀そ嚼しやくしながら、豊花は浦川を見上げて尋たずねた。

「それで、浦川。この人を見つけたのはいつだったの？」

「昨日の昼過ぎ、だったかな」

「それからずっと、付き添そってあげてるの？」

「もちろん。誰だれかに見つかったら困るから、昨夜も倉庫の外で一晩中見張っていた」

「じゃあ、昨夜の事件のことも知ってるわよね」

　再び立ち上がった豊花は、菓子袋を京介の手の中に押しつけた。豊花は空いた手を浦川の鼻先に突きつけ、目の光を強くした。

「この人が校舎の方に行っちゃって、何人かに姿を見られた。今、それが騒さわぎになってることを知ってるでしょう」

「……知ってるよ」

　拗すねたような声で返した浦川は、自分の足下を睨んだ。

「佐久間先せん輩ぱいが、お前ら双ふた子ごを雇やとったことも知ってる。それで、彼女を匿かくまっていることがバレたら困るって思って……」

「情報箱に脅きよう迫はく状じようを届けてくれたわけね」

「悪かったと思ってるよ。でも……」

「あれは別にいいの」

　豊花は京介の手から菓子袋を取ると、中身を口の中に流し込んだ。

「京介を切りつけたことも、まあ、今はいいわ。問題は、どうしてこの人が出歩くのを止めなかったかってことの方よ」

　京介は視線を感じ、肩かた越ごしに背後を振り返った。真後ろに立っている塩原と目があったが、塩原は慌あわてて京介から目を逸そらしていた。よほど気に入っているのか、塩原は大おお太だい鼓こを体に括くくりつけたままでいる。あるいは、外すことに意識が回らないほど、緊きん張ちようしているのか。

　俯うつむいた浦川の前に立ち、豊花は腕うで組ぐみをして言った。

「さっきあんた、自分でも言ったわよね。誰かに見られたら困るって。それなのに、どうして外に行かせたのよ」

「少しだけ外に出たいって言われたんだ。もちろん止めたよ」

　浦川は顔を上げ、声を大きくした。京介はマットの上の女に目をやった。女は肩を震ふるわせる以外に、全く動こうとしなかった。校舎の裏で少ない言葉を交かわした以降、口も開いていない。

「人に知られたくないって最初に言ったのは、彼女の方なんだ。だから止めたよ。文化祭前で生徒が泊とまってる、夜中でも出歩いたらまずいって教えた。だけどやっぱり歩きたいっていうから……。彼女は昼間は、息を殺したようにずっと動かないし」

「それで、昨夜はどうしたの？　軽く散歩でもして、この人はおとなしくここへ戻ってきたの？」

　豊花が尋ねると、浦川はまた視線を下げてしまう。

「昨夜も今夜と同じように、屋上から飛び降りたんじゃないの？」

「そういえば……」

　京介の後ろから塩原が、遠えん慮りよがちに顔を出して言った。

「私、この人が落ちた場所……渡わたり廊ろう下かの近くで、昼間、血の痕あとを見ました。あれって、喧けん嘩かの痕こん跡せきじゃなかったんですね」

　ジャージの擦すれる音が響ひびいた。女は膝を抱える腕うでに力をこめ、先ほどよりも深く顔を伏ふせていた。

　昨夜も女は地面に身を投げ、自分の体から発せられた白い光によって救われたのだろうか。太陽が昇のぼり、沈しずむまでの間、次に死ぬことだけを考えていたのだろうか。京介はその時間、自分が何をしていたのか思い返した。

「……俺だって昨夜の時点で、彼女が何だかおかしいって、気づいていたよ」

　俯いたままの浦川が、こもった声で言った。

「最初は俺、彼女は何か理由があって、家に帰らないだけなんだと思ってた。しばらくここに匿ってあげたら、そのうちいなくなるんだと勝手に決めていた。……でもさ、昨夜屋上から落ちて、それなのに生きていて、おかしいって俺だって思ったよ。正直、怖こわくなった」

「じゃあ、どうしてすぐ誰かに相談しなかったのよ」

　尋ねた豊花に、浦川が顔を上げる。

「それは……誰かに話して、もし新聞沙ざ汰たとかの大おお騒さわぎになったらどうしようって思ったら……。彼女を匿った俺も、何かの罪になるのかとか、色々考えちゃって」

「それで浦川は、この人のことが学校中に知られる前に、自殺を成し遂とげて消えてもらおうと考えたの？　この人が倉庫にいたことも、死体と一いつ緒しよにどこかへ消しちゃえって思ったの？」

　浦川が黙だまると、倉庫の中に息苦しい静せい寂じやくが戻った。天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが、弱々しく点てん滅めつをした。

　京介は昨日、板を求めて焦あせっていた浦川の顔を思い出した。捨て犬を拾った子供が、自分一人の力だけで何とかできると思い、奮い立っていた。女を匿った浦川の心境は、それに近かったのではないかと思った。

「なあ……」

　口を開いた浦川が、一度だけ唾つばを飲み込んで言った。

「彼女、何者なんだと思う？」

「それを調べていたら、あんたが京介を切りつけたんでしょう」

　浦川がまた項うな垂だれ、豊花が長いため息をつく。豊花は数秒だけ京介の目を見て、何かを確かく認にんするような視線を送ってきた。言いたいことは大体わかったので、京介は浅く頷うなずいた。

「浦川。あんたずっと寝ねてないんでしょう」

　豊花はクラスメートの手の中に菓か子し袋ぶくろを押し込むと、倉庫の扉とびらを示した。

「あとはあたしたちが何とかするから、もう帰った方がいいわ」

「でも」

「大だい丈じよう夫ぶよ、そのために雇われた警備係なんだから。盗とう難なんの方も、うまくごまかしておくわ。その代わり、あんたは今日までのことを口外したら駄だ目めよ」

「でも……」

「明日は準備最終日なんだから、実行委員がいないと困るでしょう。ああ、もう日付は変わっているから、今日なのよね」

　豊花が背筋を伸のばすと、背骨の関節が強気な音を立てた。

　浦川は京介の方にも、判断を求めるような目を向けてきた。京介は狭せまい足場を移動し、ベニヤ板をどかして扉を開けてやった。

　十秒ほど動かなかった浦川だが、やがて小走りに倉庫を出て行った。京介は開けたままの扉を手で押さえ、背後にいた塩原に言った。

「お前も帰れ」

「私は帰りません」

　大太鼓を抱かかえた塩原は、真まっ直すぐに京介を見返してきた。気合いが入りすぎているのか、塩原の頰ほおは紅潮していた。

「風紀委員として、最後まで立ちあいます」

「この事件に校則は関係ないだろう」

「あります。この人は、我が校の生徒ではありませんよね。学校関係者以外の校内への立ち入りには、事務室で手続きをしてもらわないとなりません」

「わかったわよ」

　一歩踏ふみ出した豊花が、塩原を強引に倉庫の外へと押し出す。

「だけどそれはとりあえず明日にして、あんたも帰って寝た方がいいわよ。もう遅おそいんだから」

　眉まゆをつり上げた塩原は、大太鼓で豊花の腹を押し返した。

「私は毎晩二時まで、ラジオの虹原深夜放送を聴きいているので、このくらいの時間はへっちゃらです」

「まあ大変。だったら今すぐ帰って、チャンネルを合わせないと」

　そう言った豊花が、再度塩原を押す。塩原はまた何か言い返してきたが、豊花が前歯を剝むいて「睡すい眠みん不足は美容の大敵。それで失しつ恋れんしても知らないわよ」と言うと、何故なぜかぴたりと黙ってしまった。言葉の意味が京介にはよくわからなかったが、素す晴ばらしい威い力りよくだった。新しい呪じゆ文もんかと勘かん違ちがいしそうになった。

　豊花は扉を閉め、内側からベニヤ板と棒を立てかけ、開かないようにした。マットの上の女に向き直ると、小さく微笑ほほえんで言う。

「騒さわがしくしちゃって、ごめんね。もう大丈夫だから」

　女は答えなかった。肩かたの震えも止まらず、乱れた髪かみの毛が背中の上に零こぼれてゆく。

　豊花はマットの前に座った。手を引っ張られ、京介もその隣となりに座らされる。豊花は自己紹しよう介かいをしたが、女の反応はなかった。

　マットの方へ数センチだけ近づき、豊花が言った。

「あのね、あなたが屋上から落ちてどうなったかってこと、京介から聞いたわ」

　女の腕の下で、呼吸の乱れる音が響く。

「でも、あなたのことをおかしく思ったりしないし、困ってることがあるなら、力になれると思う。あたしたち、警備係だから」

　警備係だからというよりも、術者だからと言いたいのだろうと、京介は思った。役職名が効いたかどうかはわからなかったが、女の呼吸の音は静まった。

　女は抱えた膝ひざの上から、生気の欠けた顔を覗のぞかせた。豊花は頷き返し、尋たずねた。

「あなたの名前、笠岡理保さんであってる？」

「どうして知ってるの」

　小さな声で女が問い返す。

「あたしたち、昨夜校内を歩いていたあなたについて、少し調べたの」

　豊花は片手で自分の顔を指し、別の手で京介の背中をひっぱたいた。痛かったが、京介は黙っていた。重い空気に引きずられないように、豊花が必要以上に動きをつけているのだということは、何となくわかった。

「それで、笠岡さんに似ているっていう話を聞いたの。あなたが一昨年おととしの三年生で、途と中ちゆうで学校をやめたってこともわかった。学校にこうして戻もどってきたのは」

　どうして、と尋ねかけた豊花より先に、笠岡が口を開く。

「気がついたら高校の近くにいた」

　膝の上に顔を伏せながら、笠岡は言った。ただでさえ小さな声が、更さらに聞き取りにくくなる。

「それ以上歩けなくなって倒たおれた。そうしたら、さっきの生徒が助けてくれた」

「どこかに行く途中だったの？」

「高い建物を探していただけ。どこでもよかった。この辺りで一番高い建物って、学校くらいだから。駅の方に行けばもっと高い建物や鉄てつ塔とうもあるけれど、人が多いところには行きたくなかった」

「高い建物って……」

「飛び降りられるような場所」

　頭でも痛むのか、額を押さえながら笠岡が言った。

　天井で蛍光灯が再度点滅をする。黒ずんだ管を見上げ、寿じゆ命みようが近いのかもしれないと京介は思った。

「一昨年、笠岡さんが同じことをしたって話も、あたしたちは聞いたわ」

　笠岡の頭に響ひびかないようにと考こう慮りよしたのか、豊花は先ほどよりも小さな声で言った。

「クラスの生徒が病気で死んじゃったってことも。もしかして原因って……」

「私が殺した」

　豊花の声を遮さえぎって、笠岡が口を開いた。

　顔を上げた笠岡は、京介の目を見た。自分の右の手のひらを低く上げ、顔を歪ゆがめた。

「私の力、見たでしょう？　どんな傷も病気も、一いつ瞬しゆんにして治せる。その反対に、どんな傷も病気も一瞬に進行させて、死に至らしめることもできる。それを使って殺した」

　手のひらをマットの上に落とし、笠岡は肩で荒あらい呼吸を繰くり返した。

「拝はい呪じゆ能力の一種で、臨りん転てん力と呼ぶんだって言われた」

「拝呪能力って……」

　豊花が京介を見る。京介は、夏に起きた事件のことを思い出した。

　光流脈使い以外に、拝呪能力者と分類される人間が、世の中にどれほどいるのか京介にはわからない。しかし立て続けに遭そう遇ぐうすると、根こん拠きよのわからない因いん縁ねんのようなものを感じずにはいられなかった。

　笠岡は自分が口にした言葉を払はらうように、首を強く振ふった。

「そんな呼び方、知らなかった。私にとってはいらない力だった。物心ついた時から備わっていた。うまく制せい御ぎよもできない。殺したくないのに死なせてしまった人は、何人もいる」

　両手で顔を覆おおった笠岡が、全身を痙けい攣れんさせる。豊花が自分の膝の上で手を握にぎりしめ、笠岡に問いかけた。

「でもさ、あなたが病気の生徒を死なせちゃったのは、わざとじゃないんでしょう？」

「わざとよ」

　嗚お咽えつ混じりの声で笠岡が答えた。

「殺せって言われた。どうせあいつはいつか死ぬんだから、実験台には最適だって。その後に、私に屋上から飛び降りろって言った。能力者自身にも力が効くかどうか、調べるって。失敗して死んでも、後追い自殺だと思われるから怪あやしまれないって。結果が出たら、今度は学校をやめろと言われた。お前は素す晴ばらしい力を持っているから、学校なんてどうでもいいんだって、もっと力をつけてやるって」

「ちょっと待って」

　豊花が立ち上がり、笠岡の顔を覗き込んだ。

「誰だれかに言われてやったのね？　誰がそんなことを言ったのよ？」

「安西……」

「安西って？」

「安西啓克。父親の跡あとを継ついで、拝呪能力者の研究をしている。同級生だった。私は自分のことを、全すべて話した」

　ジャージを強く握りしめながら、笠岡は肩を震ふるわせた。

「普ふ通つうの人には話すものじゃないって、頭のどこかでわかっていたのに。私が悪いの、全部」

「あなたは悪くないわよ、絶対」

　豊花が声を大きくする。

「安西っていう奴やつが悪いだけでしょう」

「違ちがう。普通の人に比べれば、私は化けものよ。安西だってそう言った。研究者以外の誰からも理解されないって」

「そんなことないわよ。時々理解を示してくれる人もいる。あたしの昔の友だちだって……」

「それは本当の理解じゃない」

　笠岡が口早に言った。

「現実を知らない子供か、理解を示す自分に酔よっているだけの偽ぎ善ぜん者しやよ」

　豊花が口を閉ざし、重い息を吐はく。蛍けい光こう灯とうの点てん滅めつは、間かん隔かくを短くし始めていた。

「それで……」

　蛍光灯に舌打ちをし、豊花が笠岡に尋ねる。

「その安西って奴は、今どうしてるの？」

「きっと、私のことを捜さがしてる」

「あなた、その人のところから逃にげてきたんじゃないの？」

　笠岡が無言で顔を上げる。血の気を失った顔は、紙のように真っ白になっていた。

　蛍光灯が切れた。倉庫の中に闇やみが落ちる。暗闇の中で、豊花が京介の腕うでを摑つかみ、言った。

「どうする？　本家に連れん絡らくした方がいいのかな……。この倉庫に匿かくまっているだけじゃ、危険よね」

　明かりがなくても、豊花の瞳ひとみは強い光を放っていた。

　拝呪能力者と、その研究者。一いつ介かいの矯きよう正せい術者が対処するには大きな問題だ。笠岡の自己制御が効かないという能力も危険だが、安西という研究者がどれほどの力を持っているのかも、まだわからない。対処しきれなかった場合、この学校にも何らかの被ひ害がいが及およぶ可能性もある。

　玲れい洗せん樹じゆの枝を持ち、京介が立ち上がった時、外から大きな音が聞こえた。驚おどろいた笠岡が動き、その反動で窓を覆っていた板と暗幕が外れた。倉庫の中に薄うすい明かりが差し込む。豊花が立ち上がり、笠岡を庇かばうように前に立った。

　音は数度続いた。倉庫から少し離はなれた場所から聞こえてくるようだった。

　音がやんだ。かすかに人の話し声と足音が聞こえる。豊花が声を殺して呟つぶやいた。

「安西って奴が来たのかしら……」

　京介は扉とびらに手をかけ、豊花に言った。

「外を見てくる」

「あたしも行くわ」

「塩原が騒さわいでいるだけかもしれない。お前はここにいろ」

　豊花の背後にいる笠岡に目をやると、笠岡は京介の玲洗樹の枝を見ていた。今初めて、この杖つえの存在に気がついたようだった。

　マットからゆっくりと立ち上がり、笠岡が呟いた。

「光流脈使い……」

「わかるの？」

　目を丸くして尋たずねた豊花に、笠岡が小さく頷うなずく。

「安西が言っていた……光流脈使いの力や、特とく徴ちようを」

「何よ……こっちのことも全部調査済みってこと？」

　豊花が顔を顰しかめて呻うめいた。

「さすがは研究者ね。玲洗樹の枝を見て、魔ま女じよだとか言っているうちの生徒とはわけが違うわ」

　俯うつむいた笠岡に、豊花が笑えみを浮うかべる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。京介は見かけはやる気がなさそうだけど、生意気にも潜せん在ざい精神力ってのが高い術者で……」

「逃げて」

　笠岡の鋭するどい声が、豊花を黙だまらせた。

「安西は最近、研究結果を商売にしようとしているの。今は捕ほ獲かくした遊体精せい霊れいを使って、能力の高い光流脈使いを捜さがしている。だから、逃げて」

　豊花が不安そうに京介を見る。京介もその目を見返した。その時。

　体育用具倉庫の扉が、外側から強い圧力を受けて破は壊かいされた。




「また君か」

　倉庫の外に立っていた大男は、京介を見ると忌いま々いましげな表情でそう言った。

　真上から差す月光が、男の眉み間けんに濃こい影かげを刻んでいる。塀へいに似た体型の男は、副家長の石田だった。石田の後ろには三名の護衛隊員が控ひかえている。更さらにその背後には、塩原友子が顔中に不ふ審しんの色を浮かべ、右往左往をしていた。

「い、一条君。このおじさんたち、誰なんですか」

　塩原は京介の顔を見ると、大おお太だい鼓このばちを振って尋ねてきた。

「こんな夜中にこんな怖こわい顔をして、何の用なんです。一条君のお友だちなんですか」

　京介は答えようがなかったので、黙っていた。石田が何故なぜ高校の敷しき地ち内にいるのか、京介もわからなかった。

「下がっていろ。拝呪能力者がここにいるだろう」

　石田に腕を摑まれ、京介は倉庫の外へ放ほうり出された。石田が巨きよ体たいを折り曲げて、倉庫へ入っていく。その背を追おうとした京介の前に、塩原が割り込んできた。

「一条君、何か答えて下さい。あの人たちは……」

「お前には関係ない。早く帰れ」

「どうしてです。あのおじさん、人さらいなんじゃないですか。だったら私も戦いますよ」

「お前には関係ないんだ」

　京介がもう一度言うと、塩原は一いつ瞬しゆんだけ怯ひるんだ顔をした。

「副家長に逆らわない方が、いいですよ」

　動こうとした京介に、護衛隊員の一人が耳打ちをしてきた。暗い校庭を背にした護衛隊員の顔は、妙みように真しん剣けんだった。

「深夜残業中の副家長は、日中の五倍怖こわいって言われていますから」

　知っていても嬉うれしくない情報だった。

　石田に倉庫の中からつまみ出された豊花が、悲鳴を上げた。豊花は倉庫内の他ほかの備品と共に地面を転がってきたが、京介の足にぶつかり、ようやく止まった。

　ほどなくして石田は、笠岡の手首を摑んで倉庫から出てきた。事情が摑めていないらしい笠岡は、ひどく瞳を揺ゆらしていた。

「ちょっと、乱暴にしないでよ」

　起き上がった豊花が石田に駆かけ寄り、遥はるか上空にある相手の顔を睨ねめ上げた。

「この人は研究者のところから逃げてきて、疲つかれ切ってるのよ」

「話は大体聞かせてもらった。この女は危険だ。存在処置について、本家で検討する。来い」

　石田に手首を捻ひねられて、笠岡の表情が歪ゆがむ。

「やめてって言ってるでしょう。丁てい寧ねいに保護してあげてよ」

　豊花が眉まゆをつり上げ、石田の腕に両手で摑みかかった。石田は鬱うつ陶とうしげに目を細めた。

「邪じや魔まをするな。任務遂すい行こう妨ぼう害がいで減げん俸ぽうにするぞ」

「あんた、ちゃんと聞いていたの？　この人は何も悪いことをしていないわ。安西っていう奴やつのせいで……」

「一いつ般ぱん人じんに命じられるままに、この女は力を使っていたんだろう」

　空いている手で豊花を払はらい除のけ、石田が言う。背中から地面に叩たたきつけられて呻く豊花を、京介は助け起こした。

　豊花の爪つめが掠かすったらしく、石田の手の甲こうには小さな傷が残っていた。石田は傷に鼻を鳴らし、京介と豊花を見み据すえて言った。

「拝呪能力を濫らん用ようする者は危険だ。光流脈使いにとっても、敵となり得る。それくらいわかるだろう。そもそも、必要があって使った力を見られたというならばともかく、一般の人間に敢あえて打ち明けるなど、どうかしている。こうなったのも自じ業ごう自じ得とくだろう」

「そういう言い方って、ひどいんじゃないの」

　喚わめく豊花を無視し、石田は笠岡を護衛隊員に渡わたして歩き始める。

　豊花が京介の腕を強く引き、耳元で早口に言った。

「笠岡さんを連れて、走って。裏門の側そばの電話ボックス。いいわね」

　聞き返す間もなかった。豊花は塩原に駆け寄り、茫ぼう然ぜんとしている塩原から大太鼓のばちを取り上げた。

　校庭中に激しい騒そう音おんが鳴り渡った。音に驚いた石田や護衛隊員が、足を止める。京介は地面を蹴けり、護衛隊の手から笠岡を取り返した。

　すぐに背後から、怒ど鳴なり声と足音が追いかけてきた。笠岡の手首を摑つかみ、京介は走った。

　校庭の中央には、陸上部が作った巨きよ大だい迷路の壁かべが、城じよう塞さいのように広がっていた。迂う回かいして走ろうとする京介の横に、豊花が並んできて叫さけんだ。

「このまま迷路を突つっ切るわよ。ついてきて」

　追いつかれたり、迷ったらどうするんだと京介は尋ねようとしたが、豊花の横顔はやけに自信に満ちていた。豊花はスカートのポケットから、「抜ぬけ道マップ」と記された用紙を取り出し、短く笑った。情報箱にそんなものが入っていたことを、京介も思い出した。

「笠岡さんのことは、本家に保護してもらいたいけれど、あのおっさんは乱暴だから預けられない」

　入り組んだ道を先頭に立って走りながら、豊花が言った。

「でも、あの甘っちょろい家長なら、頼たのみ込めば何とかしてくれるかも。連れん絡らくしてみるわ」

　迷路を出て、京介たちは裏門の方向へ急いだ。笠岡が何度か転てん倒とうしそうになり、京介も足を止めたが、石田たちは迷路で迷っているらしく、追いついてこなかった。

　裏門は夜間ということもあって、閉へい鎖さされていた。閉じられた門の真横に、電話ボックスがある。周辺に生徒の姿はなく、虫の声も聞こえてこなかった。

「花か壇だんの陰かげに隠かくれていて」

　豊花は電話ボックスへ走って行った。京介は笠岡の背を押し、花壇の後ろへ座らせた。近くには外灯が明かりを振ふりまいていたが、どこか弱々しい。瘦やせた月の光の方が、まだ頼たよりがいがありそうだった。

　花壇には黄色い花が無数に咲さいていた。屋上に供えられていた花に似ていた。石段の隅すみに、置き忘れられたらしいスコップと草くさ刈かり鎌がまが転がっている。こちらの鎌は用具倉庫にあったものとは違い、新品だった。

「……私をどうするの」

　笠岡が、京介の目を見て言った。

「どこへ連れて行くの？　本家って、あなたたちの組織のことでしょう。光流脈使いの組織の長おさは、自分のために他人を平気で潰つぶすって、安西が言っていた」

「光こう主ぬしは……そういう奴は、もういないから」

　京介はため息混じりに答えた。安西という研究者は、随ずい分ぶんと細かい事情まで調べているらしい。

「あんたが本家の敵にはならないってわかれば、悪いようにはしないと思う」

「殺されたっていい。殺してくれるなら、そうしてほしい。……ねえ」

　手を伸のばした笠岡が、京介の玲れい洗せん樹じゆの枝に触ふれた。

「光流脈使いの力は、強いんでしょう」

「術者による」

「私の頭を粉々にして」

「何言ってるんだ」

「私の能力を確実に働かなくさせるには、それしかないの。昨日も今夜も、うまくいかなかった。一昨年おととしの秋からわかっていたけれど、でも私には場所を探している時間がない。きっともうすぐ安西が来る……だから」

「さっきも言っただろう」

　笠岡から玲洗樹の枝を遠ざけ、京介は言った。

「敵でもない人間に、そんなことはできない」

　花か壇だん越ごしに電話ボックスを見ると、受話器に向かって豊花が何やら喚いていた。

「安西はどうなるの」

　俯うつむいていた笠岡が、長い髪かみの奥から尋たずねた。

「安西を見つけたら、殺すの」

「わからない」

「安西が研究者でいるのは、大きなことを企たくらんでいるからじゃない。拝はい呪じゆ能力者か、そうでない普ふ通つうの人間か、どちらかの立場にも自分はいられないと思っているから。それだけのことなの」

　笠岡が顔を上げた。その表情に、初めて強い感情が表れていた。

「研究者という中間点に立って、能力者をもののように扱あつかい、それを人に売る。どちらのことも翻ほん弄ろうしている気になって、蔑さげすんでいる。そうすることで、安西は自分を安心させているだけ」

「どういうことだ」

「私は能力者をやめることはできないけれど、安西には別の生き方があると思う。そのためには、私たちは一いつ緒しよにいない方がいい。寂さびしいなんて思ってはいけなかった」

「安西のことを、今も好きなのか」

　風が吹ふいて、花がざわめいた。京介の声は届いたはずだが、笠岡は重い息を吐はき出しただけで、答えなかった。

　笠岡が正気なのか、それとももう心が潰れているだけなのか、京介には判断がつかなかった。どちらであったとしても、それを石田が言ったような、どうかしているという言葉で片づけることはできそうにもなかった。自分の全すべてを知ってもらいたいと思えた相手が、京介にもいた。

　殺気立った金属音が響ひびいた。受話器を叩き切った豊花が、何やら捨て台詞ぜりふめいた言葉を吐き捨て、電話ボックスから出てくるところだった。

「信じられない。あの家長、仮か眠みん室しつで熟じゆく睡すい中なんだって」

　京介の横に勢いよくしゃがみ込み、豊花が言った。

「代わりに電話に出た人は、副家長の指示に従って下さいとしか言わないし。ああ、あたしも早く偉えらくなりたいよう……」

　そう嘆なげいた豊花は、ふと京介と笠岡の顔を見て「どうかしたの？」と首を傾かしげた。

「これからどうするんだ」

　玲洗樹の枝を何となく握にぎり、京介は豊花に尋ねた。豊花はスカートの裏返ったポケットを直しながら、言った。

「副家長に捕つかまらないように、本家へ移動するしかないわね。迷路で足止めさせている今のうちに……」

　不意に頭上に暗い陰かげが差した。用具倉庫の蛍けい光こう灯とうのように、外灯も切れたのかと思いながら、京介は顔を上げた。

　石田がいた。思った以上に早い到とう着ちやくだった。迷路で相当頑がん張ばったのか、石田の額には見るのがいやになるほど血管が浮ういていた。京介の隣となりで、豊花がヒグマにでも遭そう遇ぐうしたような呻うめき声を上げた。

　石田は京介と豊花の襟えり首くびを摑むと、まとめて花壇の前へ押し出した。護衛隊員が駆かけ寄ってきて、両側から笠岡の腕うでを捕とらえた。笠岡は目を伏ふせただけで、抵てい抗こうする素そ振ぶりは見せなかった。

「出世がしたければ、上司に逆らわないことだ」

　京介たちに向かってそう言い、石田が護衛隊員に移動の指示を出す。追いかけようとする豊花を押さえ、京介が口を開きかけた時。背後で犬の鳴き声がした。

　振り返ると、白い犬を連れた若い男が立っていた。首に頑がん丈じようそうな鎖くさりをつけた犬は、京介を見ると嬉うれしそうに尻尾しつぽを振って、二度鳴いた。若い男の方も口元を笑わせた。

　今朝、校門の前で会った男だった。犬の散歩中に校内へ入ってきてしまったのだろうか。「誰だれ？」と後ろから尋ねてくる豊花には答えず、京介は眉まゆを寄せた。

　男は京介から視線を外し、笠岡の方を見た。

「母校に迷めい惑わくをかけたら駄だ目めじゃないか」

　笠岡の表情が歪ゆがんだ。足を止めた石田が、男を睨にらんで尋ねる。

「何だ、君は」

「この高校、不思議だよな」

　石田には見向きもせず、男は笠岡に向かって話し続けた。

「どうってことない普通の高校なのに、お前にしろこいつらにしろ、普通じゃない奴やつが集まってくる。何かあるんじゃないかって気がしてきたよ」

　風が、男の秋物の上着を揺ゆらす。犬は上じよう機き嫌げんで吠ほえ続けていた。

「お前は一昨年おととしの文化祭、出られなかったんだよな。俺も毎年サボっていたから、まともに見たことはなかった。せっかくここへ逃にげ込んだなら、文化祭当日まで連れ戻もどすのを待ってやろうと思ったけど、この事態じゃもう仕方がないよな。諦あきらめよう」

「質問に答えろ」

　声を荒あららげた石田が、男に詰つめ寄っていく。

　男は犬に屈かがみ込み、首輪に手をかけた。鎖を外そうとしているようだ。犬は前まえ脚あしで地面を搔かき、早く自由にしろとせがんでいるように見えた。

　京介は今朝、公園で、人魚に似た遊体精せい霊れいから聞いた言葉を思い返した。遊体精霊の定義は何だったか。確か、実在する生物にごく近しい外見を持つ──。

「笠岡」

　男が顔を上げた。笠岡の目が見開かれた。

「帰ろう、一緒に」

　鎖が外れた。京介が石田に呼びかけるよりも早く、犬が駆けた。犬は石田を迂う回かいし、護衛隊員の前方へ飛び込んだ。犬の歯が、中型犬には不ふ釣つり合いな長さに伸びる。

　隊員が応戦する時間はなかった。犬は三人の手足に食いついた。立て続けに悲鳴が響き、解放された笠岡が地面にへたり込む。

　京介と豊花は、ほぼ同時に笠岡に駆け寄ろうとした。だが、周辺の空気が震ふるえるほどの舌打ちをした石田が、京介たちを突つき飛ばし、動き始めた。地面で頭を打ち、京介の意識が一いつ瞬しゆん途と切ぎれる。目を開けると、石田が犬に向かって走って行くところだった。

　倒たおれ伏した隊員になおも襲おそいかかる犬の胴どうへ、石田が摑つかみかかる。犬の体が宙に浮いた。地面に何度も、犬が叩たたきつけられる。きゃんきゃんと鳴いた声だけは、普通の犬と変わらなかった。

　石田は最後に、犬を電話ボックスの外がい壁へきに投げつけた。ガラスの壁かべが砕くだける音と同時に、人の悲鳴も聞こえた。電話ボックスの後ろには一体いつからそこにいたのか、塩原が尻しりもちをついていた。

　地面に崩くずれ落ちた犬の体は、一度だけ痙けい攣れんをして動かなくなった。若い男はその光景を、動きのない映画でも観るような顔で眺ながめていた。

　京介の隣で、頰ほおに土をつけたままの豊花が、男を見上げて言った。

「あんたが、安西……？」

「笠岡が喋しやべったのか」

　男は冷れい笑しように近い笑えみを浮かべると、手にした犬用の鎖に目をやった。

「あいつも喋れないように、少し頭をいじった方がいいかな。遊体精霊もうるさいから黙だまらせたけれど、鳴き声だけでコミュニケーションは充じゆう分ぶんとれているし……。ああ、そうだ。今度から、笠岡にも首輪をつけようか」

「調子に乗るな」

　豊花に先んじ、石田が怒ど鳴なった。男に詰め寄った石田は、鎖を叩き落として、相手の胸むな倉ぐらを摑み上げた。

「どこのガキだか知らないが、拝呪能力者や精霊に、一いつ般ぱんの人間が手を出すな。研究者などを気取っていると、痛い目を見るぞ」

　安西は石田の大声に、うるさそうに小さく顔を顰しかめただけだった。首を動かした安西は、花か壇だんの近くで動けずにいる笠岡を見る。笠岡の肩かたが震えた。立ち上がった豊花が、笠岡に駆け寄って肩を抱だいた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。あのおっさん、態度は腹立たしいけど、強いから。安西なんか倒してくれるから」

「笠岡」

　冷笑を戻した安西が言った。

「殺していいぞ、こいつら全員」

　笠岡の体の震えが大きくなった。なだめて落ち着かせようとする豊花の手を、笠岡が振ふり払はらう。豊花が地面に倒された。

　笠岡が奇き声せいを発しながら立ち上がった。花壇の側そばに落ちている草くさ刈かり鎌がまを取ると、笠岡は石田に向かって走り出した。豊花が名前を叫さけんだが、笠岡には全く聞こえていないようだった。

　明らかに様子がおかしい。京介は笠岡を止めようとした。目の前に石田から放された安西が倒れ、進路を塞ふさぐ。石田は笠岡に向かって走り出していた。

「笠岡の頭の中はな」

　起き上がった安西は、上着の裾すそを払って言った。

「俺の命令に応じるように、細工がしてあるんだ。その時だけは、うまく力を使いこなせる」

　笠岡が獣けものに似た叫び声を上げ、石田の胸板に向かって鎌を振り下ろした。その細い右手は、石田によってあっさりと摑み止められる。

　だが右手はフェイントに過ぎなかった。笠岡の左手が動く。指先が石田の手の甲こうに伸のび、豊花が作った小さな引っ搔き傷きずに触ふれた。それだけだった。その行動が理解できないらしく、石田が眉み間けんの皺しわを深くする。笠岡の指先に小さな黒い光が生じた。

　臨転力は、どんな傷も病気も一いつ瞬しゆんにして治せる。だがその反対に、どんな傷も病気も一瞬に進行させて、死に至らしめることもできる拝はい呪じゆ能力。逃げろと、京介は石田に向かって言った。声を搔き消すように、笠岡の左手から黒い閃せん光こうが[image: ]ほとばしり、轟ごう音おんを上げる。

　石田の手の甲から肩にかけて、一直線に傷が広がり、血が噴ふき上がった。光の轟音よりも大きく、石田が絶ぜつ叫きようした。外灯の明かりを塗ぬり潰つぶし、赤と黒の二色が宙に濃こく満ちた。

　傷口が首に達する前に、石田は笠岡の体を突いて遠ざけた。石田の巨きよ体たいが倒れて地じ響ひびきが上がる。安西は笑っていた。京介は玲れい洗せん樹じゆの枝を握にぎり、走った。腹立たしい副家長だが、当然見殺しなどにはできない。

「来るな」

　脂あぶら汗あせにまみれた顔を上げ、石田が怒鳴った。

「私のことは構うな。早く女を止めろ」

　立ち止まった京介の横で、笠岡が動いた。鎌を持った笠岡は、次に豊花へ襲いかかる。京介は走り始めたが、間に合わなかった。

　鎌の先が豊花の頭部を狙ねらう。両手を上げて抗あらがった豊花の肘ひじが、切れる。柄えの部分が豊花の側頭部を打ち、鈍にぶい音が響ひびいた。

　京介は玲洗樹の枝を捨て、再度鎌を振ろうとする笠岡の前に回り込んだ。両りよう腕うでを摑むと、笠岡は唸うなり声を発し、全力でもがいた。表情は怒いかりに満ち、鬼おにのようだった。相手は瘦やせた女なのに、京介も全力で押さえ込まなければならなかった。

「殺して」

　笠岡の声の中に、かすかに言葉が聞こえた。

「私を殺して。お願い。殺して、殺して」

　歪んだ表情に埋うもれた瞳ひとみには、涙なみだが滲にじんでいた。

「一条君！」

　塩原の声が聞こえた。京介の視界の隅すみで、白いものが動いた。電話ボックスの前で、犬が起き上がっていた。

　笠岡を放すか犬に向き直るか、判断に使ったわずか数秒が致ち命めい傷しようとなった。高く跳ちよう躍やくした犬が、京介の左ひだり肩かたに嚙かみつく。長い犬歯が背中まで貫かん通つうし、京介は地面に倒された。

　血相を変えた塩原が、近づいて来るのが見えた。京介は首を横に振り、逃にげろと伝えた。犬はその動きが気に食わなかったらしく、両前まえ脚あしの爪つめも伸ばして京介の肩を押さえつけた。鋭するどい痛覚に京介は一瞬目を閉じたが、塩原が駆かけ去っていく足音は聞こえた。

　目を開き、犬の腹部に膝ひざを叩き込もうと試みたが、うまく動けなかった。犬の歯と爪が京介の体を地面に突き刺さし、ピンに似た役割を果たしている。傷は痛む一方で、もがけばもがくほど、尖とがった歯が傷口を広げてゆく。

　昆こん虫ちゆう採集に使われた虫のような気分だと、京介は落ち着きを取り戻もどすために考えた。

　昆虫採集に使われる虫の方が、もう少し待たい遇ぐうはいいだろう。そこまで考えたら、落ち着きが戻った。京介が暴れるのをやめると、犬はそれでいいんだと言うように尻尾しつぽを振った。

「タロウ、美味うまいか？」

　傍かたわらまで歩いてきた安西が、犬の背を見下ろして言った。犬は前脚で京介の肩を押さえ、傷口に鼻先を突っ込んでいた。白い毛を血で濡ぬらし、嬉うれしそうに舌を動かしている。血も肉も細さい胞ぼうも、全すべてを舐なめつくそうとしている。

「さすがに朝から校門の前で、食わせるわけにはいかなかったからな。よかったな」

　犬が三度鳴いた。

　遊体精せい霊れいに食われるのはよくない気分だという感想を持ちながら、京介は右の指先を動かした。地面に落ちた玲洗樹の枝に、何とか届く。安西に気づかれる前に、術具に手を伸ばした。

「でもタロウ、そいつは死なせるなよ。笠岡と一いつ緒しよに連れて帰る。ある程度食ったら、その辺に転がっている光流脈使いに切り替かえろ。不味まずいかもしれないけどな」

　安西は笑いを含ふくませてそう言い、倒たおれている石田や護衛隊員の方へ顔を向ける。京介は玲洗樹の枝を引き寄せ、杖つえの先を犬の頭部へ向けた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。丑うしより出いでて未ひつじへ五十、掃そう射しや。前方対象を消しよう滅めつ」

　光こう弾だんが連発して犬の体を穿うがった。黄金色の光が氾はん濫らんし、京介自身の視覚をも麻ま痺ひさせる。遊体精霊の体が何弾目で消滅したかはわからなかったが、最後の光が放たれた時、京介の肩に刺さった犬歯と爪が全て砕くだけ散った。

　玲洗樹の枝に摑つかまって、京介は立ち上がった。肩の傷は思った以上にひどく、体を立てると同時に血が零こぼれて玲洗樹の枝を染めた。

「笠岡」

　光の余よ韻いんが残る闇やみの向こうで、安西が言った。

「光流脈使いの弱点、教えたよな。潰せ。殺すなよ」

　安西が言い終えると同時に、笠岡が京介の前に飛び込んできた。赤く濡れた鎌が迫せまる。肩が痛んで思ったように動けず、京介は腹を抉えぐられた。

　手首を返した笠岡は、鎌の柄を京介の首へ突つき出してきた。その攻こう撃げきはまともに受けてしまった。奇き妙みような音が激痛と共に、喉のど元もとを通り抜ぬけた。

　喉を潰された。詰つまった呼気を意識的に吐はき出すと、錆さびた味が気管を逆流してきた。玲洗樹の枝の色が、京介の吐いた血でまた染まる。

　彼岸花の色に似ている。京介はそう呟つぶやいてみた。

　声は最後まで出なかった。




　校内宿しゆく泊はく中の消灯は二十二時。起き床しようは六時。夜よ更ふかしは禁止のこと。

　文化祭実行委員会準備室の扉とびらには大きな半紙がぶら下がり、そんな言葉が記されていた。半紙を見上げ、塩原友子は唇くちびるを嚙む。現在の時刻は午前一時過ぎだ。準備室の扉の向こうからは、鼾いびきのような音が絶えず聞こえてくる。

　塩原は扉を三回ノックした。返答はなかった。十回ノックした。返答はなかった。二十回ノックし、声もかけてみると「うるさい、明日は六時起きなんだよ」という苛いら立だった声が返ってきてしまった。

　塩原は鼻息を強く吐はき出すと、大おお太だい鼓こを思い切り連打した。途と端たん、扉の向こうが騒そう然ぜんとし、実行委員長の佐久間が廊ろう下かに飛び出してきた。

「うるさいよ。何の騒さわぎだ」

「風紀委員の塩原です。お休み中のところ、失礼します」

　塩原は佐久間に負けないほどの声を張り上げ、取り急ぎ挨あい拶さつをした。

「長谷委員長が、テレビの深夜番組『それゆけ虹原法律相談事務所』を観たいがために帰宅してしまっているので、人手が足りません。文化祭実行委員会に協力してほしいことがあります」

　まだ目が覚めきっていないのか、佐久間は茫ぼう然ぜんとした顔で塩原を見ていた。寝ね癖ぐせのついた佐久間の頭越ごしに、他ほかの委員がやはり呆あつ気けにとられた顔を覗のぞかせていた。

「風紀委員の仕事なんか、私たちは何もできないよ」

　徐じよ々じよに目の焦しよう点てんを正確にしながら、佐久間が言った。

「寝ね酒ざけを飲んでいる生徒でも見つけたのかい？　校則違い反はん者しやの摘てき発はつなら、あんたらで勝手にやっておくれ」

「違ちがうんです」

　扉を閉めようとする佐久間に詰め寄り、塩原は声を大きくした。閉まりかけた扉の間に大太鼓が挟はさまり、木の枠わくが軋きしむ。

「裏門付近に不ふ審しん者しやがいます。人さらいかもしれません」

「人さらい？」

「犬もいます。何とかしたいんですけれど、私一人じゃどうにもならなくて」

「そういえば……」

　怪け訝げんそうな顔をする佐久間の後ろで、女子委員が頭を搔かいて言った。

「さっき、窓の外で光とか見えたような気がしたけど」

「そう、それです」

「夢じゃないの？」

「夢じゃありません」

　声を裏返して叫さけんだ塩原の背後で、小さな光が弾はじけた。塩原は恐おそる恐る振ふり返った。フラッシュつきの使い捨てカメラを持った男子生徒が立っていた。

「何の騒ぎですか。風紀委員会が文化祭実行委員会に賄わい賂ろを渡わたす、決定的瞬しゆん間かんですか」

　男子生徒は楽しげにシャッターを切っていた。

　男子生徒を無視し、佐久間が塩原に向かって片かた眉まゆを上げた。

「人さらいだか犬だか知らないけれど、そういう時こそ、警備係の出番だろうが。あの双ふた子ごに頼たのみな」

　佐久間は勢いよく扉を閉めた。塩原が肩かたを落としながら振り返ると、カメラを持った男子生徒が「もう寝ようっと」と言って廊下を走って行った。

　塩原は大太鼓を抱かかえ直すと、ばちをふるいながら校内を駆けた。時折うるさいと怒ど鳴なられることはあったが、生徒は誰だれも起きてきてくれなかった。

　走り疲つかれた塩原は、階段の途と中ちゆうで座り込んだ。

「風紀委員の力では、人は集まらないんですね……」

　絶え絶えの息の中で、塩原は呟く。誰も答える相手はいないはずだった。

「仕方ないですよ」

　答えが返ってきて、塩原は周囲を見回した。誰もいなかった。いつの間に入り込んだのか、階段の一段下に、鳩はとが一羽いるだけだった。

「数分前、安西が校舎内に幻げん覚かく剤ざいをばらまいたので、誰も外の様子には気がつかないんですよ」

　鳩のくちばしが動くと同時に、声が流れた。

「何か見たり聞いたりしたとしても、明日になったら忘れてしまいますよ。光流脈使いが時々、他人の記き憶おくを削けずったり塗ぬり替えたりする、あれの真似まねをしたんですよ」

　塩原は声にならない悲鳴を上げて、腰こしを浮うかした。

「は、鳩が……」

「鳩じゃなくて遊体精霊ですよ」

　鳩は塩原の横へ飛び移ると、円形の目を塩原に向けた。

「あなたもあの光流脈使いに近づきたいなら、これくらいのことで驚おどろいたら駄だ目めですよ」

「こ、こうりゅうってなんですか」

「三さん択たくですよ。あなたがあの光流脈使いを手に入れる方法は、三択ですよ」

　塩原の問いかけには答えず、鳩が言う。

「あの光流脈使いが何か過あやまちを犯して、組織から全すべての能力を封ふうじられる日を待つか。あるいはあなたが何かの方法を見つけて、あの光流脈使いから能力を消してやるか。あるいはもうあの光流脈使いを殺してしまって、非能力者として生まれ変わるのを待つか。三択ですよ」

「あ、あの」

「質問には何でも答える方ですよ」

「何を言ってるのか、全然わからないんですけれど……」

「どうせ明日になったら、忘れてしまいますよ。でも、よかったら覚えておくといいですよ」

　鳩が翼つばさを広げて飛び、塩原の視界を黒く覆おおった。




　地面に散ったガラスの破は片へん。犬の首輪。そして電池切れを起こしたように、へたり込んで先ほどから動かない笠岡理保。

　か細い外灯の光だけでは、全てが地面と一体化したように見える。それともこれは単に、自分の視力が狂くるっているのか。京介は視神経に力を入れて、周囲を確認した。

　花か壇だんからやや離はなれた位置で、ほぼ横一列に倒たおれ伏ふしている三名の護衛隊員。時々呻うめき声を上げているから、失神しているだけだろう。傷は多分、浅い。

　数メートル離れた地面に、片かた腕うでを手の甲こうから腕の付け根まで裂さかれた石田がいる。俯うつぶせに倒れ、京介の位置からは表情が見えないが、指先がずっと痙けい攣れんを続けている。まだ生きているが、早く治ち癒ゆ術を施ほどこさないと、失血死の恐れもあるだろう。

　京介から数メートル離れた場所で、体の右側を下にして、豊花が目を閉じている。側頭部から流れた赤い筋が一本、額から左の頰ほおへ軌き跡せきを残していた。残念ながらあれはケチャップではなく本物の血だが、豊花も気絶しているだけのようだと、京介は判断を下す。

　そこら中の大地が澱よどんでいた。学校を含ふくめた辺り一帯の担当矯きよう正せい術者は誰だったか。安西の足下に倒れた京介は、虚うつろな意識の下で分かり切ったことを何度も考えていた。何かを考えていないと、体中にこびりついた激痛と貧血で、今にも意識が消え失うせそうだった。

「お前、一条京介だろう」

　安西の革かわ靴ぐつが、京介の背中を軽く蹴けった。

「そうだよな？　十六歳。虹原高校一年。矯正術者。古代術の使い手。さっきのタロウの反応……充じゆう分ぶん当てはまる」

　もう一度蹴られたが、京介は黙だまっていた。安西は声を立てて短く笑い、「ああ、声が出ないんだったよな」と言った。

「まだ死ぬなよ。今死なれたら、売り物にならないんだからさ。研究所に帰ったら、治してやるよ」

　安西はそれだけ言って、ゆっくりと歩き始めた。

「タロウがいれば、簡単に嗅かぎ分けてくれるんだけどな……」

　豊花の前で安西が立ち止まる。京介は起き上がろうとしたが、腹部も肩も悲鳴を上げるだけで、動こうとしてくれなかった。抱え込んだ玲れい洗せん樹じゆの枝が、血を吸って更さらに色を濃こくしてゆく。

　安西が豊花の髪かみを摑つかみ、引いた。豊花は眉を歪ゆがめたが、目は醒さまさなかった。

「お前の妹だろう？　そっくりだな」

　京介に向かって、安西がそう言った。

「顔は同じでも、こいつは力がなさそうだな。でもまあ、お前が死んだ場合の予備で連れて行くか」

　豊花を引きずり、安西は石田の方へ足を動かす。

「古代術を扱あつかえるほどの潜せん在ざい精神力を持つ子供が一人いた場合、その二親等以内で同レベルの能力、あるいはそれを超こえる光流脈使いは現れにくいという法則があるんだ。俺の父親が統計から出した、どうでもいい法則なんだけどな」

　安西はゆっくりと進みながら、言った。賢かしこい学生が教科書の内容を諳そらんじているような、そんな話し方だった。その手の先で、豊花が苦しそうに呻いていたが、安西は顔を見ようともしなかった。

「俺のことを一いつ般ぱん人じんだと、さっきこの男は言っていたけれど」

　石田の傍かたわらで立ち止まった安西は、大きな背中を見下ろして口元を笑わせた。

「正確には、純じゆん粋すいな一般人には分類されないんだろうな。俺の父親は術者だった。母親が光流脈使いではなかったから、俺には術者能力は遺伝していない」

　石田には手を触ふれず、安西は護衛隊員に目を向けた。

「本家の婚こん姻いん規則に違い反はんするのは承知で、両親は結けつ婚こんした。監かん視し職員の目をかいくぐって、隠かくれるように暮らしていたそうだ。でも、そういう生活は長く続かなかった。俺や母親の目から見ると、父親の力は異質だったよ」

　護衛隊員の方には移動せず、安西は笠岡に向かって歩き始めた。京介は肘ひじを使い、何とか上半身を起こした。

「母親が俺と父親を捨てて、どこかへ消えた。俺には能力が遺伝していないってことが、母親には信じられなかったんだろうな。父親は術者をやめ、家にこもって自分の血統を調べる作業を始めた。血が原因で他人に離れられたことから、目を逸そらしたくないと言っていた。俺には現実逃とう避ひにしか見えなかったけどな」

　笠岡の前で立ち止まった安西は、静かな眼まな差ざしで笠岡を見下ろした。

「光流脈使いの血統や本家の詳しよう細さいを調べ尽つくす一方で、父親は拝はい呪じゆ能力者の研究も始めた。異質な者同士、仲間だと思ったんだろう」

　京介は音を立てないように、潰つぶれた喉のどに力を入れてみた。呼吸をするだけで、気絶しそうな激痛が襲おそう。一度くらいなら呪文を唱える力は、何とか残っているだろうか。玲洗樹の枝を握にぎりしめ、京介は気配を殺して唇くちびるを動かす。

「流れよ、大地を走る──」

　ひどく掠かすれた声は、そこまでしか声にならなかった。京介は咳せき込んで、再度上半身を倒した。喉を押さえると、頸けい動どう脈みやくが爆ばく発はつしそうに波打っていた。

「無理するなよ。もう帰るから」

　安西がこちらを見て、笑った。笠岡の手を引いて立ち上がらせ、京介の方へ歩いてくる。その途と中ちゆうで豊花が意識を取り戻もどし、髪が痛いと泣き声を上げた。京介の位置からは見えなかったが、豊花は相当暴れているらしく、安西が舌打ちと共に足を止めた。骨を打つような音が響ひびき、豊花の泣き声が更にひどくなった。

「うるさいな、少し黙れ。予備は死んだって構わないんだぞ」

　安西が笠岡の手から鎌かまを奪うばい、豊花の頭上へ振ふり下ろした。声にならない声で豊花の名前を呼び、京介はもう一度立ち上がろうと、腕に力を込めた。腕には力が入らなくなっていた。

「もうやめて」

　笠岡が安西の手を摑んだ。地面に鎌が落ち、豊花が解放された。安西が笠岡を見つめ、小さなため息をついた。

「何するんだよ。研究所に連れて帰るんだ、騒さわがないようにしておかないと、笠岡だって困るだろう」

「私はもう、あなたとは一いつ緒しよに行けない」

　京介の目に、髪のほつれた豊花が、唇の端はしから血を流して泣いている姿が映った。いつだったか、京介が顔に怪け我がをした時、豊花からひどく怒おこられたことがあった。自分と同じ顔に傷がついてるのは何だかいやだから、という理由だった。確かにいやだなと思いながら、京介は無理矢理体を起こした。豊花の泣く顔はあまり見たくない。上半身が揺ゆれたせいで、再度血を吐はいた。

　再度、視神経から力が抜ぬけ始めた。豊花の姿がぼやけ始める。まだ意識を失うわけにはいかない。まだ誰だれも救えていない。声も出なくて、戦う手段も見つからなかったが、京介は玲洗樹の枝に強く指をからませた。ほとんど力が入らなかったが、冷たい手て触ざわりはわかった。

　豊花の悲鳴が聞こえた。京介は必死に視神経を呼び戻した。安西が笠岡に向かって、鎌を何度も振っていた。

「わかったよ、笠岡。寂さびしいけれど、お前がそう言うなら仕方がないよな。俺は今も変わらずに、笠岡のことが好きなのにな」

　返り血を浴びながら、安西は微笑ほほえんでいた。

「好きだから、笠岡がこの先困らないように、今ここで死なせてやるよ。お前みたいな能力者は、研究所の外ではまともに生きていけないんだから」

　安西が鎌を振り下ろすごとに、笠岡の体から白い光が発せられた。安西はそれでも手を止めない。安西の表情に悪意はなく、笑っているだけだった。

　豊花が何かを叫さけび、安西に向かって動いた。冷静さを失っている豊花は、呪文を唱えることもなく、ただ真まっ直すぐに安西へ駆かけてゆく。安西が豊花を見み据すえ、笑えみを冷たいものにした。

　殺される。最後の力を振り絞しぼり、京介は走った。

　京介は豊花と安西の間に入り、豊花の体を突つき飛ばした。攻こう撃げき対象が京介に替かわったことに、安西はすぐには気がつかなかったようだった。鎌が京介の目の前に迫せまった。死ぬかもしれない。そう思ったが、もう他ほかの方法は思いつかなかった。京介は刃は先さきを見つめて避よけなかった。

　首筋に鎌が刺ささった。精神は完全に衰すい弱じやくしきっているのに、どうして出血はこんなに勢いがあるんだろう。自分の頸動脈が血を噴ふく光景が、京介には不思議だった。

「笠岡、早く治せ。死なせるな」

　安西の焦あせった声が聞こえた。安西の足下で血まみれの笠岡が立ち上がった。京介の首全体に冷たい指が十本巻きつく。白い光が、血の赤い色を飲み込んだ。出血が止まった。同時に潰れた喉の痛みも、わずかだがやわらいだ。

　喉や首の傷は塞ふさがったものの、血を失ったせいで京介の脳の芯しんは痺しびれ始めた。声を取り戻せても、何回術が使えるか自分でもわからなかったが、京介は笠岡の手を払はらい、玲洗樹の枝を掲かかげた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。黄土を支点に三里まで、損傷人体にて発動、修復」

　広こう範はん囲いに威い力りよく設定をし、治ち癒ゆ術を放った。周囲一帯に黄金色の光が満ち溢あふれた。

　安西が攻撃命令を出し、笠岡が動いた。京介が玲洗樹の枝を突きつけると、笠岡の動きが止まった。怯ひるんだのか、笠岡の本来の意思が表れたのかはわからなかった。

　術を使えば、笠岡が望んだ通りに、頭部を完全に粉ふん砕さいさせられる距きよ離りだった。望んでいなくても、敵だと考えればそうするのが妥だ当とうなはずだった。

　だが京介にはできなかった。呪文を喉の奥に戻した時、意識の限界が来た。京介の手から、玲れい洗せん樹じゆの枝が落ちた。

　めまいを起こした京介の肩かたを、誰かの手が強く押した。

「馬ば鹿かな矯きよう正せい術者は下がっていろ」

　石田だった。駆け寄ってきた豊花が京介を抱だき留とめて、耳元で何か叫んでいた。どうやら名前を呼んでいるらしいが、聴ちよう覚かくが働かなくなっているのか、ほとんど聞き取れなかった。

　音のない世界で、石田が動く。護衛隊員のうち、二名が安西を取り押さえた。残る一名が笠岡に対し、呪文を唱え始める。何の呪文かは、京介にはわからなかった。

　光が弾はじけた。黒い煙けむりが上がると同時に地面が強く揺れた。豊花の指が京介の肩に強く食い込んだ。

　豊花が石田に向かい、何かを訴うつたえていた。険しい顔をした石田が言い返している。京介は、光と煙が消えてゆく景色の向こうを眺ながめていた。笠岡の影かげは、もう人の形をしていなかった。

「覚えておけ」

　不意に回復した京介の聴覚が、石田の低い声を拾った。

「他人を救いたいのなら、何が一番その人間にとって救いになるか、見み極きわめる力をつけろ。半はん端ぱな同情や優やさしさだけで、全すべての人間を救えると思うな」

　豊花が怒ど鳴なるように口を動かしたが、京介にはそれ以上は聞こえなかった。やがて何も見えなくなった。




　本家七階奥にある個室の扉とびらを、術者管理部の職員二名がノックした。程ほどなくして返事があった。職員二名は顔を見合わせて、扉を開けた。

　執しつ務む机以外に何もない部屋は、壁かべ一面が大きな窓になっていた。照明を点つけていない部屋の中に、月の光が零こぼれている。

「報告書、できた？」

　窓まど際ぎわには青年が一人立っていた。双そう眼がん鏡きように似た形の術具を持ち、窓の外を眺めている。職員二名は再度顔を見合わせた後、青年に向かって書類を差し出した。

「ご苦労さま。この術具、あまり精度がよくないね。ちっとも見えなかったよ」

　青年は書類を受け取ると、術具を机の上に戻した。

「登録抹まつ消しよう術者じゃなくて、現げん役えきの矯正術者の確かく認にんは、動きがあって退たい屈くつしなかったでしょう」

「あの、家長……」

　職員の一人が、遠えん慮りよがちに青年へ尋たずねた。

「どうして自分たちが、あの高校での報告書を任されたのでしょう。自分たちがやらなくても、副家長が」

「石田の報告書は自分の活かつ躍やくと部下の悪口しか書かないから、事実関係がわかりにくいんだよね。それから君たち、この間の登録抹消術者の確認、適当にやったでしょう」

　青年は書類を捲めくりながら答えた。

「だから、その罰ばつ。僕はそんなに甘っちょろくないよ。……甘いのは、持ち駒ごまの方かな」

　手を止めた青年は、静かに息を漏もらした。

「甘いというか脆もろいのかな。扱あつかいに気をつけないと、もうすぐ壊こわれちゃいそうだね」

　窓の外の空を、雲が流れ始める。

　月が隠かくされ、室内に闇やみが落ちた。




　　　　＊




　笑い声。拍はく手しゆ。歓かん声せい。世界はその三要素で満ちている。だから世界は隅すみ々ずみまで平和。思わずそんな勘かん違ちがいを起こしそうなほど、辺りから聞こえてくるものは平へい穏おんそのものだ。

「暇ひまねえ……」

　文化祭専門特別警備係詰つめ所の窓から空を見上げ、一条豊花は呟つぶやいた。

　青い空に広がるいわし雲を、豊花はもう三時間も眺めていた。その間、自分の腹が鳴っただけで、警備係の出番が生じるような事件は何も起きていない。

　三時間前──九月二十五日、日曜日、午前九時に、第三十三回虹高祭の二日目が始まった。昨日の開かい催さい一日目もかなりの盛せい況きようを見せたが、最終日である今日は、更さらに盛り上がるに違いない。翌日に余力を残す必要がないせいか、どこの団体も、客寄せや売り上げ上じよう昇しよう、そして自らが楽しむために全力を出していた。

　詰め所の扉とびら越ごしに、人の笑い声が聞こえた。お化け屋や敷しきが怖こわかった。お好み焼きが変な味だった。あと五分で演劇部の上演が始まる。後夜祭はすごいらしい。来てよかった。通り過ぎる声は、興奮気味にそんなことを言っていた。

「楽しそうでよかったわねえ……」

　窓まど枠わくに肘ひじをかけ、豊花は声に出してみた。答えてくれるような人は、室内にいない。目の前を赤い蜻蛉とんぼが一匹ぴき、のんびりと通り過ぎて行く。風が吹ふいて、机の上に載のせた食品無料券百枚が飛び散った。この無料券を、豊花はまだ一枚も使っていない。豊花は昨日も一日中、詰め所にいた。

　豊花はもう一度空を見上げ、洟はなをすすった。どこかから管楽器の音色が聞こえてきた。吹すい奏そう楽がく部ぶが演奏会を行なっているようだ。豊花の心境とは正反対に、やたらと明るい音楽だった。

　準備日の深夜に校内で起こった事件に関しては、本家副家長の石田の働きにより、学校側には内密に処理された。校舎内にいた生徒の記き憶おくや、事件の痕こん跡せきなどは、全すべて術により消去、修復された。

　安西は本家へ連行された。彼の自宅を兼かねた研究所には、石田が部下を引き連れて調査に出かけたという。安西の詳しよう細さいな研究結果や、「商売」相手の情報を含ふくめた調査報告は、本家上層部を騒そう然ぜんとさせたそうだ。安西はその間に、監かん視しの目を盗ぬすんで舌を嚙かんだらしい。

　笠岡の遺体は、本家で引き取られた。生きていれば必ず幸せになれるとしか考えられない豊花にとって、笠岡の気持ちを完全に理解することは、正直に言って難しかった。

　校内で起こった盗とう難なんと傷害の件については、豊花が適当な話をでっちあげて佐久間に報告をした。謎なぞの旅人が校内に一いつ泊ぱくして、ベニヤ板でイカダを造り、遠い国へ旅立ったというでまかせは、色々と辻つじ褄つまをあわせていくうちにかなり壮そう大だいな物語になった。豊花の頭の中では、旅人のモデルは、京介の知り合いで不審な感じの勝田という男にしておいた。

　佐久間にしてみれば、全てのことは、準備日の間にあっさり解決した瑣さ末まつ事に思えたらしい。豊花は佐久間に「警備係を雇やとうほどの事件じゃなかった」と言われてしまった。更には、準備最終日から京介が学校に来ていないことを知ると、「やっぱり信用するんじゃなかった」とまで言い切ってくれた。フリーエージェントはやっぱり悲しいな、と豊花は思った。

　豊花の鼻の先に、風に飛ばされた落ち葉がぶつかってきた。葉の半分だけが、秋の色に染まっている。誰だれかが手を加えなくても、自然の木々は勝手に色づき勝手に散って、そして勝手に芽を出す。

　苦境に追い込まれても、相手を恨うらまず自分だけを責め続ける者。人を救うためには人も殺せと命じる者。

「世の中は、本当にわからないことがいっぱいだわ……」

　葉を窓の外に投げ、豊花は呟いた。

　詰め所の扉がノックされた。豊花が欠伸あくびをしながら返事をすると、女子生徒が一人入ってきた。お下げ髪がみに、スカート丈たけは校則通り。風紀委員の塩原だった。塩原は目に緊きん張ちよう感かんを宿らせて、室内を見回していた。

「何か用？」

　豊花が尋ねると、塩原は姿勢を正して言った。

「あの、これ、差し入れです」

　塩原がビニール袋ぶくろを差し出してきた。受け取ると、中身はお好み焼きだった。豊花は色を見て、一年三組のものだなとすぐにわかった。

　豊花は短く礼を言い、窓の外に視線を戻もどした。五分が経過したが、塩原の立ち去る気配は一向に訪おとずれなかった。

「なあに？　代金を請せい求きゆうされても、払はらえないわよ」

　体ごと振ふり返り、豊花は言った。石田に対する任務遂すい行こう妨ぼう害がいで、減げん俸ぽう期間は今年いっぱいに延長してしまった。食欲の秋なのに。行楽シーズンなのに。まだ気が早いが、クリスマスは一体どうやって過ごしたらいいのだ。本家の上層部の馬ば鹿かたれ、と呟いた豊花のひとり言は聞こえなかったらしく、塩原は微び熱ねつでもあるような視線で言った。

「いえ、そうじゃなくて、一条君、やっぱり来ていないんですね……」

　セーラー服の肩かたを落とす塩原に、豊花は「あいつは学校行事が苦手だから」と答えておいた。本家の医務室で意識を失ったままだということは、塩原に教える必要がない。

「わ、私は別に、欠席の理由を心配しているわけではありませんよ」

　何も尋ねていないのに、塩原は豊花に向かって両手をものすごい速さで振って見せた。

「私はただ、欠席の連れん絡らくが来ていないから、気になっただけです。こうした特別日程の間でも、私は通常通りに風紀委員としての仕事をしているだけで」

「あんたさあ」

　塩原の言葉を遮さえぎって、豊花は言った。

「京介のこと好きでしょう」

　塩原は「かー」と叫さけんで廊ろう下かまで退いていった。文化祭のプログラムを持って歩いていた客に背中からぶつかり、塩原は耳まで紅潮した顔を前後左右に振り回して謝っていた。

　豊花は頰ほおを緩ゆるめて立ち上がると、塩原の背中に歩み寄って肩を叩たたいた。振り返った塩原の顔は、赤を通り過ぎて土色になっていた。

「世の中はわからないことがいっぱいだけど、わかりやすいこともあるから、まあ面おも白しろいのよね」

「絶対に言わないで下さい」

　額に鬼き気き迫せまる皺しわを刻み、塩原が言った。

「本人にも他人にも、絶対に言わないで下さい」

「言わないわよ。でもあなたも、言わない方がいいかもしれないわね」

「え？」

「何でもないわ。あのさ、誰にも言わないから、ひとつだけ頼たのみごとを聞いてくれる？」

　塩原は不安そうな顔をした。

　豊花は塩原を一日留守番係に任命し、詰め所を出た。模も擬ぎ店で食べものをたくさん買って、笠岡に供えようと決めた。遺体には会わせてもらえないかもしれない。だったら学校のどこかに供えればいい。そう思った。

　豊花は賑にぎわう校内へ走り出した。




　京介の目が醒さめたのは日曜日、文化祭最終日の夕方だった。

　場所は、本家内医務室のベッドの上。入院施し設せつに放ほうり込まれなかったのはありがたかったが、医務室にいる医師が父親の尚だけというのは、それほどありがたくなかった。

「喉のどと肩、腹部への治ち癒ゆ術。それから輸血。全部で八万五千円」

　ベッドの横に立った尚は、そう言って指を二本立てた。

　ピースサインなど見せて何を威い張ばっているのだろうと京介が思っていると、尚は更に言った。

「輸血用の血液が足りなくなって、俺の血を提供してやった。謝礼で二万円」

　拳こぶしを握にぎって一旦指を折った後、尚はもう一度ピースサインを作った。

「それから今日まで付き添そってやった代金。二万円」

「いつ払えるかわからない。減俸中なんだ」

　ベッドから起き上がりながら、京介は答えた。声は問題なく出た。

　白衣のポケットに手を突つっ込み、尚が顎あごを上げた。

「知ってるさ。お前も豊花も、家への生活費、滞たい納のうしっぱなしじゃねえか。このタダ飯食らいめ」

　尚はポケットから、長い紐ひものついた用紙を取り出し、京介の枕まくら元もとに投げてきた。新しい無効治癒体質証明書だった。

「第四段階に進行だとよ」

　近くにあった椅い子すに腰こしを下ろし、尚は京介に背中を向けた。椅子のバネが軋きしんで、悲鳴に似た音が上がった。

「最終段階は七段階だから、折り返し地点通過ってところか。この馬鹿たれめ」

　京介は黙だまって、ブラインドの上げられた窓の外を見た。雲一面が赤あか紫むらさき色いろに染まっている。秋の夕暮れは過ぎるのが早い。この色も、一時間もしないうちに闇やみに沈しずむのだろう。

「全部払い終えるまで、死ぬなよ」

　椅子の上に片足を上げ、脛すねを搔かきながら尚が言った。

「払い終えても死ぬな。俺より先に死ぬな」

「努力はしてみる」

「ここ数日、ずっと考えていたんだけどよ。死んだ奴やつにはもう会えないんだよな」

　煙草たばこを一本くわえ、尚は安そうなライターで火を点つけた。

「そんなのは寂さびしいじゃねえか」

「そうだな」

「生きていても会えない奴もいるけどな」

「おふくろ、帰ってこないのか」

　尚の煙草の先から、灰が床ゆかへぼたぼたと落ちた。京介はため息をついた。

「おふくろの実家に、電話してみたのか」

「遠いんだよ。電話代がかかるじゃねえか」

　洟はなをすすり上げて、尚が言う。そんなことを言っている場合かと思いながら、京介はベッドから降りた。サイドテーブルの上に、京介の私物がまとめられていた。血を吸った玲れい洗せん樹じゆの枝は、ところどころが変色していた。

　たたまれた制服を広げ、ポケットを漁あさってみた。金は入っていないが、新品のテレホンカードが一枚、入っている。

　第三十三回虹高祭。表紙の派手な文字を一いち瞥べつし、京介はテレホンカードを尚へ差し出した。

「忙いそがしいんだよ」

　顔を背そむけた尚が、無ぶ精しよう髭ひげだらけの頰を膨ふくらませた。

「怪け我が人にんがいるし」

「おれなら、平気だ」

「買い物をして帰らないといけねえんだ。家の冷蔵庫が空なんだよ」

「こういう時に、わざわざ気にしなくてもいい」

「布団も干さなきゃいけないし」

「もう日が暮れる」

「七時から麻雀マージヤンの約束があるし」

「じゃあ、いい」

　手を下げようとした京介から、ものすごい勢いで尚がテレホンカードを奪うばい取った。

　尚はひとり言を言いながら、医務室を出て行った。廊下で転んだらしく、派手な音が医務室の中まで聞こえてきた。

　京介は制服を手に取った。もう帰ってもいいのだろうと思い、着き替がえ、無効治癒体質証明書を首にかけた。腕うでは動く。声も出る。それでも自分は、確実に死に近づいている。それでも自分は、確実に生きている。

　医務室を出た。廊下で副家長とすれ違ちがったが、石田は何も言ってこなかった。

　本家を出たところで、京介は足を止めて空を見上げた。家に帰ったら、まず何をするべきか。冷蔵庫が空。布団は干さなくてもいい。壁かべの穴はもう直ったのだろうか。考え始めたら面めん倒どうくさくなってきて、歩くのも面倒になってきた。

　京介はガードレールに腰かけ、暮れてゆく街並みをぼんやりと眺ながめた。傷は完治しているのに、体の真ん中が何となく痛かった。半はん端ぱな同情。そうなんだろうと、自分でも思った。

　他人を想おもうこと。それが不幸を招いた。愚おろかな行こう為いだと指し摘てきされた。京介自身も、礼子と死に別れるよりもつらい結末を迎むかえたかもしれない。相手を好きだというだけでは、避さけられない何かが、自分の生きている世界にはきっとある。

　だからといって、誰だれかを心から大切に思えた過去を、間違っていたとは考えたくなかった。弱さも脆もろさも、全部認めて生きていきたかった。

　京介はもう一度空を見上げた。もう夜が近い。まだ文化祭に間に合うだろうかと思いながら、ガードレールから体を起こす。

　参加はしなくてもいい。騒さわがしいのはやはり苦手だ。離はなれた場所で、後夜祭の最後の光が消える瞬しゆん間かんまでを黙って眺める。半端な同情を捨てるのは、その後でもいいと思った。

　赤い花を手にした子供が数人、京介の前を駆かけてゆく。吹ふく風は、数日前よりも冷たさを増していた。







　あとがき







　私はひとり暮らしをしています。五年ほど前から住んでいるこの集合住宅には、「ペット禁止。楽器禁止。同居禁止。子供禁止。火気禁止」という、まるでひとり者はひとりで静かに寂さびしく震ふるえていろというような規則があります。

　静かなのはいいなあと思って選んだ部屋ですが、ペットを飼っている人の話を聞くと、羨うらやましくなってくるのが人情というものです。

　そこで私は、数年前から、ペットの代わりにぬいぐるみを置くことにしました。といっても、ぬいぐるみは餌えさも食べないし、散歩もしないし、そもそも動かないので、必然的に触ふれあう機会はほとんどありません。

　私とぬいぐるみの接せつ触しよくがあるのは、ひと月に約一回、ベランダに持ち出して、積もった埃ほこりを払はらう時だけです。小説家の仕事を始めるようになってからは、長編の原げん稿こうを書き終えた後、何となくまず彼らの「埃払い」をするようにしています。自分の中で、一段落ついたという区切りの表れなのかもしれません。

　ぬいぐるみ一体目は、ニヒルな顔をしたうさぎです。最近ではそのつぶらな瞳ひとみが、

「たまには締しめ切きりより一週間くらい早く書き上げたらどうなの？」

　と言っているような気がして、気合いを入れて埃を叩たたき落としてあげます。

　二体目は、哲てつ学がく者っぽい顔つきの馬です。最近ではその澄すんだ瞳が、

「たまには締め切りより一ヵ月くらい早く書き上げたらどうなの？」

　と言っているような気がして、やっぱり気合いを入れて埃を叩たたき落としてあげます。

　それが済むと、執しつ筆ぴつ中の運動不足を解消するために、散歩へ出かけます。近所の民家では犬を飼っている家が多く、歩いていると大たい抵てい吠ほえられます。

　最近ではその声が、

「散歩なんかしていないで、短編のプロットを考えたらどうなの？」

　と言っているような気がして、そそくさと家に帰るのでした。




　さてさて、「バイトでウィザード」長編五巻目です。

　執筆中に二〇〇四年を迎むかえました。

　執筆中は真冬でしたが、いつのまにか冬至も立春も過ぎ去って、この本の発売は四月だそうです。春なんですね。

　そういったわけで、今回も多くの方にご協力頂きました。

　いつもお世話になっている角川書店の主藤さん、女井さんをはじめ、編集部の皆みなさまや、素す晴ばらしいイラストを描えがいて下さっている原田たけひとさん、出版に携たずさわって頂いた全すべての方々に、心よりお礼を申し上げます。

　一巻目からずっとおつきあい頂いている読者の皆さま、どうもありがとうございます。

　お手紙を下さった方、ありがとうございます。とても元気が出ます。受験生の方からお手紙を頂くこともあり、頑がん張ばっている人に励はげまされると、こちらも一層頑張ろうという気持ちになります。




　皆さまの日常生活の一部に感じられるような、そんな小説をこれからも書いていきたいと思います。

　それでは、次は長編六巻目でお会いできる日を楽しみにしております。





椎野美由貴　　






　追つい伸しん　嬉うれしいことに、「バイトでウィザード」がドラマＣＤになることが決定しました。これまた皆さまの応おう援えんのおかげで、感謝感激です。

　ドラマＣＤは私も楽しみですが、興味のある方は、雑誌「ザ・スニーカー」でぜひぜひ情報をご確かく認にん下さい。




※ドラマＣＤは二○○四年六月に発売され、二○十四年七月現在の情報になります。
















本文中に、今日の状況に照らして不当・不適切と思われる語句や表現がありますが、作品発表当時の時代的背景を鑑み、底本のままとしております。
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